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はじめに

（１） この小冊子は２００４年４月１４日に大阪で行われた、ウラニウム医療研究センターＵＭＲＣ所長のアサ

フ・ドラコビッチ博士の講演会の記録です。

ドラコビッチ博士の来日は２００３年１１月に続いて２度目でした。今回の訪日はアフガニスタンの第１次、第

２次ウラン汚染調査に続いて、２００３年９～１０月にＵＭＲＣが行ったイラク市民の汚染調査の結果、サマワ

帰還米兵の汚染調査等の結果を報告することが目的でした。

（２） 講演会の時期は、劣化ウラン反対に取り組んでいた北海

道の今井さんや、高遠さん、郡山さんの３人がイラクの武装戦力

に拘束され人質となった事件のまさに真最中でした。劣化ウラン

反対運動の関係者、反戦の市民運動は、とにかくできることを何

でもやって３人を救おうと必死になっていました。

折しも小泉政権は自衛隊イラク派兵への批判が高まることを

恐れて彼らにすべての責任を転嫁する卑劣な「自己責任論」を

押し出し、心労で倒れそうな家族をよってたかって袋だたきにし

ているところでした。政府の見殺し政策を許すな、イラクの民衆

に直接働きかけよう、自衛隊撤退の声を強めようというのが私た

ちの気持ちでした。ドラコビッチ博士の講演会は国会議員会館

（４月１２日）、東京報告会（４月１２日）、大阪報告会と開かれまし

たが、この状況の中で、国会議員会館で開かれた報告会では

今井さんのお母さんに来て頂き、集まった議員、マスコミ、市民に

アピールをお願いしました。東京報告集会では写真家の豊田直

巳さんが人質を巡る動向と政府の「自己責任」キャンペーンの下で非常に強い圧力にさらされていた家族

の状況を報告されました。大阪でもNODU広島プロジェクトの嘉指信雄さんがアピールされました。

その後私たちは、全国各地の市民の努力の結果、３人が無事帰国できたことを心から喜ぶとともに、極め

て親日的であったイラクの人々をこのような状況に駆り立てている米軍の侵略と占領の不当性を糾弾し、

これに加担する自衛隊の撤退の声をますます強めていこうと決意しました。

（３） 博士は講演のはじめに、ＵＭＲＣの使命について「私の仕事というのは何もどこかの国に反対すると

か、そういうものではなくて、人類の命を粗末にするいなかる人々、こういった人たちに反対して闘うというこ

とです。もし人一人の命でも救うことができれば、すべての人類を救うことと同じことだ」と語りました。続い

て、「政治的にもまた、経済的にも自由な世界、そして苦悩のない世界の実現のために私は無知という大き

な岩を何とか私の水の１滴で砕いていきたいと考えています」と話しました。一人の人間として、また科学者

あるいは医師として、兵士や住民に深刻な被害を与えることをやめようとしない政府に対する怒りと誠実な

彼の人柄、信念がよく伝わります。

ドラコビッチ博士の報告は、アフガニスタンでの第１次、第２次調査のショッキングな結果から始まりまし

た。ＵＭＲＣの現地調査チームはアメリカの空爆にさらされたアフガニスタンの人々が、これまで見たことが
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ないような高い濃度のウランに汚染されていることを発見しました。爆撃地点の風下で湾岸戦争症候群に

似た症状の患者が発生し、人々の尿の中のウランの濃度が跳ね上がっていたのです。現地で採取した水

や土のサンプルもウランに汚染されていました。アフガニスタンで発見されたウランは劣化ウランではありま

せんでした。ＵＭＲＣはこれを“非劣化ウラン（ＮＤＵ）”と呼んでいますが、天然ウランと同じ同位体の組成

で、人工で原子炉の中でしかできないウラン２３６を含んでいたのです。これは米軍が２種類のウラン兵器－

－対戦車用の劣化ウラン弾と貫通型の大型爆弾－－を使用しており、ウランの組成が異なる可能性を示し

ています。アフガニスタンと、後で出てくるバグダッド等では主として大型爆弾が使われ、人々は非劣化ウ

ランに被曝した可能性が高いのです。

ドラコビッチ博士のイラク調査に関する報告は非常に注目されました。４月４日にニューヨークで彼らが

調査したサマワ帰還米兵のウラン汚染の事実がスクープで公表された直後のホットな時期だったからで

す。イラクに派遣された第442憲兵中隊の兵士が劣化ウランに被曝した事実は全米を揺るがしました。こ

れまで米国では主要なメディアによって抹殺されていた劣化ウラン弾の危険性と被害が初めて大きく報

道されたのです。アメリカでの人々の関心が兵士達の被曝に集中していました。

サマワから帰還兵した州兵９人中４人から劣化ウランが、７人から人工のウラン２３６が尿の中から検出さ

れました。これらの兵士は体調を崩してイラクから国内に送り返されていました。米兵には様々な症状が出

ており、米兵自身が劣化ウランへの被曝を疑っていたのに、米軍病院当局は劣化ウランへの被曝を確かめ

る調査さえを行わず、たとえ行っても、本人に結果さえ教えない非人間的な扱いを兵士らに行って来まし

た。業を煮やした兵士らが駆け込んだのがＵＭＲＣだったのです。そして彼らを診察し、調査を行ったがドラ

コビッチ博士でした。調査のスポンサーになったのは「ニューヨーク・デイリー・ニュース」という１００万部の部

数を持つ新聞社でした。この連携によって真実が明るみに出されたのです。

博士の報告の中でさらに以下のことが明らかにされました。（イ）彼らはイラク戦争が終わり、ブッシュが５

月１日に「戦争終結宣言」を行ってからサマワに配備されました。つまり２００３年６月から８月までのわずか２ヶ

月間そこにいただけで被曝したのです。（ロ）後を引き継いだオランダ兵は、米兵のいた操車場の汚染がひ

どいため、そこへの配備を拒否し、砂漠の中にキャンプを設営したことです。

これらの事実から博士が強調したのは、こういう劣化ウランで汚染された環境の真っ直中に自衛隊は送

り込まれたのであって、自衛隊員の被曝も避けられないと言うことでした。彼らを被曝させないためには、直

ちに撤退させなければならない、と。

この結果は米国民だけでなく、米議会を揺るがしました。兵士達をまと

もに扱っていない、被曝しても検査もせずに放置しているという非難が政

府に集中しました。ニューヨーク州選出のヒラリー・クリントン議員らが州

兵らと面会し、議会で問題を取り上げ、軍当局に兵士らにＵＭＲＣが行っ

たような正確な検査をきちんと行うよう要求するまでになりました。この過

程で、軍は「本人が被曝した可能性を主張し、検査を要求する場合、劣

化ウランの検査をする」ということになっているのに、全くサボタージュして

いた事実が明らかになりました。議会で追及された結果、米軍当局はあ

わてて病院にいた442憲兵中隊の残りの兵士の検査を行い、さらに他の

兵士も希望すれば検査を行うと公表せざるを得ませんでした。１０００人も

の兵士が検査を申し出たと伝えられています。

しかし、兵士達の申し出は軍の不誠実極まるやり方でまたも踏みにじ
ニューヨーク・デイリー・ニュース 2004,4,5発行の表紙
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られました。軍はＵＭＲＣの調査に比べてはるかに精度の劣る、しかも劣化ウランかどうかの判定に決定的

な意味を持つ同位体検査を行わず、兵士の殆どを異常なしと追い返したのです。その中にはＵＭＲＣが検

査した兵士も含まれていました。さらに、９月には別の部隊にいた州兵特殊部隊員のダレン・マッシューから

も劣化ウランが検出され、軍の検査がいかにデタラメかを暴き出しました。（「戦争の最も小さな犠牲者」参

照）。米政府と軍のやり方は全く変わっていないのです。

私たちを驚かせたのは、報告会でドラコビッチ博士がおそらく世界で初めて公表したイラク住民の調査

結果でした。バグダッド、バスラ、ナッシリアで行った住民の調査結果は、住民が劣化ウランに被曝している

ことをはっきり証明しました。特にバスラで被曝している住民の割合は高く、調査した５人の住民のうち４人

から劣化ウランが検出されました。バグダッドでも１０人中一人ですがはっきり被曝した市民がいるとの結果

が出ていると指摘しました。バグダッド等ではアフガニスタンで発見された人工のウラン２３６がやはり発見

されています。

（４） さらに驚いたことに、９月に劣化ウラン調査のために２週間イラクに滞在しただけのＵＭＲＣの調査チ

ームのメンバーが被曝しました。チームのリーダーであるテッド・ウェイマン氏の尿からも劣化ウランが発見

されたのです。米政府の言うように戦闘の最中に味方の劣化ウラン弾で誤射されたり、劣化ウラン弾で破

壊された戦車に入った米兵だけが被曝する可能性があるという説明は全くのデタラメでした。私たちが恐

れていたようにイラクの市民が広範に被曝している可能性があることが明らかになり、参加者にショックを与

えました。

（５） またこれらとは別に、２００４年の１０月、戦闘直後（２００３年６月）のイラクに入ったNODU広島プロジェ

クトの調査結果について、住民の尿から劣化ウランを検出したと公表されました。現地の医師の協力を得て

住民の尿を持ち帰り、バグダッドの患者の尿から非常に高い劣化ウランが検出されたのです。イラク戦争後

にイラクに入って現地住民の調査を行った世界でたった二つだけの調査団－－ＵＭＲＣと広島の市民グル

ープ－－のどちらからも劣化ウランが検出された事実は、イラクの汚染が極めて深刻な状態にあることを示

しています。

（６） イラクの劣化ウラン汚染調査のためには、本来、国際機関による本格的な調査が必要であることは

明白です。しかし、現実には戦争が終わって２年近くたつのにＵＮＩＣＥＦもＵＮＥＰも何の調査もしていませ

ん。時間が経てばウランを尿から検出するのが難しくなります。戦争半年以内にイラク全土の１０都市の市

民の調査を行い、１００サンプルもの試料（尿や水、土壌など）を持ち帰ったＵＭＲＣの調査は極めて貴重で

あったことが明らかになりました。アフガンについても事態は同じです。ＵＮＥＰはアフガニスタンに戦後調査

に入りながら、ウランの使用の疑いについての放射能調査を意図的に行いませんでした。このように国際機

関が動かない、あるいはアメリカの圧力によって事態の解明ではなく隠蔽に手を貸しているときに、ＵＭＲＣ

が行っている調査の意義はますます重要になっています。

ＵＭＲＣの活動はすべてがボランティアと市民のカンパによって運営されています。現地調査は自分た

ちの資金で行い、サンプルの分析は市民のカンパによっているのです。残念ながら分析資金の問題があっ

て、ＵＭＲＣが採取した試料の分析は終わっていません。約半数のサンプルが分析できないままです。尿
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サンプルのウラン分析は非常に精密な分析であり、１人

分の分析に７～１０万円もの費用がかかります。これらは

世界中からの市民のカンパや寄付でまかなわれていま

す。日本でもこれまでにイラクの調査費用のために約３０

０万円ものカンパが集まり、ＵＭＲＣに送金しました。しか

し、それでもまだ半分の分析費用が足りないのが現状で

す。今後も引き続き皆さんにカンパへのご協力をお願い

したいと思います。（参照 http://www.jca.apc.org/stopUSwa

r/UMRC/umrc.htm）

ドラコビッチ博士は一番最初に湾岸戦争帰還兵の劣化ウラン汚染を発見し、さらにアフガニスタン住民

のウラン汚染を明らかにし、さらに今回イラク住民、ＵＭＲＣ調査チーム、特に米兵士の被曝を明らかにして

きました。この科学的調査を進めれば進めるほど、ドラコビッチ博士とＵＭＲＣに対する政府や軍の圧力と

迫害が強まっています。湾岸戦争帰還兵の調査をやめなかったために博士は９７年に米軍を追われました。

（博士は１８年間米軍に勤務し、大佐の階級を持つトップクラスの軍医だったのです）。

今回もサマワ帰還兵のデータを公表するなという露骨な圧力が博士と新聞社にかけられ、訪日について

も日本に行くなという脅迫があったと聞いています。博士達の科学的なデータそのものが否定できないの

で、何とかやめさせよう、もみ消そうと米政府や軍がうごめいているのです。博士の帰国後には、何者かが

ＵＭＲＣのインターネット・サイトをダウンさせようと攻撃をかけ、スパムメールが１日に５０００通も送り込まれ

るなど嫌がらせが続いています。このような中で、毅然として真実を明らかにするために闘っている博士達

の勇気ある取り組みに心から敬意を払いたいと思います。

何者も博士達の活動を止めることはできません。この１年近くの間に国際学会で博士達の調査結果は次

々と公表されました。５月２３日には、マドリードの国際放射線防護学会の１１回総会でアフガニスタンの１次

調査での市民のウラン被曝のデータが公表されました。７月には、アメリカの保健物理学会の４９回年次総

会でバグダッドとバスラの土壌汚染のデータが、８月２５日には、ブダペストで行われた欧州放射線生物学

会でサマワ帰還米兵のデータが公表されました。９月には、ヘルシンキでの欧州核医学学会でアフガニス

タンの第２次調査のデータが公表されました。そして１１月には、北米放射線学会でバグダッドとバスラ市民

の劣化ウラン汚染のデータが公表されました。

この報告集の発刊が遅れた理由の一つは、４月に博士が日本で発表したデータの多くが学会ではまだ

未発表で、これらがきちんと学会発表という形で公表されるのを待っていたためです。博士達の仕事に対し

て過激派だ、誇張だとの攻撃が米国防総省とこれと連動した一部の「反劣化ウラン活動家」からかけられ

るようになっているので、きちんと学会発表や雑誌発表の形でデータを公表し、いい加減な形での批判を

できないようにしておく必要があると私たちは考えました。その結果、報告集の発行が非常に遅れ、皆さん

にご迷惑をおかけしたことをお詫びしなければなりません。

（７） ＵＭＲＣと博士の前進は、データを次々に学会で発表したことにとどまりませんでした。世界中で広く

評価の声が高まっています。９月には米国内のソノマ州立大学のメディア研究グループ「Project Censo

red」（検閲されたことによって一般公衆に知らされにくい情報を評価するメディア研究グループ）の選んだ

２００３～２００４年の「検閲された話題トップ２５」の４位に「ハイレベルのウランが兵士と市民から発見された」

として、その中にＵＭＲＣのアフガニスタン調査がノミネートされました。さらに、１０月には反核の活動に対し
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て授与される国際的にも権威ある「核のない未来賞(Nuclear-Free Future Award)」の教育部門を受

賞し、ドラコビッチ博士はインドで授賞式に参加しました。この賞は「私たちの中心的な関心の一つは、ウラ

ンの致命的な影響について大衆の意識の覚醒に拍車をかけることである」とし、教育部門は「原子力エネ

ルギーに突き進むことの危険を明らかにする事－－政治家、科学者、および原子力産業の代弁者達によっ

て毎日流布されたデマにもかかわらず－－を支援する」人々、組織、あるいはイニシアチブに敬意を表して

授与されるものです。まさにドラコビッチ博士とＵＭＲＣにふさわしい賞といえます。日本人では原発被曝労

働者をとり続けてこられた写真家の樋口健二さんが２年前に受賞されています。

※ProjectCensored については http://www.projectcensored.org/publications/2005/index.html

※核のない未来賞については http://www.nuclear-free.com/english/frames7.htm

（８） 最後に、私たちはいかなる困難な中でも真実の追究をやめないドラコビッチ博士とＵＭＲＣの活動

に、引き続き微力ながら支援を続けていきたい思います。この報告集を作ったのもその一環です。わずかな

ものですがパンフレットの収益（実費を除いた）はすべて分析費用に回したいと思います。また、皆さんにも

ＵＭＲＣの被害調査分析費用へのカンパを引き続きお願いします。

私たちはＵＭＲＣに限りない共感を寄せるとともに、日本で劣化ウラン／ウラン兵器の被害の暴露、その

全面的禁止のために今後ともできる限りのことを行いたいと思っています。

昨年、文部科学省の所轄公益法人である「原子力文化振興財団」が、あたかも劣化ウランが安全であ

り、劣化ウラン兵器は「良い兵器」であるかのような宣伝を、マスコミ向けのプレスレリーズで行いました。原

子力の権威を装う、しかも政府補助金と電力資本からの補助金で運営されるこのような団体が意図的に

ウランや放射能の危険性の過小評価を行い、核物質を用いる放射性兵器を容認、礼賛するような宣伝を

到底許すことはできません。私たちは早速これへの批判を公表しました。この批判については国会でも取り

上げられ、社民党の福島瑞穂議員から政府への追及が行われました。

また、サマワに派遣された自衛隊員についても政府は安全を保証する措置を何もとっていません。政府

が持たせた線量計は微粉末で飛び回る最も危険な状態の劣化ウランを検出できないものです。彼らが米

兵と同じようにウランを吸入したかどうか、誰にもわかりません。政府は隊員の安全には最大限の努力を払

ったと言いながら、帰国した隊員達に何の検査もしていません。彼らが被曝したかどうかは尿の劣化ウラン

分析を行わなければわかりません。そしてもし被曝していれば、何年、何十年も経ってその影響が出てくる

のです。同位体検査を行っている英国はおろか、いい加減極まる米政府程度の検査も行っていない、文字

通り何もしていない政府の無責任を引き続き追及していきたいと考えています。劣化ウラン被曝という一

点だけからしても自衛隊はイラクから撤退すべきです。そして、米英の占領軍に軍隊を送って加担するの

ではなく、米英によって汚染されたイラクの被害調査、被曝調査、追跡調査と医療保障のための援助に切

り替えるべきです。

私たちは、文字通り「一人の命でも救うことができれば、すべての人類を救うことと同じ」というドラコビッ

チ博士の信念を共に共有し、今後も劣化ウラン／ウラン兵器が全面的に廃棄されるまで、その危険性を暴

いていく活動に全力を注ぎたいと考えています。皆さんのご協力・ご支援をよろしくお願いします。

※これまでの私たちの活動については、イラク戦争劣化ウラン情報をご覧ください。

http://www.jca.apc.org/stopUSwar/DU/stop_du_war.htm

２００５年３月７日

アメリカの戦争拡大と日本の有事法制に反対する署名事務局

ＵＭＲＣイラク・ウラン被害調査カンパキャンペーン事務局

吉田 正弘
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第１部

サマワ帰還米兵，
イラク住民の劣化ウラン被曝
イラクウラン被害調査緊急報告集会
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主催者あいさつ

本日はようこそおいで下さいました。平日の

夜で皆さんお忙しい中、来ていただいて感謝い

たします。私は、「アメリカの戦争拡大と日本

の有事法制に反対する署名事務局」の中で、ア

サフ・ドラコビッチ博士率いるＵＭＲＣのウラ

ン被害調査をサポートするカンパキャンペーン

を担当している吉田正弘と申します。宜しくお

願いします。

本来、今日の集会の趣旨から言いますと、す

ぐに博士の紹介をしまして今日の報告の中身に

ついてご紹介をするところですが、もう皆さん

ご存じのように非常事態が起こっております。

札幌で劣化ウラン弾反対運動をやっておりまし

た今井さんを始めとして３人の人質がイラクで

拘束されている、そして、命の危険が去ってい

ないという状況にあります。このことについて

一言、私の方からお話をさせて頂きます。

ドラコビッチ博士が来られたのは１１日でし

た。この日、博士を迎えに行く前に国会に寄り

ました。国会前では連日、集会がやられていて、

政府に対して、人質の命を最優先するようにと

いう要請がやられているんですが、東京は戒厳

状態で機動隊が壁を作って入れない、という状

態になっています。１２日に私たちは参議院議

員会館の中で、博士の記者会見、それから議員

向けのブリーフィングも兼ねて報告会を持ちま

した。その場に急遽、今井さんのお母さんの直

子さんに来て頂き、彼女にメディア向けのアピ

ールをして頂く機会を持ちました。

今井さんは、私たちが去年九月に広島の森瀧

春子さんの講演会を大阪でやりましたが、その

時に北海道からメールをくれまして、劣化ウラ

ン問題に取り組み始めたので、是非、森瀧さん

の資料が欲しい、と連絡してくれました。その

後、森瀧さんと会ったりして、非常に活発に札

幌で反劣化ウラン弾のために活動をしていまし

た。私は、本職は高校の教師なんですが、これ

は本当に高校生かな？と思うぐらい超人的な精

力で動き回って、活動をしていたわけです。そ

の彼が今度、イラクの劣化ウラン弾の被害を自

分の目で見るためにイラクに行った時期は、丁

度、米軍によるイラクへの攻撃の時期を重なり

まして向こうの抵抗勢力に捕まってしまう、そ

して、命の危険にさらされるという状況になっ

たわけです。

この問題を最初に申し上げるのは、日本での

メディアの取り上げ方が、非常に悪い、このこ

とを皆さんに知って置いて欲しいからなんで

す。彼らが捕まって、三日間の猶予と言うこと

で、反劣化ウラン弾、戦争反対、あるいはイラ

ク支援の活動家や市民たちは、必死の思いであ

りとあらゆることをやりました。写真家の広河

隆一さんは、メディア関係に檄を飛ばして、と

もかくアルジャジーラに日本の民衆の心、彼ら

はイラクのために行ったんだと伝えろ、と発信

しました。色々な方がそのために動き始めまし

た。名古屋に来られているイラク人の医師も動

きましたし、メディア関係の方で様々なルート

から働きかけて、彼らは敵じゃないんだ、イラ

クの人のためにやっているんだ、と必死で伝え

たんです。それから、アタックという組織があ

りますけれど、ここもフランスにある世界社会

フォーラムのイラク人のメンバーを通じて、イ

ラクのスンニ派の中に、彼らは敵じゃないんだ、

ということを働きかけました。実は、日本の市

民が声を上げて、いろんな形でいろんなルート

を使ってイラクに伝えたことが、三日間で殺す

ぞと言っていたのを撤回させた力なんです。彼
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らが今、死なずにすんでいるのは、市民の力な

んです。このことをちゃんと知って欲しいんで

す。そんなことはほとんど報道されていません。

それから、もっと腹が立つのは、政府の対応

です。福田官房長官は、彼らが捕まってすぐに

「自衛隊は撤兵させません」「撤兵させる理由

がありません」と言った。これを聞いていて、

これは殺して下さいと言うことなんだな、と私

は感じました。政府の対応はまさにその通りで

す。人質を殺して下さい、自衛隊は引きません、

と言う。こんな馬鹿な政府はないわけです。人

質の命と引き替えに撤退を要求されているとき

に、こういう発言をしたことは、許し難いこと

です。

そして、日本政府は撤退しないだけではなく

て、解決を米軍に委ねるという態度を取ったわ

けです。新聞はあまり書かないのですが、はっ

きりと頭の中に入れて置いて頂きたいことは、

米軍に委ねるということは、抵抗勢力に殺され

るだけではなくて、米軍に殺される危険がきわ

めて大きい、ということなんです。今までの人

質事件で、米軍は人質が死ぬことは何とも思っ

ていない。彼らが、「問題は解決した」という

のは、誘拐犯たちを殺してしまうことです。そ

れが成果なんです。その過程で人質が死のうが、

彼らは関心がないんです。日本政府が、米軍に

がんばって下さいというのは、要するに米軍が

人質ごと犯人を撃滅して下さい、と言っている

のと同じことなんです。そのことをはっきりと

市民に知らせなければなりません。こんな

馬鹿な政府はない。彼らは、毅然とした態

度を取ったから向こうがひるんで、人質の

解放を言い出した、と言っていますが、そ

んなことはありません。まさに市民の力が、

アメリカ軍によって危険を増やそうとする

のを何とかくい止めていた。市民が送った

メッセージで、我々は自衛隊を撤退させる

方向で声を上げていくと言いました。これ

を実際にもっともっと強めていくことでイ

ラクの人たちに応えなければならない。

それから、もう一つ取り上げなければな

らないのはファルージャのことです。ようやく

最近新聞に出はじめました。ファルージャでは、

４月の始めから大虐殺が行われています。３０

万人ぐらいの都市なんですが、６００人殺した

とも２０００人負傷したとも言われています。

アルジャジーラのホームページを見ますと目も

当てられない。小さな赤ん坊を含む死体の山が

ずらっと並べられている。女性も１００人以上

が殺されている。３０万人の都市を包囲して、

Ｆ１６攻撃機とか大砲で無差別に攻撃してい

る。アメリカ兵も８０人死んでいます。去年の

今頃、バグダッド陥落までに１００人ほどしか

死んでいないわけですから、この１週間から１

０日の間にイラク戦争に匹敵するぐらいの戦争

がやられている、そして、大虐殺がやられてい

るわけです。武装抵抗勢力は、米軍によるファ

ルージャの殲滅作戦が止まらない限り、人質を

解放しようにも解放することができない。人質

を助けようと思ったら、アメリカ軍に戦闘を虐

殺を止めろと日本政府が要求しなければならな

い。アメリカ軍ガンバレ、ではないんです。ア

メリカ軍がイラクの人たちを殺すのを止めさせ

なければ人質は助けることができない、という

ことをはっきりさせなければなりません。テロ

リストはブッシュなんです。そのことをはっき

りと言わなければなりません。残念ながら、こ

のことは伝えられていません。

最期に、人質の家族たちは体力の限界に達し

ています。政府は彼らに何の支援もしていませ
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ん。何とか北海道の東京事務所が人道問題だと

いうことでタダで部屋を貸してくれています

が、いつ追い出されるか分からない状態です。

そして、人質の解放ができるかなという時に政

府が言ったことは、アンマンまでの飛行機は押

さえた、航空券を人質の家族には一枚６０万円

で売ってやるぞ、と。こんな馬鹿な話がありま

すか。体力的にもふらふらになって、財政的な

支援もなくて、孤立をしながら、そして、２チ

ャンネルとか右翼系のインターネットが無茶苦

茶な扇動をしているのです。こんな状況を許し

てはならないと思います。

今日はドラコビッチ博士の話、私たちの本来

の話から言いますとイラクの人たちの汚染調査

をするために皆さんにカンパをお願いしたいわ

けですが、これと併せて、今、東京で非常にく

やしい思いをしながら兄弟や子供が帰ってくる

ためにがんばっている家族のためにカンパをお

願いしたいと思います。それを送り届けて、少

しでも彼らの役に立ちたいし、彼らを応援した

いと思います。もしいろんな形で手づるがある

人がいましたら、イラクの方にあるいは中東の

方に働きかけてできることはあらゆることをや

って、何とか今井さんたちを助けたいと思いま

すので、よろしくおねがいします。

さて、ドラコビッチ博士のご紹介をさせてい

ただきます。アメリカとカナダにベースを置い

て、ＵＭＲＣ、ウラニウム医療研究センターと

いう人体と環境のウラン汚染を専門に調査し明

らかにしている世界で唯一の民間組織です。去

年来日したときは、アフガニスタンがアメリカ

の攻撃によってどれだけウランに汚染された

か、第一次湾岸戦争の時に米兵自身がウランで

どれだけ汚染されたか、というデータを持って

こられました。

今回のデータでは、９～１０月にＵＭＲＣの

チームが２週間イラクに行って持って帰った住

民の尿、バグダッドや南部のバスラの住民の尿

からはっきりと劣化ウランが出ています。アメ

リカが使った兵器がこういう形でイラクの人た

ちの健康を害しているわけです。

サマワにいた米兵が、劣化ウランに被曝した

ニュースをご存じの方もおられると思います

が、ドラコビッチ博士の話では、この米兵がＵ

ＭＲＣに駆け込んできた。身体の調子が悪いん

だ、博士に診て欲しいんだ、と。ニューヨーク

・デイリーニュースという１００万部を発行し

ている新聞がスポンサーになって、この米兵た

ちの調査をやりました。そして、去年１０月に

調査に行ったＵＭＲＣの３人のスタッフです

が、２週間の調査で二人の尿から劣化ウランが

検出されました。米兵、イラクの人たち、そし

てスタッフから劣化ウランが出ているというデ

ータは、世界で唯一のものです。これを皆さん

に知って頂いて、これに対する抗議の声を広げ

て頂きたいと思います。

最期のアピールです。今、イラク人の調査を

するのに一人７万円かかります。これは、ＵＭ

ＲＣからドイツの大学に分析を依頼するのです

が、分析費用としてこれだけのお金が必要です。

アメリカ政府をはじめ他の政府はこんな調査を

していません。私たち民間の市民が支えるしか

ありません。日本ではイラクのこの調査のため

に様々な人が一口千円でカンパをしていただ

き、集まった２００万円以上を送金して支援し

ています。そして、日本からの支援がイラク調

査で必要とされる資金の７割ぐらいをサポート

しているようです。でも、去年持ち帰った１０

０サンプルの内５５サンプルしかまだ分析でき

ていません。あと４５サンプルあるんですが、

分析するお金がない。イラクでアメリカ軍がや

った犯罪を明らかにするためには、是非この分

析をやりたいと思います。後でカンパ袋を回し

ますので、皆さんに是非ご協力をお願いしたい

と思います。

それでは、博士の講演の前に人質問題で動き

回られていた嘉指信雄さんから一言だけ状況報

告をお願いします。嘉指さんはＮＯＤＵ広島プ

ロジェクトの主要なメンバーとして活動をされ

てきた方です。
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嘉指信雄氏（NODU広島プロジェクト）のアピール

皆さんこんばんわ。広島でNO DUヒロシマ・

プロジェクトの代表をしていました嘉指と申し

ます。ドラコビッチ博士にこの間も広島に来て

頂いて、非常に力のこもったお話をして頂きま

した。今日は、新しい調査結果を直接伺いたい

と思います。

今現在の状況は、皆さんと同じで、３人の人

質を含めて、これ以上無駄な死者が出ないこと

をただひたすら祈っているという状態です。自

分たちにできることをしよう、ということで、

広島にも来てくれたことのある今井君が、どん

な活動をしてきたのか、と言うことを具体的に

分かってもらえればと思います。例えば、広島

アピールを手にしゃべっている今井君の写真を

インターネットで世界各国に人に、特にアラブ

の人たち、イラクの人たちに知らせて下さいと

お願いしたりしました。そういう呼びかけには、

本当にびっくりするぐらい反応が返ってきま

す。

例えば、この間、ハンブルグで劣化ウラン兵

器の会議があったのですが、その時に、被害者

と言うことでカナダから参加されていたスーザ

ン・ライオドンさんという方がおられます。彼

女の話は、最近、東京のグループが出しました

「劣化ウラン弾って何？」という冊子にも収録

されているのですが、スーザン・ライオドンさ

んの夫が湾岸戦争に参加して、帰ってきてすぐ

本当にまともに歩けないような状況になってし

まい、亡くなっているのですね。そのことを訴

えにはるばるハンブルグまでいらっしゃったの

ですが、スーザンさんもすぐにＥメールを下さ

——いました 本当に言うまでもなく痛ましいこ

とである、日本は本当にたいへんな過ちを犯し

ている、と。原爆投下によって非常に強烈な高

度の放射能被害者を出すという経験をしている

にも関わらず、今は、低レベルの放射能に日本

人をさらしてしまっている、と。そのことを重

く受け止めるべきだし、また、今日届いたメー

ルでは、スーザン・ライオドンさんもドラコビ

ッチ博士を当然ご存知で、ドラコビッチ博士が

今、日本に行っているから、日本政府はドラコ

ビッチ博士

の話に是非

耳を傾けて

欲しい、と

書いて来て

います。そ

れで、今井

君たちのこ

とにつきま

しては、ス

ーザンさん

の表現では、

イノセント、

純粋な心を

持った人、純粋な気持ちに駆られて、何かに自

分を没頭させ、ひたむきに前進する人というの

はそんなにいない、と。でもここに、日本の若

者が劣化ウラン弾のことで行っている。彼らが

純粋な気持ちで行動していると言うことを我々

は受け止めなければならないじゃないか、とい

うメッセージを送ってきてくれました。

もう一つ、海外からの反応と言うことで、ア

——ルゼンチンから 今日の資料にも入っていま

すが、事件が起きてすぐ、その当日の夜、東京

のグループや札幌のグループと一緒になって、

声明を出しました。それを英訳しまして、世界

に流したのですが、本当にすぐアルゼンチンの

方が返事を下さって、その方はこう言っていま

す。日本は広島を忘れてしまったのだろうか？

——「広島」というのは、もちろん象徴的な意

味なんですが、そして、もちろん第二次大戦で

——は日本は加害者でもあったわけですけれど

広島、長崎で原爆投下という、非常に筆舌に尽

くしがたい悲惨な経験をしている、と。そうい

う国が、そして、例えば、イスラエルという国

が、今、パレスチナに対して常軌を逸したよう

な攻撃をしていますが、言うまでもなくユダヤ

の人たちも第二次大戦中は、強制収容という被

害者の側に立って、そこから戦後を始めている。

嘉指信雄氏
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イスラエルや日本のような国が今のような行動

をしていたら、世界中の人たちは、人間という

ものに信頼を失ってしまう、と。その意味する

ところは、過去に非常に悲惨な経験をして、も

うこんな経験はさせてはならないと思い知った

はずの人たちが、加害の側に立っているという

こと、つまり、どんなにひどい経験をしても人

間は忘れてしまって、同じひどいことを加害者

となって、他の人たちにしてしまう、と言うこ

とを意味しているんだ、と。そういう日本の行

動を見ていると、人間に対する信頼を失ってし

まう。それは言い換えれば、人間が少しでも良

い世界を作る能力がある、作っていくだろうと

言う希望を失って行ってしまうことを意味す

る。だから、日本の皆さん、今、目を覚まして

下さい。本当の意味での平和のために、働いて

下さい、という本当に問題の核心を突いたメッ

セージを寄せて下さっています。

言うまでもなく、今、３人の命がかかって、

大変な状況にあるわけですけど、そもそもなぜ

こういう状況になってしまったのか、というこ

とを日本人は自分の頭で、テロリストの脅しか

らもアメリカの追随からも自由なところで、根

本から考え直すことが必要だと思うんです。そ

の時に、劣化ウラン弾の問題というのが鍵とな

ると思います。劣化ウラン弾問題については、

いろんなことがかなり前から言われてきたわけ

です。例えば、９・１１の直前にいろんな問題

提起がされているのですが、外国のある記事の

——タイトルは 「ライ・オブ・ザ・ミレニアム」、

つまり、劣化ウランを安全だと言っているアメ

リカ、イギリスは本当に信じがたいような嘘を

ついているのであって、それは、言ってみれば、

一千年に一度しかないような大嘘なんだ、と。

そんなに大きな嘘が通されてしまうことによっ

て、世界中が途方もない悲惨の中に引きずり込

まれつつあるんだ、と。

残念ながら世界は、日本は、今そんな状況に

なってしまっていると思います。「一千年に一

つの大嘘」というのは大げさでも何でもありま

せん。劣化ウラン弾の問題というのは、本当に

深刻な問題だと思います。東京でもドラコビッ

チ博士は話されたわけですが、残念ながら主要

な日本のメディアでは、あまり取り上げていな

いという状況があります。大きな嘘の中に我々

は生かされているということが、露わになって

来ていると思います。今日、ドラコビッチ博士

のお話を伺って、できるだけ広く、日本の人た

ち、世界の人たちに知らせると言うことが、現

在進行している状況についても大きな意味を決

定的な意味を持っているんじゃないかと思いま

す。」
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4･14 UMRCアサフ・ドラコビッチ博士講演会 in OSAKA

初めて明かされる！ サマワ帰還米兵，イラク住民の劣化ウラン被曝
イラクウラン被害調査緊急報告集会・講演録

演題

「イラクとアフガニスタンにおけるウラン汚染」

――放射能戦争が健康に与える影響――

Ⅰ

私はこの日本という美しい国に来るのは今

回が２回目となります。こちらにお招きいた

だきまして本当に光栄に存じております。た

だ、今ある状況がもっとよい状況であったら

と、願わずにはいられません。

今日は皆さんと大変悲しいニュースをシェ

アしていかなければいけません。最近の私た

ちの調査、サマワの調査結果が出ています。

ご存じのように自衛隊の送られている場所で

の調査結果です。いいニュースは何もありま

せん。しかし、今回のこのプレゼンテーショ

ンの後に、世界に発信できるような、皆さん

と共有の宣言をここの会場から出していけるので

はないかと思っています。

私の今日のお話は、純粋に科学と医学に関する

お話です。政治的なものではありません。政治的

な話となると、みんなが議論をしだしまして、そ

して私の話に反論を突きつけたりするわけです。

けれど、科学の話をすれば、これは数字で表れて

いるわけですから、誰も否定はできないわけです。

そして私が今日お話しする事実は、アメリカ人、

イギリス人、日本人、ポーランド人、すべての国

籍の人々にあてはまります。人間というのは一緒

でありますから、そういった国籍による違いはな

いわけです。私たちは皆同じ地球上に生きている

わけで、地球の環境の中に生きているわけですか

ら、運命をともにしています。そして私の今日の

話は、われわれが今住んでいる環境における、危

険性に関してのものです。

もしお許しいただけましたら、座って話させて

いただきます。というのは、私のコンピュータが

今、この机の上にありまして、もし私がここのス

クリーンの前で立っていたら、皆さんの注目がこ

のスクリーンのデータでなく、私の顔に集まって



- 13 -

しまうからです。それではいけないので、失礼で

すが座って話させてもらいます。

私はここ１３年の間、人類に対する信じられな

いような危険に関しての研究をしてまいりました。

１９４５年８月にあの悲劇が起こってから、世界

は２度とこの様な悲劇を繰り返すまいと、そうい

う決意をしたわけです。そして１９４８年にジュ

ネーブ条約が制定されまして、すべての戦場にお

ける、核兵器と放射性兵器の使用を禁止したわけ

です。しかしこのジュネーブ条約の宣言は、１９

９１年に破られてしまいました。そしてこのとき

私は世界で一番初めに、戦場で放射性兵器が使わ

れたということを発信した１人だったのです。

Ⅱ

まず私の話の一番初めは、イラクとアフガニス

タンにおけるウランの汚染に関してのものです。

皆さんご覧の通り、私たちの組織は、UMRC(ウラ

ニアム・メディカル・リサーチ・センター、ウラ

ニウム医療研究センター)という名前ですが、この

組織は世界で唯一、アメリカ政府、イギリス政府

など劣化ウラン兵器を使用している政府に対抗し

て事実を発信しているところなのです。しかし、

私の仕事というのは何もどこかの国に反対すると

か、そういうものではなくて、人類の命を粗末に

するいかなる人々、こういった人たちに反対して

闘うということです。もし人一人の命でも救うこ

とができれば、すべての人類を救うことと同じこ

とだと、そういう風に私はとらえています。だれ

も理由なしに人一人の命を破壊するような権利は

ないわけです。

こちらにありますＵＭＲＣのロゴマークですが、

上の方にラテン語が書かれてあります。このラテ

ン語の意味は、「水１滴が岩をもうがつ」という意

味です。そして、政治的にもまた、経済的にも自

由な世界、そして苦悩のない世界の実現のために

私は無知という大きな岩を何とか私の水の１滴で

砕いていきたいと考えています。

Ⅲ

それでは環境中に発散されたウランの汚染に関 してお話ししたいと思います。
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９１年の湾岸戦争では、環境中に３５０トンの

ウランが発射されました。これはアメリカ政府の

見積もりですが、たぶん実際の数値よりは低く見

積もられているのではないかと私は考えています。

チェルノブイリは核エネルギーの歴史において

最悪の事故でした。そしてこちらにベクレルとい

う単位で巨大な数値が出ています。このベクレル

という単位は、１秒間に１回の核分裂が起こる量

を言います。１０の１８乗となっています。これ

はいかに大量の放射性同位体が環境中に放出され

たか、ということを意味しているわけです。そし

て、まことに信じられないことですが、イギリス

政府もアメリカ政府もこの人類が住んでいる地球

上で、この様な大量の核種が拡散されたにもかか

わらず、積極的に、そして確信犯として、いまだ

に人類の環境中への多大な影響を何とか否定しよ

うと頑張っているわけです。

そして、９１年（湾岸戦争）にイラクで放出さ

れたウランの量というのは３５０トンです。キロ

グラムに直してもすごい数字になるのですが、今

私がお話しするのは原子の世界の話です。原子と

いうのはたとえば１マイクログラムのウランの中

に何十億も含まれています。この何十億も含まれ

ている原子が大気の中に入っていき、埃と一緒に

混じっていき、それが人体に入っていくわけです。

私はバルカン半島のアドリア海に面したところ

で生まれました。バルカン紛争では１１トンのウ

ランが放出されました。イタリア兵がそこに従軍

して帰ってきたときに病気にかか

りました。白血病の発症率が大変

高い数値で出てきたわけです。２

０００年に、私はイタリア政府に

招待されてローマに行きました。

私はイタリアのテレビで、バルカ

ン半島で起きた戦争によって、こ

のように兵士が病気にかかってい

るということに関して証言をした

わけです。そしてテレビでその番

組が放送されるや否や、イタリア

政府は何かしなければいけないと

いうことを意志決定したのです

が、その３ヶ月後に政権が交代し

てしまいました。

イタリアのコルティーナという場所に研究所が

あって、そこが我々の研究に財政援助しようと言

ってくれました。ところが財政援助の決定がなさ

れた直後にコルティーナの研究所は閉鎖されてし

まいました。そして、私の研究プログラムに参加

しようと決めた医師たちは、すべて職を失ってし

まいました。私のこの調査結果をまたさらに研究

しようとした研究所も、閉鎖されてしまいました。

私たちの研究所はカナダのニューファンドランド

州のメモリアル大学というところにありましたが、

ここではアメリカ、イギリス兵を対象に初の劣化

ウラン分析を行ったのです。しかしそこも閉鎖さ

れてしまいました。ニューファンドランド州で医

療に１８年間従事しておりましたパトリシア・ホ

ラン医師も解雇となりました。

そして、９７年に私も職を失いました。という

のも、私がこのウランによる汚染に関しての仕事

を止めることを拒否したからです。アメリカ政府

が私を解雇した理由というのは、とにかく私にウ

ランの研究をやめさせたいということでした。毎

回私が研究をして、それを科学雑誌に発表すると、

すぐ直後に政府の側からその研究報告を否定する

ような発表をぶつけてきていました。しかし、私

は様々な国際会議で、そして科学的な雑誌で、研

究報告をしています。こういったものは、政治的

な力で止めさせるというわけにはいかないもので

す。そして我々のやってきた仕事は、科学の世界

では、正しく評価されて受け入れられているので
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す。

アフガニスタンに関していえば、かなり控え目

に見ても１０００トンのウランが使われたと考え

られています。つまり、１００万キログラムのウ

ランがアフガニスタンの人々の上に落ちたわけで

す。たったオサマ・ビン・ラディン一人を排除す

るのに、１００万キログラムものウランが必要だ

ったとどうして言えるでしょうか。

今度の第二次イラク戦争では、１７００トンの

劣化ウランが使われたと考えられています。ほと

んど市民が標的となってしまいました。女性、子

ども、お年寄りを含んだ市民です。すべての人た

ちが無差別に攻撃されたといえます。ウラン兵器

というのは無差別兵器であり、１９４８年にジュ

ネーブ条約で既に禁止されている兵器です。これ

からまた、さらに悲しい話が続いていくのですが、

これを聞いたら我々が今どういった世界に住んで

いるかということを、皆さんがもう１度考えるき

っかけになるのではないかと思っています。

こちらのスライドでは、ＵＭＲＣが行ってきた

研究が具体的に年代順に書いてあります。こうい

った研究報告は、「Health Physics」、「Journal of

Nuclear Medicine」「European Journal of Nucle

ar Medicine」「Military Medicine」「Radioactive

Biology」などの大変著名な科学ジャ

ーナルに載りました。私たちの研究所

は、世界で唯一、完全に独立的に核兵

器を研究している機関です。ウラン兵

器に関する研究を全くどこの政府の援

助も得ずにやってきております。私た

ちのような小さな研究所が、なぜ様々

な国にある大きな大学ですとか、研究

所が見つけられないようなことを発見

してしまうのか、この意味合いを皆さ

ん考えてください。

これに関する答えは大変単純なもの

です。彼らは真実を世界に知らせたく

ないのです。ものすごい巨額の、何億ドルものお

金がウラン兵器の影響に関しての全く無意味な研

究に使われています。カナダのある研究所では、

百万ドルを使って、２００人の患者の調査をしま

した。２００人の髪の毛にどのくらいウランが含

まれているかという調査です。医学生であれば誰

でもわかっていることですが、ウランは髪の毛に

は集まりません。ですから私はカナダ政府の人に

言いました。「あなたたちは、もしかしてウランと

ヒ素を間違っているんじゃないですか？ヒ素は髪

の毛に行きますからね」と。

Ⅳ

アフガニスタンにはＵＭＲＣから現地調査チー

ムを４回派遣しました。強調したいのは、この仕

事に誰もお金を支払われていないことです。ボラ

ンティアでやっています。最低必要な現地での仕

事をボランティアでやっておりまして、それで専

門的なことをやっているんです。そしてこの場を

借りて、日本の皆さんに、特に署名事務局の皆さ

んに感謝の意を述べたいと思います。皆さんのお

かげで、ここ３年間私たちのこの活動は資金面で

も何とかやってこれました。寄付金というのは、

アメリカやカナダや他の世界のいろいろな国から

も来ております。封筒に時には全く名前も書かず

に送ってきてくれる方もいます。１０ドルとか２

０ドルとかそういった金額です。お金のない人た

ちが、寄付をいろんなところからしてくれていま

すが、政府は全く何もしてくれません。
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イラクには我々のチームを３回派遣しました。

サンプルを取りに派遣したわけです。ウランの汚

染度を空爆された場所で調査したのです。人の尿

のサンプルをイラクの１０都市から集めました。

去年１年間（２００３年）だけでも１００以上の

生体的な（尿）、また地質的なサンプルを集めまし

た。

ところでウランには様々な同位体があるという

ことをお話しなければなりません。天然ウランで

はウラン２３８が９９．３％含まれています。そ

してウラン２３５は、０．７％です。ウランの特

質の最も大事なものの１つとして、ウラン２３８

と２３５の組成比率があります。この組成比率は

絶対に変化しないものなのです。それは宇宙にお

ける物理学的な定数なのです。天然ウランは必ず

この決まった比率を示すわけです。

では、劣化ウランとは何でしょうか。まず劣化

ウランを作るには天然ウランからウラン２３５を

抽出します。ウラン２３５は核兵器に使われたり、

原子力発電所に使われたりします。そして劣化ウ

ランの劣化とは正しい言葉ではありません。とい

うのは、生物学的影響は劣化ウランになったから

といって、劣化するわけではないからです。

私たちの所に来た患者の１人で、劣化ウラン弾

が体の中に入ってしまって、傷口から劣化ウラン

を取り出さなければいけない人がいました。この

破片の純粋な劣化ウランの同位体比率は４９２と

いう数値でした。ウラン２３５に対するウラン２

３８の比率が４９２となるのが純粋な劣化ウラン

です。

第一次湾岸戦争後に兵士たちの尿中の濃度を調

べたところ、アメリカ、イギリス、カナダの兵士

たちの尿からは劣化ウランの組成が検出されたの

です。私はこのことをパリで行われた２０００年

の核医学国際会議で発表しました。そこで私がプ

レゼンテーションをしようとする直前に、私はプ

レゼンするのを拒否されてしまいました。この国

際会議の委員長をやっておりましたアシュケナー

ジ医師という人が直接、私がプレゼンテーション

しようとする前に、私のいた部屋に来て止めたわ

けです。しかし、その部屋には、ただの参加者だ

けではなくて、ジャーナリストやテレビのクルー

の人数の方が多かったくらいいたわけです。そう

いったわけでプレゼンテーションは結局やられる

ことになりました。そして、私のプレゼンテーシ

ョンは、ヨーロッパの各メディアに特に大きく取

り上げられました。

この事がイギリス、アメリカ、カナダでパニッ

クを起こすことになってしまいました。こういっ

た政府は、私の研究報告の信用を落とすことを画

策したわけです。しかしながら、彼らはまもなく

あきらめざるを得ませんでした。私は、１回だけ

でなく繰り返しやりまして、同じ結果が出たから

です。そして、国際会議の前にクリントン大統領

に手紙を書きました。この手紙の中で、「大統領閣

下、今イラクから戻ってきている復員した兵士の

中で陰謀めいたことが行われていますよ」と書き

ました。アメリカ政府内でも特別委員会が招集さ

れて、私は議会の中でも２回証言しました。そし

て議員たちはこの陰謀に関して何かをしましょう

と約束したわけですが、それ以後何も起こってい

ません。陰謀は今でも続いています。そして、そ

の陰謀は私が話しているこの国にも広がっている

ようです。
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次のスクリーンを見ますと、この組成比率が、

天然ウラン（ＮＵ）ではウラン２３５を分母とし

ますとだいたい１３７．９くらいですが、劣化ウ

ラン（ＤＵ）になりますと４９２になります。３

番目のこの言葉を使うのは私が世界で初めての科

学者だと思いますけれど、非劣化ウラン（ＮＤＵ）

と呼ぶことにします。この非劣化ウランを見ます

と、その組成は天然ウランと同じです。しかし興

味深いものが含まれています。それはウラン２３

６です。ウラン２３６は自然界には存在しません。

これが何を意味するのかと言いますと、彼らは、

ウランの比率を、いかようにも変化させることが

できるということなのです。この非劣化ウランは

天然ウランではないということはわかるわけです。

原子炉で出来るウラン２３６が含まれているから

です。ですから非劣化ウランと呼んでいます。と

いうのも人工的に作られたからです。次にお見せ

するとおり、すでにこのタイプのウランがアフガ

ニスタンで使われました。

Ⅴ

アフガニスタンにおけるウラン汚染の結果です

が、放射能兵器を使った２つの違った種類の戦争

が行われたことについて示します。１つは劣化ウ

ランを使ったもの。もう１つは天然ウランではな

い非劣化ウランを使ったもの。この２通りがあり

ます。この調査結果をお見せすると、皆さんショ

ックを受けるのではないでしょうか。

我々が初めて現地調査を行ったのはジャララバ

ードでした。ジャララバードはパキスタンとカブ

ールの中間にあります。ここではタリバンやアル

カイダを排除するために、大型爆弾が使われたの

でした。しかしながら、この爆弾も効果的ではあ

りませんでした。それは、今でもちゃんとタリバ

ンもアルカイダも生き残っているからです。こち

らにアフガニスタンの地図がありまして、ジャラ

ラバードがパキスタンとカブールの間にあること
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がわかります。合計７都市を調査し、非劣化ウラ

ンが使われた証拠を得ました。今年９月北京で国

際会議が行われますが、アフガニスタンでの全体

的な調査結果を報告することになっています。

この写真の右側の男性がスタッフの一人、テッ

ド・ウェイマンです。後からお話ししますが、彼

はウラン汚染の被害者となってしまいました。こ

こはジャララバードの郊外で爆弾が落とされて、

クレーターとなってしまった所です。テッドがク

レーターの真ん中や周辺で土壌サンプルを集めて

いる写真です。

私はその調査結果を発表しました。その後、政

府はここから出てきたウランはもとからアフガニ

スタンの土壌のなかにあったウランだというんで

す。それが本当だとすれば、この事実はどうやっ

て説明するのでしょうか。テッドが集めたサンプ

ルでは、クレーターの中心部では一番高くて周辺

部より１０倍高いウランが検出されました。そし

て、ここから１キロ離れると、まったく低い値を

示していました。

そこで、ＷＨＯ、ＩＡＥＡにどうか一緒に現地

調査に来てくださいとお願いしました。ところが、

彼らは拒否しました。一番目の理由が危険だから。

二番目の理由として、安全な調査ができるように

良い地点での調査をコーディネートしてくれなけ

ればできないと言いました。私は、ウェイマンは

カナダ人でアフガニスタン人ではないけれど、ア

フガニスタンの人は丁重に扱ってくれて危険はな

いと言いました。私たちのスタッフはホテルとか、

いいところには泊まらないのです。彼らはアフガ

ニスタンの人と一緒に床に寝ます。地元のものを

食べて地元の水を飲んでいます。しかしＷＨＯの

人たちは５つ星のホテルに泊まっておいしいもの

を食べたいので、そういったいい地点が見つから

ないのでしょうね。彼らは、政府から資金が出ま

すが、私たちには政府からお金は来ません。

こちらはカレーズ、井戸で水のサンプルを取っ

ているところです。アフガニスタンの村人たちが

使っている井戸の風景ですけど、茶色の服を着て、

しゃべっているのがテッドです。まるでアフガニ

スタン人のようになっています。

アフガニスタンの７都市で、高濃度のウランが、

水からも、土からも、人の体からも検出されてし

まいました。そして、サンプルをイギリスのノッ
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キンガムのキーワースという所にある研究所に送

りました。ここはマス・スペクトロメトリーとい

う質量分析器、世界で最も性能の高い機械がある

ところです。アメリカ政府にはこの種の機械が１

００カ所以上の研究所にあります。しかしながら、

我々のサンプルを受け取ってくれたところは１カ

所もありません。アメリカ政府のどの研究所も、

ウランの組成のわかる研究を１つとしてやりませ

ん。そして、アメリカのどの研究所も、どの大学

もこの研究をやろうとしないわけです。というの

は、カナダで民間グル

ープのホラン博士がク

ビにされ、その研究所

が閉鎖されたことを知

っているからです。で

すからクリントン大統

領に書いた書簡、これ

は嘘でしょうか、本当

でしょうか？ 真実を

隠そうとする陰謀があ

るわけです。そして、

イギリスの研究所で結

果が出たら、また新た

に研究所を替えなけれ

ばならなくなりました。

今度私たちはイギリス

の研究所で研究を続け

ることができなくなって、ドイツの研究所に頼ま

なければならなくなりました。

私たちがアフガニスタンの市民の尿を検査した

時、アフガンの人たちは喜んだのです。ウランの

組成が天然ウランの組成と同じだったからです。

「ああよかった。アフガンの人たちはウランで汚

染されていなかった」と安心したのです。しかし

１つ大きな心配事が出てきました。というのは、

このサンプルの中にウラン２３６が含まれていた

からです。このことは、天然ウランではなくて、

原子炉で１度利用され回

収されたもの、回収ウラ

ンが入っているというこ

とを示します。おそらく

天然ウランの組成比に見

せかけようとしたもので

しょう。

今私たち大阪にいま

す。大阪の人、誰の尿を

取っても、ウランの含有

量というのは１リットル

あたり５から１０ナノグ

ラムのはずです。この数

字は、一般的な普通の環

境にいる人のウラン全濃

度の数字です。国際的な
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標準を言えば、だいたい１リットルあたり１０ナ

ノグラムです。しかし、ここの数字を見てくださ

い。１リットルあたりのナノグラムの数字です。

アフガンの一般市民の人たちで、我々が調査をし

た時に既に大変体調を悪くしていた人たちは、１

０ナノグラムではありませんでした。４５３とい

う数字もありました。

これは、どこから来たのでしょうか、水からで

しょうか、土からでしょうか。いえ、違います。

というのは、ウランというのは消化器系からは、

あまり吸収されないのです。これは大気中の放射

能を帯びた埃を人が吸って、濃度が上がったと考

えられます。その埃はバンカーバスターが作り出

した埃です。そして、我々が驚いたことは、そし

て非常に残念なことは、ウラン２３６が大変な量

で検出されたことです。ウラン２３６は人工的な

放射性核種で、天然には存在しません。

どうして、イラクからの帰還兵のウラン濃度は

低かったのに、アフガンの市民のウラン濃度は極

めて高いのでしょうか。イラクにおける戦争では、

９１年の第一次湾岸戦争もこの間の第二次湾岸戦

争も、ウラン弾の小型のものがたくさん使われた

訳です。というのも、戦車戦がたくさんあり、対

戦車用としてロケット弾の先端に比較的少ない量

の劣化ウランが主に使われました。それに比べて、

アフガニスタンでは、装甲車、戦車というのはあ

まりありませんでしたから劣化ウランはあまり使

われず、１つの爆弾に１

０００キログラム単位で

ウランが入っているよう

な重い爆弾を、バンカー

バスターとして洞穴を狙

うために使った訳です。

これが違った種類のウラ

ンを使った理由なのです。

イラク戦争とアフガンで

の戦争は、別種の戦争で

す。

ここでは私たちは８人

の市民、具合の悪くなっ

ている人たちを選んで研

究を行いました。世界中

の科学文献で、このよう

な高いウラン濃度というのは、かつて見たことが

ありません。しかしながら、この結果報告の後で

もアメリカ政府は、我々の研究結果は間違った結

果を引き出していると攻撃してきました。彼らが

言うには、アフガニスタンの土や水はウラン濃度

が高く、この数字は全部自然のアフガンの土や水

から来たものだと言うのです。しかし、私たちは

アフガンとアジアのウラン濃度の地質調査を広く

おこなったことがあります。それによると、そう

いった事実はまったくなく、唯一高いウラン濃度

が検出されたのは、タジキスタンのある湖の近く

で、その湖の近くにはウラン鉱山があるので高い

数値を示しましたが、そこでもここまでは高くは

ありませんでした。それに、もしアフガニスタン

の土に多くウランが含まれているというのならば、

なぜ爆心地の濃度が高く、そしてそこから２キロ

離れれば普通のレベルで出てくるのか、というこ

とです。ですから、これは真実に対する戦争であ

るということです。
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Ⅵ

我々は現地調査の第２弾目としてカブールに行

きました。そこで我々は両親を亡くした子供、孤

児に出会いました。爆弾で亡くした訳です。これ

は東アフガニスタンにありますビビ・マフロウと

いう所なんですが、このビビ・マフロウで、子供

たちが井戸水を汲み上げて水のサンプルを取って

くれています。傍らに立っているのはテッドです。

そして、こういった爆弾は洞穴にだけ使われた

のではなく、建物にも使われました。これは空爆

されたモスクです。軍事基地が近くにありました。

ウランを含む誘導ミサイルによって爆撃され、激

しく汚染されました。

ジャララバードはカブールから数百キロ東へ離

れている所ですけれど、カブールの調査でもまた、

我々は再び同じ調査結果を得た訳です。つまり組

成が全く天然ウランと同じで、プラス、ウラン２

３６が高レベルで検出された訳です。もし政府の

言っていることが正しければ、なぜこのような、

人によってウランの濃度が色々な数値であるんで

しょうか。

[次ページ上の表]一番上の人を見てください。

この人は空爆された所から３キロ離れた所に住ん

でいました。１リットルあたり１０ナノグラムに

も満たない数値となっています。ところが、この
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男の子の数値を見てください。２０００ナノグラ

ムを超えていますね。この子はどこにいたかとい

うと、さっきの１０ナノグラムの人の家から５キ

ロも離れていない所に住んでいたのです。そして

彼は、彼の村で空爆が起きた時、村から１０キロ

離れた山で羊を追い立てる仕事をしていました。

ところが空爆が始まって、そして彼の村が攻撃さ

れていると、彼が急いで山を下りてきて家に帰っ

てみたら、家族がや

られていた。たった

一つの爆弾によって

彼の家族の１８人が

死亡したそうです。

彼は泣きながら爆心

地のクレーターの中

に入っていって、瓦

礫の中から兄弟たち

の遺体を泣きながら

引っ張り出したそう

です。このアフマッ

ド君ですが、過去の

どんなイラク報告、

研究、雑誌の中でも、

このような数値とい

うのは見たことのな

いものです。

そしてこの発表を

した後も、アメリカ

政府は、私たちに対

して、あなたたちは

また間違ったことを

言っていると攻撃を

してきました。例え

ばアメリカのノース

カロライナ州では、

全く普通の人から高

いウランのレベルが

検出されているとい

うような話を持ち出

してきた訳です。し

かし彼らの言ったこ

ともまた間違いがあ

ります。というのは、

２５年前にノースカロライナのグリーンズボロー

という町の郊外で飛行機事故がありました。この

飛行機は実は２つのウラン兵器を搭載しており、

それごと落ちた訳です。ですから北米でも実は核

兵器というのは使われてしまったことがある訳で

す。この場合は戦闘機に積まれた核兵器が墜落し

て落ちて、まあ核爆発はなかったんですけれど、

ウランが拡散して核汚染があったということです。
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[左下の表]これは、アフガニスタンにおける疫

学的な調査による対照群の人たちの総ウラン濃度

で、先程の人たちほどは高くないです。

次のスライド、これはおもしろいのですが、こ

の図を見ますと、左側がアメリカの国立環境保健

研究所が発表しているアメリカ人の平均的なウラ

ン濃度のレベルで７ナノグラムぐらいですね。２

番目が湾岸戦争で復員

してきた兵士の値です

が、これが１．３ナノ

グラムになっています。

そして、イギリスが１

１ナノグラム、アフガ

ニスタンが３２ナノグ

ラムになっていまして、

最後の２つの飛び抜け

て高いバーが、私たち

がジャララバードとカ

ブールで検出してきた

結果です。これは私が

今さら言葉で説明する

こともないことですけ

れど、外部からの何ら

かの原因によってこれだけ高いレベルで汚染され

たと言えます。最もありそうなのが山岳の洞穴や

バンカーに対して用いられたウラン兵器なのです。

Ⅶ

皆さんお疲れになってなければといいと思いま

すが、これからが皆さん日本の方たちとも直接関

わることですので。というのは、自衛隊を送って

いるサマワの研究報告も入ってくますからね。ど

ういう影響があったかということも出てきます。

そしてこの第二次湾岸戦争の調査をするのには、

様々な障害、嫌がらせがありました。そういった

障害を乗り越えて、やっとの思いでやって来た研

究の結果です。

我々はイラクの１０の都市で調査を行いました。

バクダッド、カルバラ、クーファ、ナシリヤ、サ

マワ、バスラ、ウンムカスルなどで、生体のサン

プル（尿など）と環境のサンプルを取ってきまし
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た。

こちらはミサイルから発射された劣化ウラン、

貫通弾です[次頁上段左]。これが攻撃目標に当た

りますと大変な高熱、５０００度もの高熱を発し

ます。そしてこれが起きますと、１ミリグラム当

たり、先程申し上げたとおり何十億もの放射性の

元素が拡散されていく訳です。

こちらは私たちのチームメンバーのサラ医師で

す。彼が今見ているのは、イギリス軍が劣化ウラ

ン弾を貫通させた戦車です[上段右]。

こちらは、バクダッド国際空港の郊外にある、

やはり破壊された戦車です。汚染は大変高いもの

でした[中段左]。

こちらは、バスラとバクダッドの間の砂漠の中

にあったバス停留所ですが、破壊された戦車の上

に標識が立っています。並んでいる人たちは、戦

車の表面に高いレベルの汚染があるのを知らずに、

バスを待っている訳です[中段右]。

こちらは、戦車を劣化ウラン弾が貫通して出て

いった跡です[下段左]。劣化ウラン弾というのは

金属をたやすく貫通しまして、それはまるで、ナ

イフでお餅を突き刺すような感じです。ですから、
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対戦車戦の兵器としては、大変良い兵器です。そ

してもちろん、普通の人たちの健康にとっても、

大変影響が大きな兵器である訳です。

こちらの水タンクも汚染されています[下段右]。

製氷工場に劣化ウランが飛び込んだのです。

こちらは、戦車の前の道路にたくさん穴があい

ているのですが、攻撃ヘリコプターからこの戦車

を狙って劣化ウラン弾を発射したと見られます。

そしてこの穴の１つ１つに、高濃度のウラン汚染

が見られました。

Ⅷ

バクダッドはイラクの他の地域とはまた事情が

違いまして、バクダッドでは大型爆弾ばかりが使

われました。そして、劣化ウラン弾ばかりではな

くて他の爆薬が入った爆弾も使用されていました。

というのも、建物を破壊するのに劣化ウランとい

うのは必要ないのです。劣化ウランは、金属を貫

通させるのに、つまり対戦車などに必要となって

くるものです。

しかし、ここマンスール地区[上段右]で、劣化

ウランの使用された爆弾を私たちのチームは廃虚

となった家屋の中で発見しました。

そしてこちら、アル・ラシッド空軍基地のレー

ダーステーション[下段左]でも、劣化ウランが使

われていました。

こちらはバクダッドの中央市場[下段右]ですが、

ここでも使われていたのです。子供たちはこの残

骸のところで遊んでいた訳です。医師として言え

ば、子供たちはこの現場に近づいてさえいけない

のです。
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こちらは、バクダッド中央市場でのバンカーバ

スターによるクレーターです[上段左]。

そして、バクダッドのテレビ局[上段右]も、劣

化ウラン弾で完全に破壊されています。

Ⅸ

なぜ我々は、多くの人に劣化ウラン弾の危険性

というものを言わなければならないのでしょうか。

それは、劣化ウラン弾というのは、攻撃地点だけ

ではなくて、空気に乗って拡散していくという性

質があるからです。２年ほど前、軍事医学に関す

る国際会議がカタールのドーハで行われまして、

そこで私はプレゼンテーションを行いました。こ

の会議では、アラブ人よりもアメリカ人、イギリ

ス人の方が多かったのですが、その会議で一つ質

問が来ました。カタールにいる人から。イラクか

らカタールは４００キロ離れていますが、イラク

から汚染がこっちにも来ることがあるのかと。私

の答えは大変シンプルなもので、ウランはカター

ルやアラブ首長国連邦に行くのにビザはいらない、

と。

これはアラビア半島の砂嵐を空中撮影した写真

です。これを見るとイラクからクウェート、サウ

ジアラビアの真ん中辺まで、そして湾岸諸国の各

国にこの砂嵐が行っているのが分かります。そし

て２８年前のことですが、我々のチームの、物理

学者でもあるレオナルド・ディーツ博士が、劣化

ウランの実験所から３０マイル、４８キロくらい
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離れた所に置かれたエアフィルターから劣化ウラ

ンを検出しました。既に２８年も前に確認をして

いるのです。ということで、劣化ウランというの

は空気中を何百マイルも拡散して行き、着弾点か

ら遠く離れた人々をも汚染する性質のものである、

ということです。

私は以前サウジアラビアのキング・ファイサル

病院という所で働いていましたが、そこに北部の

州から来た患者さんが、なぜこのような症状が出

るのかと私の所に聞きに来ました。しかしながら、

患者の住んでいる所を私が調査しようとしたら、

サウジアラビアの政府がしてはいけないと言って

きました。

そしてこちらはイラクの砂嵐の図です[次頁左の

2枚]。北西から南東方向に直線状に砂嵐が流れて

いる訳ですね。こういった所からもウラン粒子の

拡散の状態が分かる訳です。

砂漠の砂嵐を経験した人なら分かると思います

が、砂嵐の大変小さな微粒子を吸い込むのを防ぐ

ことはまず不可能です。マスクをしても、この微

粒子というのは大変大変細かい粒子でして、あら

ゆる所から入ってきます。耳からも入るし、鼻か

らも入るし、目からも入るし、口からも入るとい

うことです。そしてこれらの兵士たちは、ウラン

を含んだ埃を吸うことの危険性について、全く知

らされていませんでした。そしてコーランにこう

いう古い一節があります。”Don’t you remember

what happens to the army of elephants？ もし

強い軍隊が来たならば、その軍隊をやっつけるに

は、埃を軍隊に落とせばよい、やいた埃を落とせ

ばよい、という一節があるんです。これは、コー

ランに書かれていることが去年起きたという信じ

られない一節だと思うのですが、今回起きたこと

というのは、焼いた埃の代わりに高温で燃焼した

ウランに汚染された埃が実際に何も知らされてい

なかった彼らの上に落ち吸い込まれたということ

です。

このスライドは私たちが野外調査で使う計器類

を示しています[右上の2枚]。野外調査に携行でき

る計器類には重さなどで制限があるので、あまり

正確なものが測れる訳ではありません。しかしな

がら、こういった計器を持って行って放射能を測

った時に、破壊された戦車はあまりに放射能のレ

ベルが高くて計器が測定できませんでした。放射
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能レベルが上限を越えてしまって、実際の数値が

測れないという事態がありました。

こちらが、イラク兵士が着ていた軍服です。こ

れも計器を近づけていきましたら、あまりに放射

能レベルが高くて数値が測れませんでした。

さて、ここで私の話していることは何なのでし

ょうか？ フィクションですか？ 子供の話です

か？ 童話ですか？ 全くそうではなくて、物理

です。実際の放射能レベルの数値です。

実際の数値というのは疑いの余地がな

くて、政府が何と言おうとも、最新の

計器で測って針が振りきれるのです。

政府側は突きつけられた事実に対し

て、科学的計測値に対して面と向かっ

て行かなくてはならないのです。

これは兵士が着ていた服で、外側に

あるものですね。しかし、想像してみ

てください。この中にいる人間が、ど

れくらい肺にこのアルファ線を放出す

る危険な放射性物質を吸い込んでしま

うかということを。

このスライドは、肺の中で何が起こ

るかということを示しています。プルトニウムの

１原子が肺に入っている状態です。そしてプルト

ニウムの原子が１つあるだけで、まわりの組織の

電子を引き離してしまいます。そしてこの超ウラ

ン元素がまわりの電子を引き離してしまうと、ま

わりの細胞同士が繋がって統合された状態にあっ

たのが、バラバラになってしまいます。細胞によ

っては死んでしまうものもあります。生き残った

細胞でも遺伝的影響が出てきてしまい、次の世代

の細胞にもそれが影響してきてしまいます。

こちらはドイツのフランクフルトにある最新鋭

の機器です[右上の2枚]。マス・スペクトロメトリ

ー（質量分析機）というもので、こちらは200万ド

ル以上かかります。私の友人であるアクセル・ゲ

ルディス博士が、イラクのサンプルの調査をこの

機械を使ってやってくれています。

ニューヨーク・デイリー・ニューズに私たちの

結果が載りました。そしたらすぐに、アメリカ政
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せをした訳です。こちら

のニューヨーク・デイリ

ー・ニューズは全米の中

でも発行部数が７番目に

多い新聞で、１００万部

刷られています。そして

この中に私がサマワで調

査を行った結果が出てい

ます。この写真に載って

いる兵士たちは私の患者

です。サマワから帰って

きたばかりの兵士です。

そしてゲルディス博士は

アメリカ政府に対してこ

う答えました。「私の結果

は大学側でも裏付けして

くれていいる」と。

さて、バグダッドの市

民の調査結果はとても興

味深いものです[前頁下と

この頁上]。バグダットの

中心部では劣化ウラン兵

器は使われなかったです。

重たい爆弾は使われたの

ですが、ウランの組成の

比率はノーマルなもの、

天然のものです。しかし

ウラン２３６、人工のも

のが入っています。総ウ

ラン濃度のほうもそんな

にドラマチックな数字で

はないですね。

しかし、次のを見てく

ださい[左の中と下の表]。

こちらはバスラの結果で

す。イギリス軍が占領し

ているところです。今回

の第二次湾岸戦争では、

ほとんどの戦車戦はバス

ラの近郊で行われました。

こちらはバスラの体調が

悪くなっている市民の調

査結果です。これら１，
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３，４，５番の４名からは劣化ウランが出ていま

すね。そして更にウラン２３６も高い濃度で検出

されています。

つまりこれは何を意味するのかというと、一口

に放射線兵器といってもアイソトープの組成が違

うのです。先ほどのアフガニスタン、バグダット、

バスラと、それぞれ軍事ターゲットの性質に応じ

て違うウランの組成の兵器、違うアイソトープ比

率の兵器を使用している訳なんです。何をこれは

意味するでしょうか？ 彼らこそが大量破壊兵器

を使っているということです。そして彼らは無差

別兵器を使っているということです。兵士だけで

なくて、市民をこのようにターゲットにしてしま

っている訳です。

こちらの平均値（同位体比）を見ますと１４２、

これは確実に劣化ウランの組成です。そしてイギ

リス政府は、ついに私のこの調査結果を正しいと

認めました。そしてもう１度バスラの数値ですが、

これはウランの全体量も１．１から６５まで様々

な数値があります。

ナシリアでも調べますと[この頁上の2表]、やは

り天然のウランとほぼ同じ組成となっていて、劣

化ウランは使われてない範囲内です。しかしなが

らウランの全体量がある程度上がっています。

先ほどの話にでてきたアフガニスタンでサンプ

ルを収集していたテッド・ウェイマンを覚えてお

られるでしょうか？ 彼は、イラクで７日間、南

部の方で調査をしていました。彼自身の調査結果

がＮｏ．３の調査結果です[この頁下の2表]。彼は

高い濃度で劣化ウランの汚染を受けています。そ



- 31 -

して、彼はイラクから帰って来た時、大変体調を

崩していました。そして今、彼はベッドの中で過

ごす時間のほうが、ベッドの外で過ごす時間より

長くなっています。熱が上がったり下がったりの

状態が続いていて、身体全体が弱っておりまして、

そして肺の機能にも障害が出ていて、大変状態が

悪いです。そして、この２番目はサラ博士です。

やはり劣化ウランで被爆しました。そしてウラン

の濃度は、テッド・ウェイマンが４２で、標準の

４倍になっています。

イラク南部の土壌の汚染を見てみましょう[この

頁上の2表]。３００となっておりまして、これは

確実に劣化ウランの汚染が高いということです。

つまり、その環境すべてが汚染されていると。そ

して、もしも誰かがイラクの元々の土にあるウラ

ン濃度が高いと言ったら、それは全くの間違いで

す。今見せている数値は、１０キロ四方のいろん

な地点で取ったサンプルの数値です。もし元々高

いというのであれば、すべてのデータが同じでな

ければいけないでしょうが、いろんな数値があり、

これはウラン兵器の影響が地域によって違うから

です。

Ⅹ

私の話の最後は皆さん日本人に係わる調査結果

です。サマワから病気になって帰還したばかりの

９人の兵士たちを、ワシントンＤ．Ｃ．において

軍医によって検査したのです。

自衛隊は今指したところで宿営しています。市

の中心部から１．５キロ東に離れたところです。

こちらはサマワに至る道路の途中で破壊された

イラクの兵員輸送車です[次頁左上]。劣化ウラン

の汚染濃度が大変高かったです。

こちらはオランダ兵士ですが[次頁左中]、彼ら

はサマワで任務に就くことを拒否したのです。と

いうのは、劣化ウランの汚染の濃度が大変高かっ

たからです。アメリカの兵士たちはサマワから撤

退しました。その後でオランダの兵士が来ました

が、サマワの市内にテントを張ることを拒否して
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サマワの市外にテントを張りました。その後サマ

ワの市内にやってきたのが日本の自衛隊です。私

はこれをどう説明すればよいのでしょう。日本の

自衛隊というのは、ウランに耐性を持っている超

人間的な人たちなんでしょうか？

ここにある写真の人たちは[この頁右上]、昨年

１２月にニューヨークで、私が診た患者たちで、

皆病気になっていました。病状は湾岸戦争症候群

と同じものでした。

そして、最終結果が出た直後に、先週の月、火、

水曜と３日連続でニューヨーク・デイリー・ニュ

ーズにこの記事が載りました。

そしてその直後に、ヒラリー上院議員がラムズ

フェルド国防長官に手紙を書きまして、なぜ軍は

この博士がやったこの研究と同じことをやらない

のかと、責めたわけです。

彼女は記者会見を開いて、そこには４３のマス

コミ各社がやってきました。ラムズフェルド長官

はまだ何の反応も示していません。その後ニュー

ヨーク州のパタキ知事もラムズフェルド長官に同

様の書簡を送ったので、彼も何かをやらざるを得

ない事態になると思います。

驚くべきことは、この９人の帰還兵のニューヨ

ークでの調査結果ですが[この頁下表]、彼らは実

際に戦闘に参加していたわけじゃないんです。彼

らはミリタリーポリス（憲兵）でありまして、別

に前線にいたわけでなく、戦闘が終わって舞い上

がった埃が地上に落ちてきてから、ここに入って

きたわけなんです。これを見ますと劣化ウランが

このように複数の人たちから検出されているわけ

です。

９人中４人の帰還兵が劣化ウランに被爆してい

ました。また、９人中７人は人工ウラン２３６が

尿から検出されました。

そしてウランの総濃度は低いものでした。これ

らが何を意味するかというと、サマワでは劣化ウ

ランが使われたということです。

そしてこの結果報告のまとめですが、まず初め

て明らかにしたこととして、９人中４人の尿の中

に劣化ウランとウラン２３６の両方が検出されま

した。彼らはサマワで放射性の塵を吸入したこと

で被曝したのです。そして更に３人の兵士たちは、

劣化ウランは検出されませんでしたが、ウラン２

３６に被曝して尿の中から検出されました。つま
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り、この地

域は高度に

汚染されて

いるのです。

専門家とし

ての私の意

見は、サマ

ワの地域は

人が住んで

はいけない

地域であり、

オフリミッ

トにして立

ち入り禁止

にしないと

いけない場

所だという

ことです。

私が今日

の話の最後

に言いたい

メッセージ

があります。

私たちは大

変な時代に

生きていま

す。つまり

このような

放射性兵器

が使われて

いるという

動かしがた

い事実があ

って、その

重大な影響

を知ってい

るにもかか

わらず国際社会はこれをなんとかすることができ

ない、そういう時代に我々は生きているという事

です。しかし一番初めに言いました様に、今日の

この集会の目的は「１滴の水が大きな岩をも砕く

ことができるのだ」という格言の中にあります。

私はこのような１滴の水になりたいし、今日集ま

られた全ての皆さんと一緒にこの１滴の水となっ

て大きな岩を砕いていきたいと思います。この巨

大な岩というのは危険な兵器によって人間の命を

危機にさらし、犠牲にしながらでも物質的、政治

的勝利を得ようとする国家の傲慢さという巨大な

岩で、これを私たちは１滴の水となって共に闘っ
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て砕いていきましょう。ありがとうございました。 （拍手）
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１． 自衛隊とかアメリカ軍の人たちが被害を受

けているということがわかったのですが、という

ことは、イラクの人たち全体で見たときに、今ま

だわからないでしょうけれども、可能性としては

どれくらいの人たちがそういう健康被害をうけて

いる、というふうに推定されるのか教えてくださ

い。

２． ヒラリー・クリントンの記者会見に４０名

以上集まったということですが、このアメリカで

の反響は、マスコミの中ではどうなんでしょうか。

３． イラクの市民の尿サンプルを採集してきていると伺っています。特にサマワ周辺の、アメリカ兵で

はなく、サマワ市民の尿のサンプルなどからの結論というのは出ているのでしょうか。

１． 明らかなのは連合軍の兵士がこれほどの高濃度の汚染にさらされたということは、一時的にしかい

なかった人たちがこれくらいなのですから、イラクの市民はずっと高い濃度で汚染されている、被曝して

いるということです。彼らはずっと放射能のある環境に住みつづけているのですから。ではいったい何人

のイラク人が被曝しているのか？ こういった研究をしようということは、まだ国際社会ではそういった

動きは全くないし、イラクの人たちは今見捨てられている状態です。国際社会が総括的なそういう研究を

しようと意思決定をしない限りは、真実というものは絶対に明るみに出ないでしょう。そしてアメリカや

イギリスなど連合軍の政府というのは、このような研究は絶対にさせたくないと、決まって言うわけです、

もしこういった研究がなされてしまったら、クリーンアｯプ作業のためにそれこそ何十億ドルもの経費がか

けられなければいけない。彼らが中東に行ったのは石油からお金を取るためであって、その地域のために

お金を使うことではまったくない訳です。そういった理由で、国際社会が政治的に余程イギリスやアメリ

カに圧力を掛けない限りは、国際社会が眠っている限りは、そのような調査は行われないでしょう。

２． ヒラリーさんの記者会見の後で、政府とペンタゴンは一応統合的なウランの検査を、サマワからの

アメリカの帰還兵に関しては全ての人についてやるという話は出ているのですが、私が思うに絶対にやら

ないと思います。

３． サマワのイラク住民に関してはまだやっていないです。今回のこの調査、サマワからの帰還兵の調

査も、ニューヨーク・デイリー・ニューズが資金を調達してくれたのです。検査費用が大変高価なもので

我々はまだそこまでやれていないのです。尿のサンプルは採ってきました。ただ、まだ分析ができていな

いんです。つまり資金的な問題からです。
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第2部

米兵の劣化ウラン被曝の事実を明るみに
出したスクープ記事

――ニューヨークデイリーニュースを中心に――
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イラク戦争劣化ウラン情報 No.１５ ２００４年４月５日

自衛隊員も被曝から無縁ではあり得ない。

改めて自衛隊の撤兵を要求する。

ついに公表されたサマワ帰還米兵の劣化ウラン被曝の事実！

そこに住み続けざるを得ぬイラク住民の深刻な被曝被害をも示唆する。

原因不明の疾患にかかり米軍の対応に怒ったサマワ帰還米兵がＵＭＲＣに駆け込む。
ドラコビッチ博士のチームが米紙と協力し、衝撃的な診察・分析結果を公表。

４月３日付のニューヨーク・デイリー・ニュース

紙は、イラク戦争後にサマワに展開し、体調不良で

帰国した米兵の９人中４人の尿から劣化ウランが検

出されたことを公表しました。一面トップのスクー

プ記事です。私たちは早速これら記事の翻訳をしま

した。

ニューヨーク・デイリー・ニュースの記事は４月

３日付が３本公表され、それ以降も続くようです。

今回は、まず第一弾として、４月３日に一面トップ

のスクープ記事として掲載された総論的な記事を翻

訳して紹介します。以後日をおかずに全ての記事を

紹介していく予定です。ご注目下さい。

※ http://www.nydailynews.com/front/story/180333p-156685

c.html

※ http://www.nydailynews.com/news/local/story/180337p-1

56686c.html

※ http://www.nydailynews.com/news/local/story/180340p-1

56689c.html

※ ニューヨーク・デイリー・ニュース-ホームページ

http://www.nydailynews.com

調査対象となった兵士達の所属する第４４２憲兵

中隊は、直接の戦闘には参加しておらずイラクに入

った時期も遅いにもかかわらず被曝したのです。共

通して訴えているのは昨年８月にサマワにキャンプ

を設営しているときに原因不明の疾患にかかったと

いうことです。（昨年８月にオランダ軍に治安を任せ

るまでサマワも米軍が治安を担当していました。そ

して今、日本の自衛隊がサマワに派兵されているこ

とは皆さんがご存じの通りです）

事の発端は、帰還兵達が軍当局や軍病院の不誠実

な対応に業を煮やしてＵＭＲＣ（ウラニウム医療研

究センター）に連絡を取り、ぜひ診断して欲しいと

相談してきたことです。これを受けてその責任者で

あるアサフ・ドラコビッチ博士が即座に対応したの

です。博士のチームは兵士達を直接診察し、その症

状から劣化ウラン被曝の可能性があると判断し、尿

のウラン分析の必要性を確信しました。９人の尿の

分析はニューヨーク・デイリー・ニュースが資金提

供してドイツのゲルデス教授のところで最新鋭の機

器を使って行われました。調査・分析はドラコビッ

チ博士とドイツのゲルデス教授の共同研究となりま

した。

昨年の初来日の際に博士が力説しておられたこと

は、医師として人間として、米政府・軍の理不尽な

やり方に対して、自分は自らの手で分析・調査した

科学的事実を持って闘うという確固とした信念・信

条でした。一般兵士達を、現地イラクの人々を、人

間を、このように被曝させあるいは使い捨て、平然

と“劣化ウラン戦争”、“放射能戦争”をやり続け放

射性物質をまき散らす米政府・軍の非人道的行為に

対して、科学的な調査と事実を武器に立ち向かうド

ラコビッチ博士とＵＭＲＣの新たな挑戦が始まった。

－－私たちは、今回の新聞発表をそう理解していま

す。同時に私たちも、博士とＵＭＲＣの挑戦を、資

金面からも、調査結果を全世界に宣伝する面からも、

全面的に支援しなければならない。そう考えていま

す。

この調査結果は極めて重大です。思い付く限り以

下簡単に列挙してみます。
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（１） この調査は今回のイラク戦争に参加した米

兵士の劣化ウランによる被曝を世界で初めて具体的

に明らかにするものでした。しかもこの被曝兵士に

関する調査・分析結果は、単なる新聞発表用のもの

ではありません。今年フィンランドで開かれる核医

学欧州学会の年次総会で研究論文として発表される

ものです。

（２） 昨年来、イラク駐留米軍の間で原因不明の

疾患、奇病にかかる兵士が続出していました。最近

の調査では、医学的理由で退避させられた兵士が何

と１万８千人にのぼると言われています。今回の調

査結果は、こうした原因不明疾患・奇病の、少なく

とも一部については、劣化ウランが原因である可能

性が高まったことを示唆するものです。

※私たちは今年１月自衛隊派兵を前に、「増大する米

軍兵士の犠牲と現状を直視せよ－－今日の米兵の悲

惨な姿は明日の自衛隊員の姿となる危険」という論

説をホームページに掲載しました。そこでは「３．

劣化ウランか炭疽菌ワクチンか、あるいはそれらの

合併症か。－－“原因不明の奇病”が続出。第二の

湾岸戦争症候群の再現。」の「（２）湾岸戦争症候群

の再来。劣化ウランが重要な原因の一つであること

は間違いない。」の節を設けたのですが、これが今回

の調査結果で現実のものとなったのです。

http://www.jca.apc.org/stopUSwar/Iraq/us_fatalities.ht

m

この論説に付けた翻訳資料２「数千人の米軍兵士

が原因不明の医学的理由のためイラクから退避させ

られた」では、昨年９月段階にワシントン・ポスト

が報じた「医学的理由の待避兵士」は６０００人に

過ぎなかったのですが、この３月には１８，０００

人まで膨れ上がったのです。

※「Medical evacuations in Iraq war hit 18,000 」By Mar

k Benjamin United Press International

Published 3/31/2004

http://www.upi.com/print.cfm?StoryID=20040330-05154

5-6818r

（３） この兵士達は、米政府がこれまで劣化ウラ

ン弾への被曝を渋々認めてきた「体内に劣化ウラン

の破片を持つ兵士」でも、「戦車の中で友軍の劣化ウ

ラン弾の誤射を受けた兵士」でもありません。従来

米政府がありえないとしてきた一般の兵士の劣化ウ

ラン被曝の事実が明らかになったのです。

（４） さらに重要なのは、彼ら第４４２憲兵中隊

の兵士達は戦闘で劣化ウランに被曝したのではない

ということです。彼らは憲兵隊で主要な戦闘には加

わっておらず、護送やイラク警察の訓練などの任務

についていただけです。彼らの被曝は環境中のウラ

ンのほこりを吸い込んだことによるのです。

（５） 戦闘に参加していない彼らの９人のうち４

人が被曝していたのならば、高濃度のウランのほこ

りが飛び交う戦闘に参加していた多数の米兵達の被

曝はずっと深刻であることが予想されます。

（６） この記事によると、オランダ軍が劣化ウラ

ン汚染を事前に調査していたことが分かります。サ

マワにいるオランダ軍は、駅の周辺（この場所こそ

米兵達がキャンプを設営したところ）の放射能レベ

ルが高かったので、砂漠の真ん中にキャンプを設営

したというのです。

（７） しかしこの被曝米兵が指し示した最も深刻

なことは、イラク戦争以来ずっとそこに住み続け、

これからも

住み続ける

サマワの住

民、更には

何十万、何

百万のイラ

クの一般市

民を劣化ウ

ランによる

被曝の危険

にさらして

いることを

明らかにし

たことです。

これらサマワ帰還兵士は数ヶ月サマワにいただけで

す。未来永劫、責め苦のようにウランのほこりを吸

い続けるサマワやイラクの住民が今後どのような被

害を被り、どんな病気にかかり、どんな運命をたど

るのか。これはまさしく戦争犯罪です。

（８） また今回の調査は、小泉政権のウソ・デタ

ラメを事実でもって暴きました。

これら米兵達は現地にいて呼吸していただけで劣化

ウランに被曝する可能性があるということを証明し

たのです。政府・防衛庁や自衛隊幹部は、「ガイガー

カウンターで（劣化ウランは）見つけられる」「近寄

ったり、飲食しなければ安全」と言ってきましたが、
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こうした無責任な発言がウソであることが明らかに

なったのです。人をバカにしたようなその場しのぎ

のでたらめな言い逃れを繰り返してきた日本政府の

責任は重大です。サマワに派兵された自衛隊員の安

全対策を言うなら、直ちに撤兵させるべきです。

※「イラク戦争劣化ウラン情報 No.１０ イラクで

の劣化ウラン使用を否定し続ける政府答弁－－自衛

隊の「放射能測定器」携行のごまかし」参照。

http://www.jca.apc.org/stopUSwar/DU/no_du_report10.

htm
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・・・・・・・・・・・・・・ニューヨーク・デイリーニュース・スクープ・・・・・・・・・・・・・・

劣化ウランに毒された？ ショッキング・レポートは暴く

おそらく州兵たちはアメリカのハイテク兵器の犠牲者であろう

Poisoned? Shocking report reveals local troops may be victims of america's high-tech weapons
特別報告 ホアン・ゴンサレス（デイリー・ニュース記者）

２００４年４月３日 Newyork Daily News
http://www.nydailynews.com/front/story/180333p-156685c.html

イラクで軍務についているニューヨーク州兵陸軍

歩兵中隊所属の４人の兵士が、米軍が発射した劣化

ウラン弾によるダストに起因すると思われる放射能

に汚染されているということが、「デイリー・ニュー

ス」の調査で分かった。

彼らは、同じ第４４２憲兵中隊のメンバーである。

彼らは、昨年夏にイラクの町サマワで始まった持続

的な慢性の体調不良と闘い続けている、と述べてい

る。

「私は６月にはもう具合が悪くなっていた。」とブ

ルックリンの住宅警官レイ・ラモス二等軍曹は述べ

た。「私の健康はずっと悪くなり続けている。毎日頭

痛がして、手にいつもしびれがあって、腹に発疹が

出ている。」

この歩兵中隊の９人の兵士を診察し検査した核医

学専門家は、４人が、劣化ウランで作られたアメリ

カ製砲弾の爆発から生じた放射性ダストを吸入した

のは「ほとんど確実だ」と述べている。

「デイリー・ニュース」の求めで行なわれた検査

は、４人の兵士から採取した尿サンプルにおいて、

二種類の人工的組成のウラニウムが微量含まれてい

ることを明らかにした。

もしそうであれば、この４人－－ヘクター・ベガ

軍曹、レイ・ラモス軍曹、アグスティン・マトス軍

曹、アンソニー・ヨナン伍長－－は、現在のイラク

戦争で吸入された劣化ウラン被曝の確認された最初

の症例である。

第４４２憲兵隊は、大部分がニューヨークの警察

官、消防隊員、刑務官で構成されていて、ロックラ

ンド郡オレンジバーグに本拠を置いている。この部

隊のメンバーは、昨年のイースター（復活祭）にイ

ラクに配備され、物資輸送の護衛を行ない、拘置所

を管理し、イラク

警察を訓練してき

た。この歩兵中隊

全体は、今月末帰

還する予定であ

る。

「これらは驚く

べき結果だ。とり

わけ、これらの兵士は憲兵

であって戦闘の真っ最中に

被曝したのではないから

だ。」と、アサフ・ドラコ

ビッチ博士は述べた。博士

は米軍兵士を診察し「デイ

リー・ニュース」が費用負

担した検査を行なったので

ある。

「戦闘に加わっていた

他の米軍兵士たちは、も

っと多くの劣化ウラン被曝をしているに違いない。」

とドラコビッチ博士は述べた。博士は、１９９１年

湾岸戦争の時には現役であった陸軍予備役大佐であ

る。

デラウエア州の陸軍病院で勤務していた時、博士

は湾岸戦争帰還兵に異常な放射線レベルを発見した

最初の医師たちの中の一人であった。それ以来、博

士は戦闘における劣化ウランの使用の主要な批判者

となった。

劣化ウランはウラニウム濃縮過程の廃棄物である

が、１５年以上にわたって、砲弾にそしてまた戦車

の装甲として、アメリカ軍およびイギリス軍によっ

て使用されてきた。劣化ウランは鉛の２倍の重さで

ヘクター・ベガ軍曹

アグスティン・マトス軍曹
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ある。

その密度のために、「それ（劣化ウラン）は、戦車

を守る装甲としての、また装甲を貫通するための、

優れた重金属である。」と、ペンタゴンのスポークス

マン、マイケル・キルパトリックは述べた。

陸軍と空軍は昨年イラクで、少なくとも１２７ト

ンの劣化ウラン砲弾を発射した、とキルパトリック

は述べた。海兵隊がどれぐらい発射したかについて

の数値は、明らかにされていない。

キルパトリックによれば、イラク戦争から帰還し

た約１０００人の米兵がペンタゴンによって劣化ウ

ランの検査を受け、３人だけが陽性となったが、す

べてはＤＵ砲弾の破片（を体に受けた）の結果であ

る、ということである。

しかし、ニューヨーク州兵の９人中４人がＤＵ陽

性であるという検査結果は、連合軍兵士とイラク市

民の間に、より広範な放射性被曝がある可能性を示

している。

近年のいくつかの軍の研究は、ＤＵを含む砲弾が

爆発する際に放出される低レベル放射線は重大な危

険をもたらすものではないと結論づけてきた。しか

し、独立系の科学者たちの中に、またわずかだが軍

自身の報告にも、そうではないことを示しているも

のがある。

結果として、劣化ウラン兵器は、世界中でますま

す大きな論争を引き起こしている。２００３年１月

に欧州議会は、ＤＵ兵器が使われたコソボに従軍し

たイタリア兵士の間に異常な数の白血病死が報告さ

れて後、その使用のモラトリアムを求めた。

■私はますます弱っていく。私にいったい何が

起こっているのか？

陸軍によれば、劣化ウラン弾の破片によって負傷

した兵士または爆発の時に戦車の中にいた兵士のみ

が、測定できるほどの放射線被曝に直面するという。

しかし、はるか以前の１９７９年に、ニューヨー

ク州北部のノウルズ原子力研究所の物理学者レイノ

ルド・ディーツは、ＤＵに汚染されたダストが長距

離を移動しうるということを発見していた。

ディーツはウラニウム同位体を分離する技術を開

発した先駆者であったが、偶然次のことを発見した。

彼が実験に使っていたエア・フィルターが、２６マ

イル離れたところでＤＵを生み出していた国立鉛工

業プラントからの放射性ダストを収集した、という

ことである。彼の発見でこのプラントは閉鎖に追い

込まれた。

「この汚染はとても重大であったので、このプラ

ント周辺の５２カ所の地所から表土を取り除かねば

ならなかった。」と、ディーツは述べている。

天然ウラニウムは水や食物の中に見出されるので、

あらゆる人間は、その体内にほんのわずかではある

が天然ウラニウムをもっているとディーツは言う。

しかし、天然ウラニウムはすぐに害なく体外に排出

される。

ウラニウム酸化物ダストは、いったん吸入されて

肺にとどまると、非常に溶けにくく、何年にもわた

って体内に放射線を放出しうる。

「民間人であろうが兵士であろうが、これらの微

粒子を吸引するものは誰でも永久に被曝し、それは

長期にわたってあまり減少しない。」と、核物理学者

として３３年間活躍した後に１９８３年に引退した

ディーツは言う。「結局は．．．セラミック状ウラニウ

ム酸化物に被曝した帰還兵たちは大きな問題を抱え

ている。」

ＤＵの批判者たちは、その危険性についての軍の

観点が、時を経るにつれて変わってきていることに

注目してきた。

１９９１年の湾岸戦争の前に、１９９０年の軍報

告は次のことに注目していた。劣化ウランは、「被曝

が体内的であればガンに結びつき、化学毒性は腎臓

障害を引き起こす。」ということである。

米軍のＡ－１０ウォートホグ対戦車攻撃機とエイ

ブラムズ戦車が初めて大規模にＤＵ弾を使用したの

は、湾岸戦争においてであった。ペンタゴンによれ

ば、湾岸戦争で約３２０トンのＤＵが発射された。

そして、より小規模には、コソボのセルビア人地区

でも使用された。

湾岸戦争では軍首脳は、爆発するＤＵ砲弾の危険

性について、兵士たちに何の警告もしなかった。数

知れない米兵が、劣化ウラン弾の破片によって、あ

るいは吸入によって、また戦場の瓦礫を処置したこ

とによって被曝した。

いくつもの帰還兵グループが、ＤＵ汚染を湾岸戦

争症候群の要因として非難している。この湾岸戦争

症候群という言葉は、湾岸戦争から帰還した何千人
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もの兵士を苦しめた多くの症状に対して付けられた

ものである。

複数の帰還兵グループからの圧力で、米国防総省

は、いくつかの研究を新たに委託した。そのうちの

一つは２０００年に公表されたが、次のように結論

づけた。ＤＵは、重金属として「化学的な危険をも

たらすかもしれない」が、湾岸戦争帰還兵は「健康

に影響するほどには（劣化ウランの）摂取はしなか

った」と。

米国防総省スポークスマンのマイケル・キルパト

リックは、軍による７０人のＤＵに汚染された湾岸

戦争帰還兵の追跡調査によれば、深刻な健康への影

響は示されていない、と述べた。

「どんな重金属についても、安全といえるものは

ない。」とキルパトリックは言う。「どれも化学毒性

の問題がある。そしてＤＵについては、放射性の毒

性も問題としてあげられる。」と。

しかし、彼は次のように言う。ウラニウム関連産

業で働く人々についての諸研究から導き出される「圧

倒的な結論」は、「それ（ＤＵ）が何らガンを増加さ

せてはいないということを示している」と。

しかしながら、いくつかのヨーロッパでの研究は、

劣化ウランをネズミの染色体損傷や先天的障害に関

連づけている。多くの科学者によれば、我々は、人

体への低レベル放射能の長期的影響については、ど

の程度の量なら安全であると言えるほどには、まだ

十分に知ってはいないという。

イギリスの国立科学アカデミー英国学士院は、Ｄ

Ｕが使用された場所を明らかにすることを要求し、

汚染された地域をクリーンアップするよう強く迫っ

ている。

「とても多くの米兵が（イラクで）、ウラニウム酸

化物ダストで深刻に被曝した可能性がある。」と、マ

ウント・サイナイ医療センターの病理学者で劣化ウ

ランの専門家であるトーマス・ファシィ博士は述べ

た。「そして、その健康への影響が将来へ向けて心配

される。」と。

第４４２憲兵隊の兵士について言えば、彼らは、

病気になってフラストレーションがたまり困惑し茫

然自失になっている。彼らによれば、イラクに到着

した時、誰も彼らに劣化ウランについて警告しては

くれなかったし、誰もダスト・マスクを与えてはく

れなかったという。

■本紙の調査を支える専門家たちの精査

「デイリー・ニュース」による調査の一環として、

核医学の専門家で劣化ウランに関して広範な調査研

究を行なってきたアサフ・ドラコビッチ博士が、昨

年１２月に第４４２憲兵隊の９人の兵士を診察し、

それぞれから尿サンプルを集めた。

彼のチームのメンバーであるアクセル・ゲルデス

教授は、フランクフルトのゲーテ大学の地質学者で

ウラニウム同位体分析を専門としているのだが、１

週間以上もかかるこの尿サンプルの分析検査を行な

った。彼は、マルチコレクター誘導プラズマ質量分

析器（ＭＣ－ＩＣＰ－ＭＳ）と呼ばれる最新の機材

と処理手順を用いた。

ゲルデス教授によれば、さまざまなウラニウム同

位体を極微量で特定し測定する能力がある実験室は、

世界中で約１００しかない。

ゲルデス教授は、４人の兵士が体内に劣化ウラン

をもっていると結論づけた。劣化ウランは天然に生

じることはない。それは、天然ウランの高度な放射

性をもった同位体ウラン２３５とウラン２３４が抽

出されるとき、このウラン濃縮の廃棄物として生成

される。

ドラコビッチ博士によれば、兵士たちの何人かか

らは他のウラニウム同位体ウラン２３６もごく微量

検出された。このウラン２３６は、核反応過程にお

いてのみ生み出されるものである。

「これらの兵士たちが戦場で放射能兵器に被曝し

たことは、ほぼ確実である。」とドラコヴィッチ博士

は述べた。

ドラコビッチ博士とゲルデス教授は、今年フィン

ランドで行われるヨーロッパ核医学協会の年次会合

で、これらの兵士たちの研究に関する科学的な論文

を発表する計画である。

ＤＵ砲弾が爆発する時には、それは攻撃目標とそ

の周辺地域を低レベル放射能で永久に汚染するので

ある。
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イラク戦争劣化ウラン情報 No.１６ ２００４年４月７日

・・・・・・・・・・・・・・ニューヨーク・デイリーニュース・スク

ープ・・・・・・・・・・・・・・

劣化ウランに毒された？ ショッキング・レポートは暴く

おそらく州兵たちはアメリカのハイテク兵器の犠牲者であろう

（続報）

本号は、前号「イラク戦争劣化ウラン情報 No.１

５（２００４年４月５日）」で予告していたニューヨ

ーク・デイリーニュース２００４年４月３日号のス

クープ記事の続報です。全部で３本ある記事の一面

トップ記事「劣化ウランに毒された？ショッキング

・レポートは暴く：おそらく州兵たちはアメリカの

ハイテク兵器の犠牲者であろう」は、前号の付録と

して掲載しました。本号で紹介するのは、残りの２

本、第２記事「兵士達、健康上のリスクを知りたい

と要求」、第３記事「問題の宿営地の中で」です。

米国内では、早速このスクープ記事が波紋を広げ

ています。陸軍当局や議会が動き始めるなど、様々

な反応が出ているようです。同紙４月５日号は、「陸

軍はニューヨーク州兵部隊を検査する予定」との続

報記事を掲載しました。これも明日には訳出し、皆

さんにご紹介する予定です。

［第２記事］

兵士達、健康上のリスクを知りたいと要求
Soldiers demand to know health risks

http://www.nydailynews.com/news/local/story/180337p-156686c.html

ホアン・ゴンザレス （デイリーニュース・スタッフライター）

２００４年４月３日 ニューヨーク・デイリー・ニュース http://www.nydailynews.com

ウォルター・リード軍医療センターの医者達は最

近、レイ・ラモス特務軍曹に、生体組織検査の結果、

彼の発疹がリーシュマニア症に由来することが分か

った、と告げた。その病気はスナバエによって広が

り、イラクでは数百人の兵士がかかった。

しかし、先週まで、軍医達は４４２憲兵中隊に属

するラモスと他の２、３人の彼らの尿の劣化ウラン

を分析するようにという要求を拒絶した。その検査

には最大１０００ドルかかるかも知れない。

本紙の調査の中で検査した９人のうちの３人－－

ハーバート・リード軍曹、ウイリアム・ルイス特技

兵、アントニー・フィリップ特技兵－－は１１月に

陸軍によっても検査された。しかし、その結果は繰

り返し問い合わせを行ったにもかかわらず、数ヶ月

間も保留にされたのである。

先週、陸軍当局者が第４４２中隊について新聞の

質問を受けた後で、そして中隊のあるグループが独

立の検査を求めたことが分かった後で、ウォルター

・リード病院の責任者はリードとフィリップに対し

て、11月に行った検査の結果は劣化ウランについて

は陰性だった、と伝えた。

本紙の検査でも、リードとフィリップは陰性の結

果を示した。しかし、ラモスの検査は陽性を示した。

サマワで劣化ウランについての疑問を提起したのは
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第４４２中隊の兵士達だけではない。

８月に、オランダ兵の分遣隊がアメリカ兵と交代

するために町に到着した。オランダの新聞のレポー

トは、オランダ当局がサマワでの劣化ウラン弾の使

用の可能性について前もって米国に質問したことを

明らかにした。第４４２中隊の上級衛生兵であるホ

ワン・ベガ軍曹によれば、オランダ兵はガイガー・

カウンターで列車の車庫の回りの地域を調べて回り、

そのオランダ軍の衛生兵達が彼に高い放射線レベル

を発見したと打ち明けたのである。オランダの部隊

は車庫に留まることを拒絶して、代わりに砂漠に宿

営地を設置した、とベガは述べた。

そして２月に、日本軍がその同じ町に入ってきた

後で、ガイガー・カウンターを持っている日本のジ

ャーナリストは、放射線の数値がバックグラウンド

・レベルよりも３００倍も高い、と報告した。

「我々がそこに着く前に、サマワでは多くの戦い

がありました」とレイ・ラモス２等軍曹（４１歳）

は言った。「その場所はとてもほこりっぽかったし、

かなりひどい砂嵐が我々を襲っていました。」

ラモスは最初、うだるようなイラクの猛暑によっ

て倒れたのだと思ったので、すぐに回復するだろう

と予想した。

「私の健康は、どんどん悪くなっていきました」

と、彼は言った。「私は、何とかしようと毎日訓練を

しましたが、ますます弱まっていきました。両手と

顔の感覚がしびれたようになり、そして、偏頭痛が

絶え間なく起こるようになりました。私は、脳卒中

を起こしているんじゃないかと怖くなりました。」

彼は治療のために最初バグダッド病院に送られた。

ところが、神経科医が誰もいなかったので、彼はド

イツに送り出され、結局は米国に送り返された。

「私は、４ヶ月間、腹部の発疹が収まりませんで

した」と、ラモスは言った。「そして、今でも、私が

横になる時はいつも、手の感覚がなくなるんです。」

ウォルター・リードの医者達はてこずってきた。

彼らは、夜に彼の手の感覚がなくなるのを防ごうと、

添え木を装着した。そして、たくさんの筋肉弛緩剤

や鎮痛剤を処方してきた。ところが何の役にも立っ

ていない。

「私には４人の子供がいます。もし私が働くこと

ができなければ、彼らはどうなるのでしょうか?」と、

ラモスは言った。彼は軍務から戻った後、ニューヨ

ーク警察の住宅局からブルックリン第７５管区の強

盗部門に異動することを待ちわびていた。「私は、私

の体に一体何が起こっているのか、調査してもらう

必要があるのです。」

ニューヨークのフィッシュキルにある復員軍人援

護局に属する警官である、アントニー・ヨノン伍長

（３５歳）は、検査で陽性の結果が出た４人のうち

で劣化ウランのレベルが最も高かった、と本紙の資

金提供による検査を行ったアサフ・ドラコビッチ博

士は言った。

ヨノンは、吐き気、発疹と偏頭痛が始まったのは

サマワでだった、と言った。「頭痛は絶え間なく起こ

り、どうしても止まりませんでした」と、彼は言っ

た。「発疹は、出たり直ったりを繰り返しているよう

です。」

「パトロールをする時は、我々は、いつも破裂し

た戦車のそばを通っていました。」

彼は、その町の米軍部隊が駅の近くで、大きなド

ラム缶の中で毎晩屑と廃棄物を燃やしていたことを

思い出した。「私たちがそれに火をつけると、煙と砂

の混合物がみんなの体を覆いました」と、彼は言っ

た。

ヨノンは、小規模な手術のために８月にイラクか

ら引き揚げ、最初にドイツに送られた。

「彼らは我々に調査票を与えました。劣化ウラン

がイラクにあることさえ誰も我々に話さなかったの

で、劣化ウランに被曝しなかったというところに印

をつけました」と彼は言った。
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［第３記事］

問題の宿営地の中で
Inside camp of troubles

http://www.nydailynews.com/news/local/story/180340p-156689c.html

ホアン・ゴンサレス （デイリー・ニュース・スタッフライター）

２００４．４．３ ニューヨーク・デイリー・ニュース http://www.nydailynews.com

第４４２憲兵隊の兵士たちは、イラクへ行く前に

劣化ウランについて聞いたことは一度もなかった。

彼らはただ、説明がつかないさまざまな体調不良

が自分たちにふりかかったということを知っている

だけである。

昨年、この中隊の十数人もの兵士たちが、さまざ

まな病気の治療のためにフォート・ディックス基地

へ送り返された。彼らの懸念に対処する軍のやり方

に失望して、彼らは、自分たちの体験についての本

紙の多岐にわたるインタビューに応じた。そして彼

らのうちの９人は、そのあと結局、アサフ・ドラコ

ビッチ博士が率いる専門家チームによる検査に進ん

で応じた。

兵士たちによれば、彼らのうちのたいていは、昨

年夏サマワに駐屯しているうちに病気になったので

ある。サマワは、バグダッドの南方１５０マイルに

ある町で、戦争の第１週目に激しい戦闘が行われた

場所である。

彼らの部隊は、ディワニヤ、カルバラ、ナジャフ

に短期間滞在した後、６月にこの町に入った。彼ら

は、町の郊外にある巨大な、ほこりっぽい、害虫な

どがはびこる、列車の発着場で宿営地を設営した。

彼らが言うには、まさにそこで彼らの問題が始ま

ったのである。

「ある夜、１０人から１５人が１０３度（摂氏３

９．４度）を超える熱を出し、悪寒や、その他さま

ざまな説明のつかない症状がおこった。」と、この中

隊の衛生兵の長フアン・ヴェガ軍曹は述べた。彼に

よると、中隊の１６０人の兵士のうち十数人が突然

腎臓結石を発症したという。

陸軍の１９９０年の研究は、ＤＵを、まさに「腎

臓障害を引き起こす化学的毒性」と結びつけていた。

「私は、指揮官にこう言ったんです。『我々は、こ

の地獄、この場所から抜け出す必要があります。こ

こには何か悪いものがあるにちがいありません。』」

と、３４歳のニューヨーク消防局の救急救命士であ

るヴェガは述べた。

第442憲兵隊が寝泊りしたサマワの車両庫
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兵士たちは、中隊が寝起きしている場所から１０

０ヤード（約９１メートル）も離れていないところ

の平積み貨車にイラクの２台の戦車が積み込まれて

運ばれていったのを思い起こしている。そのうちの

１台は、砲撃されてすっかり破壊されていた。

米国防総省当局者は次のことを確認した。ＤＵ貫

通体が目標にあたって爆発するとき、ウラニウム酸

化物の細かいエアロゾルや放射性ダストができるの

で、劣化ウラン弾が命中した戦車は、戦場での放射

能の最も大きな発生源の可能性があるということで

ある。戦車が人に近いところにあればあるほど、ダ

ストを吸引する危険性は大きくなる。

さらに、国連のイラクに関する環境報告は、昨年、

次のことを警告していた。「高性能のダスト・マスク

を着用していなければ、」劣化ウラン弾によって攻撃

された目標物から１５０メートル以内では、「ＤＵダ

ストを吸引する高い可能性がある」ということであ

る。兵士たちは、ダスト・マスクを受け取ったこと

など一度もなかった。
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イラク戦争劣化ウラン情報 No.１７ ２００４年４月９日

・・・・・・・・・・・・・・ニューヨーク・デイリーニュース・スクープ・・・・・・・・・・・・・・

劣化ウランに毒された？ ショッキング・レポートは暴く

おそらく州兵たちはアメリカのハイテク兵器の犠牲者であろう

（続報最終）

（１）３人を解放する唯一の道は自衛隊の即時

撤退。撤兵を求める緊急行動に立ち上がりまし

ょう！

反劣化ウランの活動をしていた今井紀明さんら３

人の日本人がイラクの武装抵抗勢力に拘束されまし

た。３日以内に自衛隊が撤退しなければ彼らを殺害

すると通告して来ました。

小泉首相らは「自衛隊を撤退させない」「テロリス

トに屈しない」等と、相変わらず強硬姿勢です。人

質の命を何とも考えない全く無責任な態度です。こ

のように「出口」をふさいでおいて、「事実確認」「救

出に全力尽くす」と言っても、それは「何もしない」

と同じです。全く許せません。

時間がありません。３人の解放の唯一の道は自衛

隊の撤退しかありません。撤兵を求める世論を大急

ぎで喚起しましょう。多くの反戦・非戦の市民グル

ープやＮＧＯが日本政府に対する様々なアクション

を計画しています。私たちも幾つかの行動をホーム

ページに載せています。ぜひご覧下さい。

http://www.jca.apc.org/stopUSwar/

今イラク全土で起こっているのは「テロ」でなく、

「再戦争」です。イラク特措法の条件すらなくなっ

たのです。このまま駐留するのは憲法に違反するだ

けではなく、この法律にも違反します。自衛隊を即

刻撤退させるべきです。

小泉首相の主張した「非戦闘状態」「復興支援」な

どどこにもないのは明かです。米軍はここ数日で何

と３００人、４００人、否それ以上のイラク人を殺

しまくっています。まさにイラク大量虐殺です。し

かも１年前のフセイン政権との戦争ではなく、米占

領軍に対するいわば“人民戦争”が始まったのです。

最近の反占領闘争について米国や日本政府は、まる

で一握りの「過激派」の仕業であるかのようにねじ

曲げていますが、全く誤りです。スンニ派、シーア

派を問わず、イラク民衆全体が米軍と自衛隊を含む

外国軍の撤退を求めて立ち上がっているのです。こ

れでも小泉首相が強引に自衛隊駐留に固執すれば、

ますます自衛隊が占領軍であるというその本性をイ

ラク民衆に見せつけることになるでしょう。

自衛隊派兵は真の人道復興支援を妨害する－－今

回の事態は、イラクを支援してきたＮＧＯの人々が

恐れていた通りのことです。自衛隊を派兵したため

に日本のＮＧＯ活動までもが敵と見なされたのです。

福田官房長官の「イラクの人々の復興支援のために

自衛隊は活動しているのだ」「撤退する理由などない」

との見解には怒りを禁じ得ません。イラクの人民大

衆にはっきりと敵視されているもとで「復興支援」

などあり得ないのです。どこまでウソ・デタラメを

続けるのでしょうか。彼ら３人を絶対、日米同盟の

犠牲者にさせてはなりません。直ちに自衛隊を撤退

させるよう政府に要求します。

（２）ニューヨーク・ディリー・ニュースのスクー

プ記事続報。（最終）

今号ではニューヨーク・ディリー・ニュースの第

４番目の記事「陸軍はニューヨーク州兵部隊を検査

する予定」（４月５日付）、第５番目の記事「州政府、

兵士達の健康のために一肌脱ぐ」（４月６日付）の翻

訳を紹介します。同紙のスクープ記事の翻訳はこれ

で最後です。

この２つの記事の中で紹介されているように、ニ
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ューヨークの第４４２憲兵中隊の兵士が劣化ウラン

に被曝していたというニュースは、極めて大きな力

で米政府を揺さぶり始めています。

（ａ）米政府、軍当局は驚きあわて、それまでの方

針を１８０度転換し、病気で帰国している中隊の兵

士全員の劣化ウラン調査をすると決めたようです。

しかし、遅すぎます。なぜ今まで検査のサボタージ

ュを続け、患者達を絶望させてきたのでしょうか。

今あわてて実施しようとする検査が、劣化ウラン

被曝を否定し、健康被害などないと宣伝するための

もの、と考えるのは自然なことです。米政府には前

科があるからです。従来のようにウラン同位体の比

率を調べられないデタラメな方法で、つまり劣化ウ

ランそのものの検出が出来ない方法をわざと採用し、

「劣化ウランに被曝していない」と宣伝するのは目

に見えています。私たちは、ＵＭＲＣが行ったよう

なＤＵ検出が可能な方法、質量分析機を用いた精密

な同位体分析を行うように要求しなければなりませ

ん。

（ｂ）博士らのこの診察・分析結果は、州や米議会

を巻き込んだ動きに発展しようとしています。兵士

達が劣化ウランに被曝していたこと、米軍の病院の

患者に対する扱いのひどさに対して怒りの声が上が

っています。現地を選挙区とするヒラリー・クリン

トンや民主党のエンジェル議員などは政府に対する

非難を発表し、帰国するすべての兵士の健康検査や

適切な治療を要求しています。パタキ・ニューヨー

ク州知事も兵士の適正な検査、治療の要求を支持し、

長期にわたるモニタリングを求める声明を出しまし

た。

（ｃ）ニューヨーク・デイリー・ニュースの暴露ス

クープは、これまで劣化ウラン問題を絶対に取り上

げず、黙殺してきた大手のメディアをも揺さぶって

います。デイリー・ニュースの記事は全米各地の地

方紙で取り上げられています。政府が帰還している

第４４２中隊の兵士全員の検査へと方針転換したこ

とはＡＰでも流され、ＣＮＮなど国内の多くのメデ

ィアが取り上げざるを得ませんでした。テレビやラ

ジオなどもメディアもこの問題に触れざるを得ませ

んでした。メディアに完全に黙殺させ報道させない

ことで米国民の目から劣化ウラン問題を隠そうとす

る米政府の目論見は綻びを見せ始めました。

※APを引用したＣＮＮ

http://www.cnn.com/2004/HEALTH/04/05/soldier.testing.

ap/index.html

（ｄ）ニューヨーク・デイリー・ニュースのホアン

・ゴンザレス記者と、検査をしたＵＭＲＣのアサフ

・ドラコビッチ博士、レオナルド・ディーツ博士、

それに第４４２中隊のメンバーのインタビューが「デ

モクラシーナウ」というインターネットテレビで見

ることができます。この中では画像だけでなく、内

容を文字でも見ることができます。ここではデイリ

ー・ニュースの記事が更に補足されています。

http://www.democracynow.org/article.pl?sid=04/04/05/13

56248 （特集ページ）

http://www.democracynow.org/static/uranium.shtml （テ

キスト）

［第４記事］

陸軍はニューヨーク州兵部隊を検査する予定
Army to test N.Y. Guard unit

http://www.nydailynews.com/news/story/180644p-156921c.html

ホアン・ゴンザレス（デイリー・ニュース・スタッフライター）

２００４年４月５日 ニューヨーク・デイリー・ニュース http://www.nydailynews.com

フォート・ディックス基地とウォルター・リード

陸軍医療センターの軍当局者は、ニューヨーク州兵

の第４４２憲兵中隊の帰国しているすべてのメンバ

ーの劣化ウラン汚染について大急ぎで検査しようと

している。

陸軍の高官たちは、「デイリー・ニュース」が検査

した中隊の９人のうち４人の兵士が放射線被曝の徴

候を示している事を知ってから、行動し始めた。
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その兵士達は昨年末に

イラクから帰国したが、

彼らも中隊の他のメンバ

ーも昨年の夏以来説明の

つかない病気を患ってい

ると言う。その時彼らは

イラクのサマワに配置さ

れていた。

本紙の要請で９人の兵

士を検査した元陸軍医師

で核医学専門家のアサフ

・ドラコビッチ博士は、彼

らのうちの４人が米軍によ

って発射された劣化ウラ

ン弾の爆発からの放射性

のダストを吸い込んだこ

とは「ほぼ確実だ」と断

定した。

ヒラリー・クリントン

上院議員(ニューヨーク選

出民主党）は、「デイリ

ー・ニュース」の調査を

知って、昨日、イラクか

ら帰還した兵士達を適切

に検査していない、と国

防総省当局者を激しく非

難した。

「我々は、診断未確定の病気にかからせて人々を

帰国させるわけにはいかない」と、クリントンは述

べた。「兵士たちは派兵前と派兵後の検査プログラム

を持たねばならない。」

上院軍事委員会のメンバーであるクリントンは、

ドナルド・ラムズフェルド国防長官に手紙を送り回

答を要求するつもりである。また帰国したすべての

兵士の健康検査を要求する法律をまもなく提出する

つもりだ、と述べた。

昨年の国防総省当局者との会談の時に、「我々が取

り上げた問題の１つは、兵器の中の劣化ウランへの

被曝と、彼らがそれをどう取り扱うつもりかという

問題だった」とクリントンは述べた。

それから彼女は、兵士達は適切に検査されるだろ

うと保証した。

しかし、第４４２中隊の兵士達は、彼らの病気に

ついての陸軍の扱いに失望して「デイリー・ニュー

ス」に連絡を取ってきたのだ。

彼らのうちの６人は、劣化ウランの検査を軍医に

繰り返し求めたが拒否された、と言う。

１１月はじめにDUの検査を受けた３人は、数ヶ月

も結果を待たされていると言った。彼らのうちの２

人は、先週ついに検査結果をもらったが、どちらも

陰性だった。

２４時間分の尿サンプルの中のウラン同位元素を

調べる検査には１０００ドル程の費用がかかる。

しかし、先週「デイリー・ニュース」の結果を知

った後で、陸軍は方針を転換し、国内に戻っている

第４４２部隊の１０数人のメンバーをすぐに検査す

るように命じた。

ほとんどがニューヨーク市の警官や消防士や刑務

官からなる中隊の残りは今月の末まで帰国しない予

定である。

「彼らは、ここフォート・ディックス基地にいる我

々すべてに今日の午後１時までに２４時間の尿サン

プルを提出するように命じた」と、中隊の兵士の一

人は金曜日に言った。

金曜日の遅くに、国防総省スポークスマンのオー

スチン・カマチョは、第４４２部隊の兵士に対する

新たな検査が命じられたかどうかについては確認も

否定もできない、と述べた。

「理論的には、これらの兵士たちが害を受けるよ

うな被曝を受けたとは想像し難い」と、カマチョは

述べた。彼らの誰一人直接の戦闘の間に戦車の内部

にはいなかったから、というのだ。

DUに関する陸軍の研究は、DU弾の破片で負傷し

たか、あるいはDU弾が命中した戦車の中に入って直

接に放射性のダストを吸い込んだ兵士だけが危険だ

という結論を出している。

その場合でも、第１次湾岸戦争中のこのようなケ

ース約７０人についての研究は、いかなる長期的な

健康上の障害も示さなかった、とカマチョは述べた。

しかし、DU兵器の使用を批判する医療専門家たち

は、劣化ウランに関する陸軍自身の初期の研究の一

部と同様に、劣化ウランへの被曝が腎臓損傷を引き

起こす可能性があると言う。これらの専門家による

と、いくつかの研究は、劣化ウランがマウスにガン

と染色体の損傷を引き起こすことを示している。

ヘクター・ベガ軍曹
（４８歳）

アグスティン・マトス軍曹
（３７歳）
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劣化ウランは、ウラニウムの濃縮過程に出る廃棄

物で、米国と英国の軍隊で１５年以上にわたってあ

る種の砲弾と戦車の装甲板として使われてきた。そ

れは鉛の２倍という極端に大きな密度を持つことが

評価されている。

ヨーロッパと日本で大きくなる論争の中で、昨年、

欧州議会は劣化ウランの使用のモラトリアムを呼び

かけた。

「走るたびに、喉が焼け、胸が締め付けられるよ

うな感じがしました。」

ニューヨーク州兵、第４４２憲兵中隊のメンバー

であり、また市民生活では市の刑務官であるアグス

ティン・マトス軍曹はイラクのサマワにいたときの

ことを非常に鮮明に記憶している。

「その場所は不潔でした；ほとんどの窓は壊され

ていました；汚物、油脂と鳥のフンがそこらじゅう

に散らばっていました」と彼は述べた。「私はそのよ

うな場所に市の囚人を収容しないでしょう。」

彼は、列車の発着場の近くの砂だらけのトラック

を毎朝約３マイル走らせるよう命令されたことを思

い出した。

「走るたびに、喉が焼け、胸が締め付けられるよ

うな感じがしました」と彼は語った。

今では、３７歳のマトスは、彼の症状が、使用さ

れた米国の劣化ウランでできた砲弾からの放射性ダ

ストを吸い込んだせいかもしれないと考えている。

「デイリー・ニュース」の調査によれば、このロ

ング・アイランドにすむ兵士は、DU汚染の検査で陽

性の結果がでた４人のイラク戦争帰還兵の一人であ

る。

この兵士達と他の第４４２部隊のメンバーは、彼

らがサマワに駐留していた昨年の夏に始まった身体

的疾患に苦しんでいる、と述べている。

第４小隊の第２分隊に配属されたマトスは、中隊

の残りに２週間先行して、昨年６月にサマワに到着

した。

彼の先発隊は、彼らの指揮官であるショーン・オ

ドネル大佐から、サマワ市街地のはずれにある列車

修理場の巨大な発着場を中隊の兵舎として準備する

ように命令されていた。

中隊全体が到着すると、各小隊は発着場の中にそ

れぞれの空間を割り当てられた。その発着場はフッ

トボール場よりも大きかった。

修理作業用のピットをまたいだ１台の蒸気機関車

と空の車両１輌が、寝る場所の中央に置かれており、

２つの小隊は列車の一方の側に沿って、他の２小隊

は別の側に沿って寝るよう指定された。

発着場のすぐ外で、２台のイラクの戦車－－１台

は打ち抜かれて破壊されていた－－が平台型の貨車

の上へ引き上げられていた。

兵士達によれば、中隊は人手がとても不足してい

たので、指揮官は兵士がもはや肉体的に任務を果た

せなくなった場合にだけ送り返した。

マトスはジープ事故で負傷した肩の手術のために、

昨年米国に送り返された。

帰国以来、彼は絶え間ない頭痛、疲労、息切れ、

吐き気、目まい、色々な痛み、過度な排尿を経験す

るようになった。彼が最近、尿の中に出血を発見し

たので、ウォルター・リード陸軍医療センターの医

者は彼にCTスキャンを受けさせたところ、肝臓に小

さな病変を発見した。

１９９０年の陸軍の研究は、DUと「腎臓損傷を引

き起こす化学的毒性」を結びつけた。

「私がイラクに向けて出発する前に、彼らは私の

目を検査しましたが、よく見えていたのです」と、

マトスは言った。「今では、他のことに加えてなおそ

のうえに、視力が悪くなりました。」
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DUの検査で陽性の結果が出た中隊の別のメンバー

は、ヘクター・ベガ２等軍曹（４８歳）である。彼

はブロンクスの郵便職員を退職し、２７年間州兵で

あった。

足の手術のためにフォート・ディックスに送り返

されて以来、ベガは不眠と絶え間ない頭痛に耐えた、

と述べた。そして、多くの病気にかかった兵士のよ

うに、「私は排尿をコントロールできず、３０分ごと

に出てしまう」と、ベガは明かした。

ある日、サマワの南方への数時間の移動の間に、

彼ともう一人の兵士は打ち抜かれて破壊された２台

のイラクの戦車を確認し、写真を撮るために道ばた

に止まった。

「私たちは戦車にまっすぐ近づいて行き、それら

に触ることを何とも思いませんでした」と、彼は述

べた。「私は劣化ウランについて何も知らなかったの

です。」

彼らが寝ていたその列車の発着駅についていえば、

ベガはそれを「むかつくような場所でした。油、汚

物と鳥のフンが至るところにあり、私たちみんなの

周りを虫が這っていました」と思い起こす。

それから、頻繁に砂嵐があった。

「私たちが眠るときや食事の時に、砂嵐が駅の中

のみんなにほこりのようなものを吹きつけていまし

た。それは目に見えるくらい濃かったです。」

［第５記事］

州政府、兵士達の健康のためにひと肌脱ぐ
Gov goes to bat for G.I.s' health

http://www.nydailynews.com/front/story/181048p-157154c.html

ホアン・ゴンザレス （デイリー・ニュース・スタッフライター）

２００４年４月６日(火曜日) ニューヨーク・デイリー・ニュース http://www.nydailynews.com

パタキ知事は昨日、イラク帰還兵達によりよい健

康診断および治療を提供するよう国防総省に求めて

いる地元の指導者達のますます大きくなるリストに

加わった。

知事のアピールは、イラクで任務に就いていたニ

ューヨーク州兵部隊の９人の兵士のうち４人が劣化

ウランの検査で陽性の結果が出たことを「デイリー

・ニュース」が日曜日に公表した後で出された。

「我が州の陸・海軍部局は、陸軍の医療部隊に対

して、直ちに適切な検査と必要な治療を行うよう、

そして兵士達の健康の長期的なモニタリングをする

よう、強く要請している」と、パタキ氏は声明で述

べた。

その９人の米兵は、全員がロックランド郡オレン

ジバーグに基地を置く４４２憲兵中隊に所属するが、

彼らと中隊の他のメンバーがイラクのサマワに配備

された昨年夏に病気になったと言う。

その兵士達は、「デイリー・ニュース」の要請で、

独立したウラン専門家、アサフ・ドラコビッチ博士

によって診察され検査された。彼は、４人が米軍に

よって発射された劣化ウラン弾によって放出された

放射性のダストにさらされたのは「ほとんど間違い

ない」と結論を下した。

兵士達の何人かは、ウォルター・リード軍医療セ

ンターとフォート・ディックスの医者達が劣化ウラ

ンの検査をすることを数ヶ月の間拒否したと述べた。

この劣化ウランというのは、第１次湾岸戦争以来、

戦車を貫通する砲弾として米軍によって使われて来

たものだ。

日曜日に、ヒラリー・クリントン上院議員は、国

防総省当局者がイラク帰還兵士を適切に検査してい

ないと激しく非

難し、検査を義

務付ける法律を提出すると約束した。

昨日、２人の民主党議員－－ニータ・ロウィ、彼

女の選挙区に第４４２中隊は基地を置いている、そ

ニューヨークデイリー・ニュース 2004,4,5発行
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れからブロンクスのエリオット・エンジェル－－が、

その兵士達がどこに住んでいるのか答えるよう要求

した。

「その兵士達が昨夏来病状に不満を訴えたときに、

陸軍は彼ら兵士達自身の苦情に応えるべきであった

のであって、デイリー・ニュースにスクープさせる

べきではなかった」と、民主党議員エンジェルは述

べた。

彼は付け加えた。「国防総省は、問題の範囲を決め

るために、これらの男女を速やかに治療し、すべて

の病気の不満を調べなくてはならない」と。

ロウィとエンジェルは、医療検査プログラムにつ

いて陸軍に説明を求める手紙をラムズフェルド国防

長官に送る計画だ、と発表した。

一方で、フォート・ディックスの広報担当者は、

現在フォート・ディックスにいる第４４２部隊のメ

ンバー全員が劣化ウラン被曝についての検査を受け

ていると、昨日認めた。

中隊全体は、昨年の復活祭にイラクに配備された

のだが、今月末までは帰国する予定はない。
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イラク戦争劣化ウラン情報 No.18 ２００４年６月３０日

・・・・ニューヨーク・デイリーニュース・スクープのその後・・・・

議会を巻き込んだ劣化ウラン被曝米兵の闘い
米軍当局のサボタージュと猛烈な巻き返し

ＵＭＲＣのアサフ・ドラコビッチ博士の来日から２ヶ月が

過ぎた。ニューヨーク・デイリー・ニュース（ＮＹＤＮ）が、イラ

ク戦争に参加した９人の州兵の内４人が劣化ウランに被曝

したという４月４日から３日間にわたるスクープをすっぱ抜い

て以降、イラク戦争参加兵士の被曝問題が米国内を大き

く揺さぶっている。最初のスクープ記事については、イラク

戦争劣化ウラン情報No１５～.１７にかけて紹介した。本号で

は、スクープ以降も断続的に出されているＮＹＤＮの記事

を中心に、４月下旬から５月初めにかけてのこの問題をめぐ

る米国内の動きをまとめて紹介する。

（１） ＮＹＤＮのスクープは米国内で大きな社会的波紋を

引き起こした。何よりもイラクから帰ってきた多数の兵士達

が、劣化ウランに被曝していることへの不安から軍当局に

検査を要求したのである。すでに８００人が検査を受け、予

約待ちが数百人いる状況である（ＮＹＤＮ４／１９）。本来、

自国軍兵士やイラク住民に実際に犠牲を強いることはもち

ろん、このように健康に深刻な不安を与えるような残虐で

特殊な核兵器を使うこと自体が反人間的非人道的、戦争

犯罪に値するものである。米軍はこれらの兵士の健康への

不安に答え、きちんと対処する義務がある。

（２） ＮＹＤＹのスクープで大きな注目を浴びたために、米

軍は従来のような形で劣化ウラン被曝をウヤムヤにするこ

とはできなくなった。すなわち第４４２憲兵部隊の９人のよう

に、検査はするがずるずる引き延ばす、たとえ検査しても

結果を教えない、半年も放置するなどという、患者を患者と

も思わないようなデタラメなやり方、サボタージュはもはや

通用しなくなったのだ。

米国世論は、米軍がイラクからの帰還兵の正当な要求

を無視して、兵士達をまともに扱っていないということを知っ

てしまった。米軍は弁解に大わらわになったのである。現に

被曝した兵士がいる。同じ部隊の他の兵士は被曝していな

いのか。戦闘に参加していない憲兵部隊が被曝したのだ。

戦闘に参加した部隊に被曝者がいるはずだ。これは当然

の疑問であり米軍が答えざるを得ない要求なのである。世

論を喚起することによって、劣化ウラン被曝を米軍兵士全

体、更には米国民全体の関心事にする。そうすることによっ

て議会を動かし、軍当局を動かす。－－ここにＮＹＤＹのスク

ープの最大の意義がある。

ＮＹを選挙区に持つヒラリー・クリントン上院議員は上院

軍事委員会の委員でもある。彼女は素早くこの問題に関心

を抱き積極的に取り上げた。彼女は被曝兵士たちと会っ

て、彼らの実情を聞き、軍の扱いが不当であること、適切な

検査を行うように軍当局に要求した。上院の軍事委員会で

のヒラリーの要求に対して、マイヤーズ統合参謀本部議長

は事態の是正を表明せざるを得なくなった。サボタージュと

いう形で自軍兵士の劣化ウラン被曝を無視してきた軍当

局は何らかの対応を迫られたのである。（ＮＹＤＮ４／２０、４

／２１）

（３） しかし、そこまでである。スクープから１ヶ月も経たな

いうちに軍当局は猛烈な反転攻勢に打って出た。早くも４

月末から、あくまでも精密な検査（ウラン同位体ごとの分

析）を拒否する姿勢を前面に押し出したのである。ＵＭＲＣ

とドラコビッチ博士がやったようにウランの同位体ごとの検

査をしなければ劣化ウランへの被曝を明らかにすることは

できない。

そしてこの精密検査をやらないための新方針、それが超

高濃度の「ガイドライン」、つまり「ウランの総濃度が２６８ナノ

グラムを超えなければ同位体ごとの検査はしない」というべ

らぼうな“検査基準”を指し示すことで検査のハードルを思

い切り上げ、検査対象者をほとんど全員切り捨てることで

あった。それは表向き「科学的」な装いをした被害者切り捨

てに他ならない。以前のサボタージュ対応では、世論の非

難に対応できなくなり、専門家や研究所を総動員して反撃
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せざるを得なくなったのである。それだけ軍当局の危機感

は強くなったと言えるだろう。（ＮＹＤＮ４／１９）

２６８ナノという数字は、通常の米国人の平均１０ナノグラ

ム／リットルの２５倍以上だ。早い話が検査の全面的な切り

捨てである。こんな超高濃度の対象者が大勢いるはずが

ない。いたとしてもそれは戦闘で負傷し体内に破片などを

持つ特異なケースだけである。逆に言えば、兵士たちのウ

ランの尿中濃度が通常の２５倍にまで上がっていても、劣化

ウランが含まれるかどうかの検査もせずに全部切り捨てて

いるということである。こんな高い基準で行われているとな

れば、劣化ウランによる被曝兵士など存在しないのは当然

だ。

軍当局は、今のところこのデタラメな２６８ナノ基準を撤回

するつもりはないようだ。ラモス軍曹に対する軍の再検査の

結果は、「陰性だ」という。しかし、本当に陰性なのだろうか。

おそらくそうではない。実際には調べていない、あるいは調

べることができないのに苦し紛れに「陰性だ」と言っている

に過ぎないのではないか。ラモス軍曹に関する検査結果の

公開請求で、真実が明らかになってきている(ＮＹＤＮ４／１

９）。

分析を担当した二つの研究所のうち、一つはウラン同位

体ごとの検出そのものができない。もう一つは検出しても誤

差が大きすぎて天然ウランと劣化ウランが区別できず、劣

化ウランが含まれているかどうか判定できなかったという。

こんなデタラメなやり方で「陰性」と断定するのは大間違い

である。「測定できなかった」「測定するつもりはない」と正

直に告白すべきである。現にラモス軍曹の場合は、ＵＭＲＣ

が精密な調査・分析を行い劣化ウランが検出されたのであ

る。ラモス軍曹のケースでさえこの有様だ。他の兵士に対し

てまともに検査をしているとは到底思えない。

問題の核心は劣化ウランに被曝したかどうかであり、そ

れを明らかにできるのはウラン同位体比が測定できるかど

うかだ。この方法を採用せずして劣化ウランの検査をしたと

言うべきではない。米議会の中でも米軍に対する追及は

強まっている。軍はなぜＵＭＲＣが行ったのと同じ検査が行

えないのか。ICP-MSを使った精密な検査をせよ。それをせ

ずに被曝兵士を切り捨てるのは許されない等々という怒り

と要求が強まっている。

確かに、ＮＹＤＹのスクープの衝撃で軍当局は「希望者

には尿のウラン調査を認める」との通知を軍の病院に出し

た。しかし軍当局の腹は、２６８ナノというとてつもない高い値

を正常値の上限に持ち出して「ウランの総濃度が基準値

内だ」「だから体には影響はない」と切り捨てるつもりなの

だ。米軍はウラン被曝によって健康被害が出ていることを

絶対に認めようとしない。もしも認めれば膨大な除染費用

の負担、損害賠償の負担にさらされるからであり、下手をす

れば劣化ウラン兵器の使用が禁止されてしまう。そう考え

ているからである。

しかし、天然ウランと劣化ウランは根本的に異なる。確か

に体内には外的環境から天然ウランが取り込まれ、順次尿

に出てくる。しかしたとえ少量でも劣化ウランは軍の作戦で

被曝したものであり、それによる健康被害は人為的に付け

加えられた“追加的被曝”である。

さらに、天然ウランと、燃焼しセラミック状態になった劣化

ウランとでは人体内部への被曝影響のメカニズムが全く異

なる。尿中の天然ウランと比べてレベルが低くても、劣化ウ

ランは不溶性のかたまりが肺や他の臓器に入って、そこで

周辺の細胞にずっと放射線を出し続けることになる。周辺

が受ける被曝線量は極めて大きな量になる。すなわち未

来に向かって永遠に被曝を押し付ける特異な作用を与え

るのだ。そして、ウランは粒子の吸入による体内被曝こそ最

も危険であり、その内部被曝の真の危険性はまだ全体像

が明らかにされ尽くしてはいない。まさにその点こそが、ＩＣＲ

Ｐの被曝モデルが過小評価をしているところであり、まして

米軍の基準など到底当てはまらない領域なのである。

（４） 軍当局は劣化ウランと病気との因果関係を否定す

る様々な議論を持ち出している。その因果関係否定の急

先鋒であり、被爆者切り捨ての前面に出ているのがメリー

ランド・アバディーンにある陸軍の健康増進・予防医学セン

ターのマーク・メランソン中佐である。彼は、「劣化ウランに

は安全レベルがある」（閾値）、「放射線が体内で均等に影

響を及ぼす」という２つの議論をふっかけている。（ＮＹＤＮ５

／６）

軍の劣化ウラン弾による健康被害否定論の最先頭にい

るのが、軍の劣化ウラン問題の責任者である軍の配備健

康支援局次長マイケル・キルパトリック博士である。彼によ

れば、軍の検査が指し示す結果は「劣化ウランの被曝が病

気を引き起こさしたわけではない」というものである。彼もま

た因果関係を否定しているのだ。（ＡＰ４／３０）

（５） 今回のＮＹＤＮのスクープを調査・分析面、理論面

からバックアップしているのがＵＭＲＣ、すなわち私たちがカ

ンパ・キャンペーンを行っている米の独立研究機関、その代

表者であるアサフ・ドラコビッチ博士である。

ＵＭＲＣの調査・分析が明らかにしたのは、米英軍が劣
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化ウラン／ウラン兵器を使用したことによって、イラク全土

が放射能で汚染されているという事実である。推測・推定

で言っているのではない。学術的な調査方法を採用し、デ

ータとして具体的な分析結果を出し、それが学術論文とし

て学会に提出され受理される。ＵＭＲＣはそういう“厳然た

る事実”と“データ”を突き付けたのである。

本来なら国連やＷＨＯなどの国際機関が大量の人員と

費用を掛けてやらねばならない調査・分析である。イラクか

ら帰還した米英兵士、その他有志連合の兵士達、そして何

よりもイラクの住民や子どもの全面的で継続的な調査が必

要である。彼らは全て米英軍の劣化ウラン戦争、新型放射

能兵器の犠牲者である。イラク民衆を殺しまくっている米兵

についても、この問題では切り捨てを認めてはならない。現

在もまだ、米の大量の劣化ウラン／ウラン兵器使用によっ

てイラク中にまき散らされた劣化ウランの微粒子はイラクの

土、水、空気、そして人間を汚染し続けているのだ。イラク

民衆－米英軍兵士－有志連合軍兵士。彼ら全員の徹底的

な調査・分析を通じて放射能汚染の実態と戦争犯罪を暴

露すること、最後的に劣化ウラン兵器を禁止することが必

要である。

（６） 米軍兵士で起こった劣化ウラン被曝は自衛隊員に

も無縁ではあり得ない。自衛隊の第１次イラク派遣部隊は、

第２次部隊と交代し帰国した。サマワから帰還した陸上自

衛隊の兵士達に健康被害は出ていないのか。たとえ今は

出ていないくても、今後も出ない保証はない。彼らは上述し

た被曝米兵達が展開していたまさにそのサマワに配備さ

れていたのだ。ＵＭＲＣの調査によれば、米兵士のみなら

ず、バスラの住民、バグダッドの住民も被曝しており、さらに

調査のためにわずか２週間イラクに入ったＵＭＲＣのメンバ

ー自身も劣化ウランに被曝したことが明らかになった。サマ

ワに限らずイラク全土の都市で被曝する可能性はあるの

だ。

政府は口から出任せを繰り返している。自衛隊員は携

行している個人線量計で「被曝していないことが確かめら

れた」と。冗談ではない。ウランの微粒子を吸入した場合、

外部からのガンマー線を測る線量計で被曝を測定できる

わけがないのだ。

イラク派兵の自衛隊員が本当に被曝しておらず、将来も

そのことによって健康被害が生じないことを確認するため

には、尿中のウラン同位体を測定し、劣化ウランが取り込ま

れていないことを確認するしかない。一度だけではない。継

続的な健康管理と検査をやる必要がある。政府は自らの

責任でこの精密な検査体制を整備すべきである。それなし

に、自衛隊員は被曝していない、安全だと言うべきではな

い。

私たちは今後もこの問題を政府に追及していきたい。米

英軍で大量に発生し今も無責任に放置され苦しんでいる

多数の湾岸戦争症候群にかかった一般兵士たち、この深

刻極まりない放射線障害が、米軍やＮＡＴＯ軍に引き続い

て、日本の軍隊に初めて起こる可能性がある。イラクの地

に、しかも激しい戦車戦が戦われた南部にあるサマワに配

備されたという事実は、この劣化ウラン被曝の危険性を確

実に高めることになる。

あのデタラメな小泉首相の政治的延命のため、政府与

党や財界の石油利権・復興利権や中東覇権への食い込

みの野望のために、人身御供としてイラクに送り込んだ自

衛隊員達を切り捨てることは許されない。この問題は、これ

ら自衛隊員が侵略軍として一方的にイラクに派兵され、現

地で米英占領軍、米英多国籍軍の一員として殺戮と破壊

に加担することとは相対的に別のことである。自衛隊員はイ

ラク民衆に対する加害者である。しかし、劣化ウランに被曝

するとなればその自衛隊員は政府の誤った軍事外交政策

の被害者でもあるのだ。

ニューヨーク・デイリー・ニュース

Ｇ.Ｉ.達は軍にウラニウムの検査を受けたいと表明
G.I.S PRESS ARMY FOR URANIUM TEST

http://www.nydailynews.com/front/story/185258p-160518c.html

ホアン・ゴンザレス ２００４年４月１９日

本紙［デイリー・ニュース］がニューヨーク州兵部隊の４

人のメンバーが劣化ウランで汚染されていることを明らかに

した後、イラクから戻っている数百人の兵士が放射線被曝

について検査をするように軍に依頼した。すでに８００人にも
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のぼる兵士（G.I.）達が２４時間尿のサンプル（試料）を軍に

提出した。そして、ウォルター・リード陸軍医療センターによ

ると、数百人が予約を待っている。

しかし先週、ウォルター・リードの医師が兵士達に提供し

たという最初の公式の分析結果の１つを再検討した何人か

の独立のウラン専門家達は、陸軍の検査方法が適切なも

のであるか否かに疑問を持っている。「彼らは、どう見ても正

確とはいえない装置を使っている」と、グレン・ローレンス教

授は言った。彼はロング・アイランド大学の生化学の教授で

ある。「彼らが使った道具は、正確な測定値を与えるほど精

巧でない」と、レオナルド・ディーツ氏も認めた。彼はノール

ス原子力研究所を退職した科学者で、ウラニウム同位体

の測定装置の一つを発明した。

検査の要求は、米軍が発射した劣化ウラン砲弾からの

ホコリによって第４４２憲兵中隊の４人の兵士が放射能に汚

染されたという本紙の調査に誘発されたものだ。兵士の一

人、レイ・ラモス２等軍曹は、先週ウォルター・リード病院で

陸軍の検査から返ってきた彼の尿の検査結果は陰性だっ

たと聞かされた。

ラモスは、説明のつかない病気に数ヶ月苦しんでおり、彼

の尿を分析した２つの軍の実験室に報告のコピーを要求し

た。１つの実験室は、サンプルの中の種類の異なるウラン同

位元素は「検出できない」と報告した。もう一つの実験室

は、分析の際の誤差の比率が大きいのでラモスの尿のウラ

ンが天然ウランなのか、劣化ウランなのか、それとも濃縮ウ

ランなのか確実に言うことは不可能だと記載した。

「我々は、このデータが報告される方法が人を惑わせる

ものだいうことを知っている。」と、マーク・メランソン中佐は

言う。彼は第２の実験室で保健物理のプログラムの責任者

をしている。主な問題は、ラモスから総量でどれだけのウラ

ンが見つかったかである、とメランソンは言う。そして、彼の

（尿中の）ウランの総量は、１リットルあたり６.３ナノグラム（ナ

ノ㌘は１０億分の１㌘）だった。その値は「疾病管理予防セン

ター（ＣＤＣ）によって報告された摂取規定量の範囲内にあ

り、安全だ。」、とメランソンは言った。メランソンによれば、陸

軍は天然ウラン総量濃度が１リットル当たり２６８ナノグラム

以上でない限り、劣化ウランの検査のためにサンプルを分

析することさえしない。

「それは並み外れて高い値での切り捨てだ。」と、トム・フ

ァジイ博士－－シナイ山医療センターの病理学者は言っ

た。陸軍の方法に対する批判を聞いたとき、メランソンは

「追加のチェックとして、我々は独立した分析のためにCD

Cにもサンプルを送っている」と言った。軍の劣化ウラン検

査の仕方に対して詳しい調査が行われたのはこれが初め

てではない。去る１２月、２人の下院議員が会計検査院に

（劣化ウラン検査）プログラムの調査を要求した。チロ・ロド

リゲス議員(民主党・テキサス)とロベルト・フィルナー議員

(民主党・カリフォルニア)は、１９９１年の湾岸戦争の時の兵

士の劣化ウラン被曝について、以前に国防総省が調査官

を欺いたと攻撃した。

ニューヨーク・デイリー・ニュース

クリントン、Ｇ.Ｉ.達の健康検査を後押し
CLINTON TO PUSH G.I. HEALTH TESTS

http://www.nydailynews.com/news/wn_report/story/185408p-160678c.html

テイマー・エル－ゴバッシー ２００４年４月２０日

ヒラリー・クリントン上院議員は今日、国防総省の当局者

に、イラクから帰っている兵士の放射能レベルを追跡するプ

ログラムを強化するよう求めるだろう。クリントンの行動は、

イラクで勤務したニューヨーク州兵部隊の兵士の９人のう

ちの４人が劣化ウランの検査で陽性の結果がでたことを示

した本紙［デイリー・ニュース］の調査をフォローするもの

だ。

上院の軍事委員会の公聴会で、クリントン議員(民主党

・ニューヨーク)は、ポール・ウォルフォビッツ国防副長官に、

なぜイラクに向かう兵士達は事前と事後に適切に検査をさ

れなかったのか質問する予定だ。「有毒物質に囲まれ、劣

化ウランの陽性の結果が出ることになった放射線被曝は疑

問を提起している。」と、クリントンは昨日言った。

９人の兵士達は、全員がロックハンド郡のオレンジブルグ

に基地を置く第４４２憲兵中隊に属しているが、彼らと他の

メンバーは昨年の夏にイラクのサマワの町に配備された時

に病気になったと言う。クリントンは、問題が確認されれば

すぐに、派兵前と派兵後のスクリーニングと、より厳格な健
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康状態の追跡を命じる法律を提出すると予想されている。

「過程を真剣に考慮するまでは、何が兵士達が罹っている

症状を引き起こしているのか知りようがない」と、彼女は言

った。

ニューヨーク・デイリー・ニュース

ヒラリーが将軍を追及、Ｇ.Ｉ.達が勝利
HIL TAKES BRASS ON & G.I.S WIN

http://nydailynews.com/front/story/185906p-160988c.html

ワシントンのリチャード・シスクおよびニューヨークのマキ・ベッカー

デイリー・ニュース・スタッフライター ２００４年４月２１日

米軍トップの将軍は、昨日、イラク戦争でウラニウムのホ

コリに被曝したかも知れない兵士のスクリーニングと追跡を

改善するためにシステムに活を入れると誓約した。「我々

は、兵士のために一流の仕事をしなければならない」と、リ

チャード・マイヤーズ将軍は言った。

統合参謀本部の議長であるマイヤーズは、議会の公聴

会でヒラリー・クリントン上院議員(民主党・ニューヨーク)に

よってこの問題が明らかにされた際に誓った。「あなたは確

かに正しい。」、将軍はクリントン議員に言った。議員は、帰

国して検査を受けた兵士の未消化分の検査を解消するた

めに、軍の「医学的追跡と検査」の方法の性能向上を要求

した。

「我々は、物ごとを見落としていないことを確かめるため

に監視をする必要がある。」と、マイヤーズは言った。システ

ムの短所は、ニューヨーク州兵第４４２憲兵中隊の９人の兵

士達が昨年イラクから帰ってから説明のつかない病気にか

かっていると言い私たちのところにやってきた後で本紙［デ

イリー・ニュース］の一連の独占リポートによって暴露され

た。本紙の依頼で行われた独立の検査は、彼らの内の４人

が劣化ウランの検査で陽性だったと結論づけた。

劣化ウランは比重が大きいために、砲弾と装甲車両の

装甲に使われる。１９９０年の陸軍による研究は、劣化ウラン

に「腎臓損傷を引き起こす化学的毒性」があるとした。

その兵士達は、軍の上層部がついに彼らの病気を深刻

にとらえていると聞いて元気づけられた。「それはすばらし

い」と、アウグスティン・マトス軍曹は言った。彼は劣化ウラ

ンのテストで陽性だった。「すばらしい、彼女[クリントン]はう

まく我々に注意を向けてくれた。」しかし、ホアン・ベガ軍曹

は、「それが現実になってから信じることにするよ」と言った。

クリントンがニュージャージーのフォート・ディックス基地

で治療を受けている数百人の兵士－－彼らは汚染を受け

たかも知れないので検査を待っている－－が検査待ちであ

ると告発した時、マイアーズはドキッとしたようだった。「私

はそういう報告を見たことはない。」とマイヤーズは言い、未

消化の検査の調査を約束した。

「我々の軍隊はもっとよい報いを受けるに値する」と、クリ

ントンはマイヤーズに言って聞かせた。クリントンにせき立

てられたマイヤーズは、軍の検査で見逃されているごく微

量の劣化ウランを見つけているドイツや日本で使われてい

る方法を調査するつもりだ、と言った。

ニューヨーク・デイリー・ニュース

米国防総省のウラニウム否定
PENTAGON'S URANIUM DENIAL

http://www.nydailynews.com/news/col/story/187818p-162614c.html

ホアン・ゴンザレス ２００４年４月２７日

米国防総省は、元第３装甲師団の戦車運転手ジェリー・

ウィートは劣化ウランの被曝による病気ではないと言う。か

つてアパッチ攻撃ヘリに劣化ウラン製の対戦車砲弾を積ん

だことがあるマーク・ゼラーもそうではないと言う。そしてダ

グ・ロッキー、彼は退役した陸軍少佐で湾岸戦争の後で劣

化ウランの危険を初めて評価したのだが、国防総省はロッ
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キーは科学的に見当違いをしていると言う。

この３人は湾岸戦争で胸を張って国のために働いた。そ

して３人全員が説明のつかない病気になって帰国した。湾

岸戦争に行く前に、彼らは劣化ウランのことなど聞いたこと

がなかった。その金属は最強の装甲さえ貫通する能力があ

る砲弾を製造するのに使われている。 湾岸戦争で初めて

使用され、今ではイラクで広く使われている。そして、イラク

戦争から帰還した兵士達が劣化ウラン汚染の検査で陽性

の結果となったのだ。

ウィートは、彼のブラッドリー戦車が誤射によって２度直

撃弾を受けたとき、恐ろしい衝撃を直接経験したと言う。

「それは、私のヘルメットを吹き飛ばして、そして私を車両

の前部に突き飛ばした」と、ウィートは言った。「後で、私の

装備と服は黒いホコリで覆われた。」 砲弾の爆発は、弾丸

のごく小さい幾つかの破片を彼の頭と身体に残した。

「誰も、我々にその時[劣化ウラン]が命中したと話してく

れなかった。」と、ウィートは言った。「私は２、３日間、晩は戦

車で眠った。全く心配しなかった。」数週間後に、ウィートは

ドイツの基地に送られた。そこでは彼の妻と３ヶ月の息子が

生活していた。それからだ、彼の問題が始まったのは－－ひ

どい頭痛、激しい腹の痛み、または複合した痛み、呼吸器

の問題と慢性疲労。彼は食べ物を吐かないではいられなか

った。彼の体重は、２２０ﾎﾟﾝﾄﾞから１６０ﾎﾟﾝﾄﾞまでがた落ちし

た。１９９１年１１月に退役して、彼はニューメキシコ州のラス・

クルスの家に帰ったが、職に就くことができなかった。

その次の年、彼の父は、医者が彼の体から取り出した砲

弾の検査の手配をした。ウィートはようやくその時に、放射

性の砲弾で撃たれたことを知ったのだ。彼は、劣化ウラン汚

染について検査するように陸軍と闘った。独立の検査は、

彼が劣化ウランに被曝したことを示した、しかし、ウィートは

軍医が１９９３年に天然ウランについてだけ検査をしたと言っ

た。そして医師は彼に、通常レベルの上限値だと告げた。

それ以来ずっとウィートは、劣化ウランに被曝した数千人の

湾岸戦争帰還兵のうちで陸軍が研究を続けている小グル

ープの一部となっている。

ゼラーは、第１０１空挺師団の第２２９ヘリコプター大隊に

勤めていた。彼は放射能で汚染されているイラク南部地域

で過ごした。「帰国したとき、私の毛が抜け落ち始めた。」

と、ゼラーは言った。「私の舌はいつも腫れ上がっている。私

は頭と首の痛み、あらゆる種類の腸の不具合のため、あまり

食べることができない。」ゼラーはまた短期的な記憶喪失

に悩んでいると言った。そして、血液検査の結果は、彼の赤

血球細胞の染色体が損傷を受けていることを明らかにし

た。軍医は彼が慢性の疲労に苦しんでいると話す。ジョージ

アに住んでいるゼラーは、戦争で肉体的な負傷をしなかっ

た。しかし彼もまた、陸軍の劣化ウラン監視プログラムに加

わることが認められた。

そして、ロッキー。１９９１年３月に、劣化ウラン砲弾が命中

し汚染された米国の車両の除染を監督するために、陸軍

は彼をサウジアラビアに送った。ロッキーは、兵士達が「Ｔシ

ャツと半ズボンで、何の防護もなしに」放射性の車両を除

染し、汚染された可能性のある場所で眠っているのを確認

した。彼は適切な道具を取り入れて、戦車とトラックを除染

した。ありとあらゆる用心にもかかわらず、ロッキーは、彼と彼

のチームの何人かのメンバーが汚染されてしまった、と言っ

た。「我々全員が直ちに呼吸器の、それから腎臓の不具合

にかかった。」と、ロッキーは言った。彼は、陸軍当局が２年

間も彼が高い放射能レベルにあることを話さなかった言う。

そして彼は、重要な記録がなくなったと主張する。

「私は、ロッキーが国に尽くしたことは尊敬する」と、マイ

ケル・キルパトリック、国防総省の配備健康支援局次長は

言った。しかしキルパトリックは、ロッキーが湾岸戦争での

戦闘損傷評価チームにおける彼の役割を誇張している、と

言う。「ロッキーは人々にたくさんの不安と心配を吹き込ん

でいる」と、キルパトリックは言った。「科学は彼が言うことを

支持しない。」帰還兵のグループの研究を陸軍が続けた結

果、如何なる「臨床上重要な健康結果」もない、例えウラン

のレベルが高い兵士であろうともだ、とキルパトリックは語っ

た。
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AP通信

米国防総省：「ウランはニューヨークの部隊に危害を加えなかった」
Pentagon: Uranium Didn't Harm NY Unit

http://www.military.com/NewsContent/0,13319,FL_uranium_043004,00.html

２００４年４月３０日

ワシントン－イラクで劣化ウランに被曝した後に病気にな

ったと言った州兵憲兵部隊のメンバーはこの金属（ウラン）

の異常な水準を示さなかった、と米国防総省当局者は木

曜日に語った。しかしその結果は、兵士の誰ひとりとして安

心させなかった。

ニューヨーク州のオレンジバーグに基地を置く、４４２憲兵

中隊のメンバー達は、頭痛、痛みと不眠の苦痛を訴えた。

私的な検査は今月、彼らの４人の尿中に健康に害のある水

準のウランが存在することを示した。

米国防総省によると、軍による更なる検査は劣化ウラン

の被曝が病気の原因ではないことを示したという。

「それらの兵士全員が、尿中のウラン濃度は通常の水準だ

った。」と、配備健康支援局次長のマイケル・キルパトリック

博士は述べた。

劣化ウランは、原子炉燃料あるいは核兵器の材料を作

るための濃縮ウランの副産物として生み出された硬くて重

い金属である。それは、天然ウランよりも約４０パーセント放

射能が低い、とキルパトリックは言った。

米軍はM１エイブラムス戦車とＡ－１０ジェット攻撃機が敵

の戦車の装甲版を貫通するために発射する砲弾にこの劣

化ウランを使用している。そのことが兵士や民間人に不必

要な危険を引き起こすと非難されている。「これがあなたの

体の外にある限り、全く危険はない。そして、それを環境か

ら体内に取り込む可能性は極めて小さい。」と、キルパトリッ

クは言った。

ほとんどの研究は、劣化ウランへの被曝が兵士に害を与

えないことを示している。しかし、２００２年の英国王立学士

院による研究は、十分多くの劣化ウランを摂取するかまた

は吸い込んだ軍人がおり、腎臓損傷を経験するかも知れな

いと表明した。同報告は、その結果が結論に達したもので

はないと警告し、劣化ウランに被曝した兵士達の長期の研

究を勧告したのである。

イラクから帰還している約１,０００人の兵士が、劣化ウラン

の被曝の検査を受けた。それらのうちで、３人は尿のサンプ

ルで健康に害のある水準を示した。この３人は全員、体内に

破片が入っていた、とキルパトリックは述べた。

兵士達は劣化ウランの検査を受けるかどうかを決めなく

てはならない。第４４２部隊の全てのメンバーは希望すれば

検査を受けることができる、とキルパトリックは言った。部隊

の２７人のメンバーが今までのところ検査を受けた。

中隊メンバーの一人、レイ・ラモス軍曹は、最新の結果は

彼を安心させるものではなかったと述べた。彼は、９月にイ

ラクから帰って以来、偏頭痛、呼吸障害、肘の痛みに苦しん

できた。

以前の検査は、劣化ウランが部分的に彼の苦痛に責任

があったかも知れないと示唆した。彼は、結果を比べるため

に独立した医者に第３のテストしてもらうつもりだと語った。

「私が病気になるとき、あるいはやがて病気になるという

時に備えて準備をしておきたい。」と、ニューヨーク市のラモ

ス(４１歳)は言った。

米国防総省は、体内に劣化ウランの破片を埋め込まれ

た最初の湾岸戦争からの帰還兵７０人の退役軍人の一団

をモニターリングしている。キルパトリックは彼らの誰も劣化

ウランに関連する健康上の問題を示さなかったと言った。

核政策研究所の代表で湾岸戦争帰還兵でもあるチャ

ールズ・シーハン・マイルズは、劣化ウランに関する不安が

妥当かどうか確かめるために、軍はイラクから帰還する全て

の兵士を検査すべきだ、と語った。
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ニューヨーク・デイリー・ニュース

病気のＧ.Ｉ.達のはっきりしない事実
MURKY FACTS ON SICK G.I.S

http://www.commondreams.org/views04/0507-13.htm

ホアン・ゴンザレス ２００４年５月６日

イラクから帰ったニューヨーク州兵部隊の隊員のうち、こ

れまでに検査を受けたどの兵士からも劣化ウランの検査で

陽性の結果を得なかった、と国防総省の医者が今週語っ

た。「処理されたどの尿サンプルも測定できるほどの量の劣

化ウランを含んでいない」と、メリーランド・アバディーンにあ

る陸軍の健康増進・予防医学センターのマーク・メランソン

中佐は言った。

検査結果は予備的なものだ、とメランソンは言った。そし

て彼は今、それぞれの兵士の検査を分析した完全な報告

書を待っているところだ。第４４２憲兵中隊のうち、全部で５６

人の兵士が、先月ワシントンのウォルター・リード陸軍病院

かニュージャージー州のフォート・ディックスで尿サンプル

を提出した。そしてその大半はまだ分析されていない、とメ

ランソンは言った。たとえ、もし何人かの兵士の体内にわず

かな量があるにしても、「劣化ウランの吸入に関する安全レ

ベルというものが存在する。個人は１年あたり１㌘までなら５０

年間毎年吸い込んでも大丈夫だ。」と、メランソンは言う。

「それは全くばかげたことだ」と、アサフ・ドラコビッチ博士

は主張する。彼は陸軍の予備役大佐で退役軍人省の病

院の核医学の元責任者である。

ドラコビッチと科学者のチームは、本紙［デイリーニュー

ズ］の依頼で第４４２部隊の９人の兵士を検査して、彼らのう

ちの４人が劣化ウランで汚染されたとの結論を下した。ドラ

コビッチは、４人が劣化ウラン製の弾丸の爆発でできた放

射性のホコリを吸い込んだことは「ほとんど確実だ」と言う。

陸軍によって検査された最初の一団にはドラコビッチ博士

が検査した９人が含まる。

「彼らの設備は、いくつかの種類のウラン同位元素を正

確に測ることができない」と、ドラコビッチは言う。彼は陸軍

の研究所の予備的な報告を読んだ。ドラコビッチは、１９９１

年の湾岸戦争から帰還した兵士の一団が劣化ウランで汚

染されたことを発見した最初の軍医であった。彼はそれ以

来、戦争で劣化ウランを使用することへの反対者であり劣

化ウランの専門家になった。

メランソンは、放射線が事実上全身に均等に広がるとの

「誤った仮定」を使っている、とドラコビッチは言った。「吸い

込まれた劣化ウランのホコリは、肺から近くのリンパ腺へ移

る。そして、そこでそれは強烈なアルファ放射線で、すぐ近

くの少数の細胞を攻撃するのだ。」と、ドラコビッチは言っ

た。

劣化ウランに安全レベルが存在するというメランソンの

主張も、放射線防護と測定に関する全米評議会のメンバ

ーで、オークリッジ国立研究所の上級研究者であるリチャ

ード・レゲットによって疑問を投げかけられている。「劣化ウ

ランについてどこからが危険かという点については多くの不

確かさがある」と、レゲットは言った。「誰も確かなことは分か

りません。」劣化ウランは極めて重い金属であり、その「化学

的毒性」は放射能よりも大きい問題でさえある、とレゲット

は言った。

「私が知っているのは、私がまだ体調が悪いということだ

けだ、そして、陸軍はなぜそうなのかを説明しようとしな

い。」とレイ・ラモス二等軍曹は言った。彼は専門家の一斉

攻撃を浴びたうちのひとりである。ラモスと他の兵士達は、

彼らがイラクのサマワという町に配備された昨夏以来、慢

性疲労、偏頭痛、泌尿器の病気、強い関節痛や他の原因

不明の病気に苦しんできた。「陸軍は、私は（劣化ウランに）

陰性だと言い、一方ドラコビッチ博士は私が陽性だと言う。

そこで私は今、第３の独立した検査をして欲しいのだ。」と、

ラモスは言った。

兵士達が言うには、本紙［デイリーニュース］が彼らの苦

境について報道し始めた後で、ようやく陸軍が検査するこ

とに同意した。特に、第４４２部隊についての報道を引用し

た先週のメモの中で、陸軍医学本部のジェームス・ピーク

中将は、医学部門の責任者全員に現在の劣化ウランのモ

ニタリング政策の再確認を求めた。「もし、・・・患者が、ＤＵ

の被曝の可能性に関して妥当性のある懸念を表明し、尿

のバイオアッセイ（生物学的検定法）を要求したら、検定が

命じられるべきである」とピークは言った。

「それは、かなり以前からの政策だ、しかし、ある人々はそ

れを十分真剣に受け取らなかった。」と、ウォルター・リード

病院の予防医学の長ダグラス・ハック大佐は認めた。それ

でも、ペンタゴンの現在の劣化ウランに対する政策は、英
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国と比べると気を配っているとは言えない。英国ではイラク

に配備された英国兵士一人一人が以下のように書かれた

財布大のカードを国防省から持たされているのだ。

「あなたは、劣化ウラン弾が使用された戦域に配備され

ました。ＤＵは弱い放射性を持つ重金属です。それは病気

を引き起こす可能性があります。あなたは配備の間にＤＵ

を含むホコリに曝されるかも知れません。」カードの裏面は、

各々の兵士に助言している；「あなたは、ウランを測るため

の尿検査をする資格があります。・・・本国の基地に帰還し

たら、あなたの部隊の医療担当者に相談して下さい。」
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イラク戦争劣化ウラン情報 No.23 ２００５年２月１７日

・・・ＮＨＫ ＢＳ 世界のドキュメンタリー ２００５／０１／０４・・・・・

「イラク 劣化ウラン弾被害調査
ーードイツ人医師１３年の足跡ーー 」について

（１） 今年の年明け早々１月４日に、NHK・BSの「世

界のドキュメンタリー」で『イラク 劣化ウラン弾

被害調査－ドイツ人医師１３年の足跡－』（原題「医

師と放射能に汚染されたイラクの子どもたち」）が放

送されました。

このドキュメンタリー番組は、英米軍が今回のイ

ラク戦争で使用した劣化ウラン弾によると思われる

子どもたちの被害を調査するドイツのジークヴァル

ト＝ホルスト・ギュンター博士とウラニウム医療研

究センター（ＵＭＲＣ）が２００３年９～１０月に

行ったイラク被害調査と彼らの活動を取り上げたも

のです。

※なお、この番組の存在については、「イラク戦争劣化ウラ

ン情報 No.２０」（２００４年９月６日）「ＵＭＲＣからの

新しい情報について」に詳しく取り上げています。この番

組に対するコメントや紹介も翻訳しました。「翻訳資料１

新しいビデオへのテッド・ウェイマンのコメント」「翻訳資

料２ トラップロック平和センターのビデオ紹介」参照。

併せてもう一度ご覧ください。

http://www.jca.apc.org/stopUSwar/DU/no_du_report20.ht

m

（２） この調査の結果については、２００４年４

月にＵＭＲＣのアサフ・ドラコビッチ博士が日本で

講演し、イラクの土壌、水、住民の尿、サマワに配

備された米兵士の尿から劣化ウランを検出したこと

を報告しました。われわれが恐れていたようにイラ

ク全土が汚染されていること明らかにしたものです。

この調査の分析費用は世界中の市民からカンパでま

かなわれており、その中でもとりわけ日本の市民か

らの寄付が大きな位置を占めています。その調査を

紹介したという意味で、この番組は実に貴重なもの

でした。

※「４・１４ UMRCアサフ・ドラコビッチ博士講演会 in OS

AKA－－サマワ帰還米兵、イラク住民の劣化ウラン被曝－－

イラクウラン被害調査緊急集会報告 イラク全土が劣化ウ

ランで汚染されている」参照。

http://www.jca.apc.org/stopUSwar/UMRC/durakovic_in_osaka

2.htm

（３） 私たちにとって嬉しかったことは、ＵＭＲ

Ｃの活動と同様にドイツのギュンター博士の活動を

見る事ができた事です。ドイツ政府によって逮捕さ

れながら、また何者かによって殺されそうになりな

がらも、あくまでも劣化ウラン弾の被害を明らかに

しようとする博士の姿が印象的でした。この点では、

同様の厳しい圧迫の下で劣化ウランの被害を科学的

に明らかにしようとするＵＭＲＣとドラコビッチ博

士の姿勢と共通し、私たちの胸に訴えるものでした。

またこの放送は、これまで劣化ウラン弾の問題を

取り上げてこなかったNHKの劣化ウラン弾に関する初

めての放送でもありました。

すでに多くの方が放送をご覧になったと思います

が、記録のためにも以下に番組の要約を紹介します。

前号でお知らせしたようにドラコビッチ博士は、３

月９日に、京都の同志社大学に来られ講演をなさい

ますので、お近くのかたで関心をお持ちの方は是非

お出かけください。長文になる事をお許しください。
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ビデオ紹介 ＮＨＫ ＢＳ世界のドキュメンタリー

「イラク 劣化ウラン弾被害調査－ドイツ人医師１３年の足跡－」
制作：オチョアワグナー プロダクション（ドイツ2004年）

番組は７９歳のドイツ人医師ギュンター博士とカ

ナダのウラニウム医療研究センターＵＭＲＣのテッ

ド・ウェイマン氏がイラク戦争の劣化ウラン影響調

査に向かうところから始まります。１９９１年の湾

岸戦争後、大勢の兵士や民間人が身体に異常をきた

しましたが、ギュンター博士たちは劣化ウラン弾が

原因だと考えています。ギュンター博士は「私は、

イラクで４０年間働いてきました。この地域で以前

ウランを含んだ砲弾の破片を見つけたことがありま

す。同時に、重い病気が急増していることを知りま

した。２００３年のイラク戦争の後、こうした被害

がさらに増えているのではないかと思い、調査に来

ました。」と言います。ウェイマン氏は「分析のため

に、爆撃にさらされた人たちの尿のサンプルを集め

に来ました。できれば、肺からもサンプルを取りた

いですし、土壌や水も調べたいと思っています。ア

メリカ軍やイギリス軍が使った劣化ウラン弾が、人

々や環境をどの程度汚染しているか、知りたいんで

す」と言います。この時に採取された住民の尿サン

プルなどから劣化ウランが検出されました。イラク

の人々は米英軍が使用した劣化ウラン弾で明らかに

汚染されたのです。

バスラからクウェート国境へ向かう道は、湾岸戦

争でも今回の戦争でも戦場となりました。ギュンタ

ー博士は、劣化ウラン弾で破壊された戦車を見つけ、

放射線量を測定しました。「この戦車の残骸は劣化ウ

ラン弾で破壊されたものです。砲塔に弾が当たった

痕があります。放射線量を測定してみましょう。カ

ウンターの針が赤い方に触れているのがはっきりと

分かります。劣化ウラン弾は、貫通するときにすさ

まじい熱を発します。戦車の中の兵士を一瞬で灰に

し、飛び散った酸化ウランが周りの環境を汚染する

のです」（ギュンター博士）

バグダッド近郊では、テッド・ウェイマン氏とイ

ラク人医師イクラム・シェイクリーが調査を進めて

います。そこは、アメリカ軍が軍用車のスクラップ

ヤードとして使っていた場所です。ウェイマン氏た

ちは土壌やチリのサンプルを集めます。驚いた事に

このスクラップヤードには子どもたちがスクラップ

を売るためにたくさん出入りしています。積もった

チリが、トラックが通り過ぎる度にもうもうと舞い

上がります。奥に行くに従ってガイガーカウンター

の数値がどんどん上がります。

■ ギュンター博士とドラコビッチ博士 －－劣化ウランの危険と闘う二人の医師

湾岸戦争後、長い間、劣化ウラン弾の危険性は知

られていませんでした。この戦争で、多国籍軍は主

にバスラの南方で３００トンもの劣化ウラン弾を使

用しました。

ギュンター博士は、劣化ウラン弾の影響について

何も知らないまま、戦後のバスラに入ったのです。「１

９９１年１０月、国連の経済制裁発動後のイラクに

呼ばれました。医療体制を視察するためです。病院

は機能していませんでした。小児病院は、満員状態

で伝染病が蔓延し、子どもたちは栄養失調で瀕死の

状態でした。私は、４０年間、イラクで医療に携わ

ってきましたが、湾岸戦争前には見られなかった病

気が多発していました。９１年末から９３年にかけ

て、白血病や先天性障害などの異常が沢山認められ

たのです」（ギュンター博士）。

ギュンター博士は、子どもたちの病状を写真で記

録し始めました。子どもたちは、放置された砲弾や

戦車のすぐそばで、遊んでいます。これが、白血病

の急増と関係しているのでしょうか？ また、ギュ

ンター博士が診察した子どものほとんどは、父親が

バスラ南方の戦車戦で戦っていたことが分かりまし

た。ウクライナのチェルノブイリ原発事故の後も、

先天性の障害を持つ子どもが、大勢産まれています。

１９９１年末、ギュンター博士は報告書を書き始め

ました。子どもたちの病気は、劣化ウラン弾の放射

線によるものだと主張したのです。最初の報告はド
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イツの新聞各紙に掲載されました。

１９９２年に、ギュンター博士は思い切った行動

に出ました。イラクで見つけた劣化ウラン弾に放射

性があることを証明するため、砲弾をベルリンに持

ち込んだのです。しかし、フンボルト大学では、非

常に毒性が強く放射性があると分析され、関わりた

くないので工科大学に持っていってくれ、と言われ

ました。工科大学に行くと、今度はベルリン自由大

学の放射線研究所に持っていくよう言われました。

研究所では、『今日は金曜日なので預かれない。月曜

日にまた来るように』と言われました。

月曜日にまた出直すと、１６人の警官が待ち構え

ていて、放射性の砲弾を持ち込んだ「罪」でギュン

ター博士は逮捕されてしまいます。取り調べの結果、

ギュンター博士は起訴され３０００マルクの罰金を

課せられました。罰金の支払いを拒んだためギュン

ター博士は、５週間、刑務所に入れられました。し

かし、これで、イラクから持ち込んだ砲弾に放射性

があることが証明されたのです。

ウラニウム医療研究センターの医師（所長）のア

サフ・ドラコビッチ博士は、アメリカ国防総省に１

２年間勤務し、湾岸戦争症候群の兵士の症状を研究

してきました。

ところが、劣化ウラン弾が病気の原因ではないか

と公言した途端、圧力をかけられたと言います。「私

は内部告発に踏み切りました。なぜならアメリカ政

府は湾岸戦争の帰還兵を人知れず死なせるべきだと

考えていたからです」（ドラコビッチ博士）。湾岸戦

争後、ドラコビッチ博士が治療に当たった３０人の

兵士たちは原因不明の病気に悩まされていました。

ドラコビッチ博士は、放射線の影響を疑いました。

患者の尿を中性子放射化分析という方法で分析した

ところ、劣化ウランに陽性という結果が出ました。

その途端、誰もが本当のことを語ろうとしなくなり、

調査をやめるよう圧力をかけてきたのです。ドラコ

ビッチ博士は、国防総省を辞め、自ら設立した医療

研究センターで調査を続けました。「３０人の患者の

内、過半数から高濃度の劣化ウランが検出されまし

た。この分析結果を見て、もはや議論の余地はない

と思いました。」（ドラコビッチ博士）

■ 生命の危険を感じながら

米英政府が劣化ウラン弾の危険性を隠し続けてい

るために、劣化ウラン弾の危険性や被害の調査に取

り組み、警告を発することは生命の危険さえ伴いま

す。ドラコビッチ博士は劣化ウラン弾は危険だ、と

公表したとき、経歴に傷が付いてもいいのか、と脅

されました。それでも彼が活動を止めないと、かつ

ての同僚たちが、次々と『頼むからこんな活動は止

めてくれ。君にとっても軍にとっても何一つ良いこ

とは無いんだから』と電話をかけてきました。その

後、身の危険を感じたドラコビッチ博士は、カナダ

に移り、身を隠しながら生活しています。

ギュンター博士もまた身に危険を感じています。

ギュンター博士は道を歩いていて、自動車に意図的

にはね飛ばされ、水路に落とされ重傷を負わされま

した。警察は車のナンバーを覚えていないのならわ

からないと、そのまま何の進展もありません。

なせギュンター博士にこのようなことが起きたので

しょうか？「一体誰がこんなことをしたのか、と考

えました。ドイツには、私のことを快く思っていな

い人たちがいます。劣化ウラン弾の技術を開発した

のは、ドイツだと言うことに気付いたからです」。軍

需産業のラインメタル社が、１９７２年と７３年に

先端にウランを使った砲弾の開発に取り組んでおり、

軍需企業ＭＢＢも１９９６年までの１７年間、劣化

ウラン弾をテストしていたというのです。

■ 帰還兵に広がる被害

湾岸戦争症候群に苦しむ帰還兵は、１５万人に上

ると言われますが、アメリカ、イギリス両政府は、

劣化ウラン弾との関連性を否定しています。ギュン

ター博士は、ハンブルクで開かれた会議で、科学者

と意見交換を行いました。アメリカの帰還兵に先天

性の障害児が生まれる割合は、通常の３倍にも達す

るというデータが示されました。

１９９１年の湾岸戦争で、米軍と英軍は初めて劣

化ウラン弾を使用しました。兵士たちはその威力に

驚きました。「劣化ウラン弾が命中したときの光景は、
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まるでスローモーションを見ているようでした。弾

が装甲を突き抜ける間２－３秒の間があって、それ

から戦車が爆発したんです。まるでバターにナイフ

を刺すように簡単に貫通しました。」（英湾岸戦争帰

還兵ケニー・ダンカン）。しかし、帰国してから多く

の兵士が身体の異常を訴えたり、子どもに先天性異

常が現れたりしたのです。

ケニー・ダンカンの息子ケネスは９歳です。一見、

健康に見えますが、足の指はくっつき、耳にも異常

があります。免疫力が弱いため、ひどく疲れやすく、

頭痛に悩まされています。父親のケニー・ダンカン

は、湾岸戦争で破壊された戦車の修理に当たってい

ました。中には、味方の誤射で劣化ウラン弾に被弾

した戦車もありました。

戦争前は健康だったケニーが、一変して体調不良

を訴えるようになりました。ケニーの妻は次のよう

に述べます「特にこの５年ほどで症状が悪くなりま

した。夜中にひどいけいれんを起こすようになった

んです。引きつけを起こしたように筋肉がけいれん

して、薬物治療を受けていますが、心配で仕方あり

ません。」

生化学者アルブレヒト・ショットは、ケニー・ダ

ンカンの遺伝子を調べました。その結果、著しい数

の異常を確認しました。「ケニーは、かつて健康体で

何の問題もありませんでした。染色体も正常だった

んです。しかし、放射線にさらされてから、染色体

は傷つき始めました。問題は、ケニーだけではあり

ません。彼には、３人の子どもがいますが、調べた

ところ、全員に深刻な遺伝子異常が見られるんです。

劣化ウランは燃焼すると微粒子になり、身体のあら

ゆる部分に入り込みます。リンパ球、脳や肝臓、そ

して、精子や卵子にも入り込んでしまいます。その

ため、ケニーの子どもたちに遺伝子異常が出てしま

ったのです。当然、孫の世代にも同じように異常が

受け継がれる恐れがあります。そのまた次の世代に

もです。」（ショット）。２００４年２月、裁判所は、

ケニー・ダンカンの健康被害を劣化ウラン弾による

汚染が原因だと認めました。帰還兵の病気が、劣化

ウランのせいだと認められたのは、これが初めてで

した。

湾岸戦争時、イギリス軍の戦車に劣化ウラン弾を

積み込む任務に就いていたジェニー・ムーアは、戦

後、双子を妊娠しましたが彼女にも異変が現れまし

た。ムーアは、二度目の妊娠でも子どもを流産した

のです。胎児には眼がありませんでした。

「新聞を読んで、眼のない子どもがアメリカでも大

勢生まれていることを知りました。それで私の赤ち

ゃんも湾岸戦争症候群の犠牲になったんだと分かっ

たんです」（ムーア）。ジェニー・ムーアは憤ります。

「もしもイギリス政府が、帰還兵５万２千人が全員

死ねば、この問題は自然に解決するとほんの少しで

も考えているとしたら、それはとんでもない間違い

です。５万２千人の殆どが家族を持っているからで

す」。

■ イラク現地汚染調査

ウラニウム医療研究センターのウェイマン氏とシ

ェイクリー医師はバグダッドやバスラなど１０数カ

所を調査して回りました。各地でホコリや住民の尿

サンプルを採取しました。激しい戦車戦が繰り広げ

られたバグダッド南部で、彼らは土壌を検査し、劣

化ウランの痕跡を探していて、その危険な場所のす

ぐそばで食べ物や飲み物が売られているのを発見し

ます。「ここは戦車戦のあった場所なんです。すぐそ

こにも戦車が撤去された跡が残っているでしょう。

放射線量は、通常のおよそ１００倍から１５０倍で、

これまでで一番高い数値です。」（ウェイマン）「当然、

立入禁止区域にすべきレベルです。とても人が行き

来して良いような状態ではありません。」（シェイク

リー）。また、彼らはバグダッドで空爆によって破壊

されたビルも調査しました。彼らはテレビ局が６階

分の床を突き抜けた爆弾で破壊された事を知って、

このレーザー誘導爆弾にも劣化ウランが使われたの

ではないかと考えています。

イラクのバスラでは、湾岸戦争でもイラク戦争で

も激しい戦闘が繰り広げられました。イギリス軍は、

汚染された戦車はすでに撤去したと言います。しか

し、大規模な戦車戦があったアブ・カシブ近郊でウ

ェイマン氏は、劣化ウラン弾で破壊された戦車を何

両も見つけました。「この戦車の放射線量は、自然界

に存在する放射線量の２万倍もの値を示していま

す。」とウェイマン氏は言います。撮影の中でもガイ
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ガーカウンターの針は振り切れ、アラームが危険を

知らせています。彼らは更に劣化ウラン弾が当たっ

た近くの製氷工場の貯蔵タンクも調べます。この水

からは、ＷＨＯが定める安全基準値の６倍から８倍

の濃度のウランが検出されました。

■ 分析結果は住民、兵士の劣化ウラン汚染を証明

ウェイマン氏らが採取したサンプルは、ドイツの

フランクフルトにあるゲーテ大学鉱物学研究所で地

質学者アクセル・ゲルデス博士が超高感度の質量分

析機で調べています。ゲルデス博士は次のように述

べます。「バグダッド南部には、激しい戦闘が行われ

た場所があります。そこで集めた土壌サンプルから

劣化ウランを検出しました。

その濃度は、あまりにも高く、放射線の量は、自

然界にはあり得ない程でした。」「（こんな場所では）

当然のことながら、劣化ウランを吸い込んでしまう

危険性が、格段に高くなります。しかも、戦闘地域

に近づかなければ安全というわけではありません。

劣化ウランを含んだチリは、周囲一体に飛び散るか

らです。劣化ウランは、土壌の中に、半永久的に残

り、住民は、危険にさらされ続けるのです。」「ウェ

イマン氏とシェイクリー医師は、イラクに２週間滞

在しただけですが、特にウェイマン氏は、高いレベ

ルで汚染されていました。もちろん、現地の人々は、

汚染される危険が遙かに高く、もう何年もそういう

状況の中で暮らしていることになります。」

ゲルデス博士は、イラク戦争の帰還兵から集めた

尿のサンプルも分析しました。これからも高濃度の

ウランが見つかりました。「帰還米兵の尿のサンプル

を分析したところ、４割近くから劣化ウランを検出

しました。被験者の３割から４割が、汚染されてい

たのです」。さらに、イラクで集めた土壌や尿のサン

プルを超高感度の装置にかけたところ、殆どから高

い放射性のあるウラン２３６が検出されました。「多

くのサンプルからウラン２３６を検出しました。こ

れは自然界には存在しないウランなんです。ウラン

２３６は、原子力発電所でできる同位元素です。ま

た、プルトニウムもできます。問題は、このプルト

ニウムが混入している危険性があると言うことです。

もちろん、そのほかの放射性物質も含まれているか

も知れません。それらは、人体に大きな影響を及ぼ

すことになります」。

■ ボスニア、セルビア、ＮＡＴＯ軍兵士にも汚染が

番組はイラクだけでなく、アメリカとイギリスが

１９９５年に劣化ウラン弾を使用したボスニア・ヘ

ルツェゴビナ紛争も取り上げます。サラエボの西、

セルビア軍の工場があったハジッチは、NATO軍の爆

撃にさらされました。今でもこの村では、放射線が

検出されます。スラヴコ・ズドラーレ医師は「私た

ちは紛争後、この地域の白血病の発症率を調べまし

た。すると、紛争の前よりも遙かに発症率が上昇し

ていることが分かったのです。特定の血液疾患で見

ると、紛争の前と比べて５倍から６倍にも上げって

いるものもありました」と言います。ハジチが空爆

された後、３５００人の住民が、ボスニアのセルビ

ア人地区、ブラトナスに移住しました。しかしこの

時すでに、多くの住民が、健康を損なっていたと言

われています。その後、５年間で、ハジチから移住

した３５００人の内、ほぼ３分の１に当たる１１１

２人が、悪性の腫瘍が原因で死亡しました。

セルビア共和国のノヴィパザルは、コソボ自治州

との境にあるイスラム教徒の多い町で、ここにも劣

化ウラン弾が投下されました。住民の家屋も被害を

受けました。ボスニアと同じく、ここでも悪性腫瘍

の発症率が急増しました。特に、白血病は、若い人

たちの間にも広がっています。

被害を受けているのはバルカンの住民だけではあ

りません。コソボ自治州に駐留しているイタリア、

スペイン、ポルトガルの兵士にも白血病が広がって

います。ドイツ軍には、健康被害はないと発表され

ていましたが、内部資料によって、プリツレンの兵

士たちが、肺疾患にかかっていたことが明らかにな

りました。
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■ この子はもう助からない－－子どもたちに多発する病気

ギュンター博士は、バスラの産科小児科病院に向

かい、恐れていた事態を目の当たりにしました。湾

岸戦争後、悪性の腫瘍を発症した人は１０倍に、先

天的に障害を持つ新生児の数は２０倍に跳ね上がっ

たのです。バスラ産科小児科病院の医師ジャナン・

ハッサンは次のように言います。「バスラと同じよう

に、今度はバグダッドで悪性の腫瘍が急増するので

はないか、と心配しています。イラク戦争では、バ

グダッドの広い地域が、劣化ウラン弾の爆撃にされ

されたからです。この病院では、頭や手足、鼻や眼

の無い先天性の障害を持つ赤ちゃんが産まれていま

す。戦争前は、出産したお母さんは、まず男の子か

女の子か、と聞いたものでしたが、今では真っ先に、

異常はないか、と聞くようになりました。障害を持

つ赤ちゃんを３人産んだ女性は、夫から離婚されて

しまいました。夫は、赤ちゃんの異常を産んだ妻の

せいにするのです。みんな兵士の子どもたちです。

悪性の腫瘍は、大人だけでなく、小さな子どもたち

にも広がっています。特に白血病やリンパ腫が多く

見られるようになりました。」

ギュンター博士は言います。「こうした子どもたち

が助かる見込みは殆どありません。本当に忌まわし

い状況です。見ているのがつらいです。殆どの場合、

母親が子どもを家に連れて帰り、そこで亡くなりま

す」。撮影から二日後、その７歳の少年も亡くなりま

した。
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戦争の最も小さな犠牲者
彼は劣化ウランに被曝した。彼の娘は代償を払っているのかもしれない。

ホアン・ゴンザレス
http://www.nydailynews.com/front/story/236934p-203326c.html

２００４年９月２９日 ニューヨークデイリーニューズ

２００３年９月初め、陸軍州兵特殊部隊員ジェラ

ルド・ダレン・マシューは急病に襲われ、イラクか

ら故郷に戻された。マシューの顔の片側は毎朝はれ

るようになった。彼は、絶え間なく偏頭痛を感じ、

目はかすみ、一時的に失神したり、排尿の度に焼け

るような痛みを感じるようになった。陸軍は詳細な

検査のために、ワシントンのウォルター・リード陸

軍医療センターに彼を移したが、そこの医者は、何

が悪いのか説明できなかった。

彼が帰ってすぐ、彼の妻ジャニスは妊娠した。６

月２９日、彼女は女の子、ビクトリア・クローデッ

トを産んだ。赤ちゃんは、３本の指と右手の大部分

が欠けていた。マシューと彼の妻は、ビクトリアの

ショッキングな形成異常が、父親の病気および戦争

と関係があると考えている。特に、家族のどちらに

も先天的欠損症の履歴がないからだ。彼らは、不気

味に類似した形成異常を持って生まれたイラク人の

赤ん坊の写真を見たことがある。

６月、マシューはデイリー・ニュースに連絡をと

り、彼の尿のスクリーニングをしてくれる独立した

研究所を手配してくれるよう、我々に依頼した。こ

れは、別の州兵の部隊、第４４２憲兵隊の７人の兵

士のうち４人が劣化ウラン（ＤＵ）に陽性を示した

と、デイリー・ニュースが報告した後のことだった。

マシューの尿の独自検査の結果、彼がＤＵに陽性で

あることがわかった。ＤＵとは、核施設で天然ウラ

ンの濃縮に伴って生み出される低レベルの放射性廃

棄物である。鉛の２倍重いため、ＤＵは、ペルシャ

湾岸戦争以来ペンタゴンによって、エイブラムス戦

車の装甲に加えて、ある種のタイプの「タンクバス

ター（対戦車）」砲弾に使用されてきた。

放射線被曝は、いくつもの調査研究で、被曝した

者の子供の先天的欠損症と関係づけられてきた。「私

の夫は祖国のために戦うためイラクへ行きました。」

「私は、陸軍が、起こったことに対する責任をとる

べきだと思います。」とジャニス・マシューは言った。

夫婦は、４月に、レノックス・ヒル病院での胎児の

定期的な超音波診断で、赤ちゃんの指が欠けている

ことを初めて知った。

マシューは、イラクでは、ハーレムから送り出さ

れた第７１９輸送部隊のトラックの運転手だった。

彼の部隊は、クウェートの陸軍基地から最前線まで、

あるいは遠くバグダッドまで補給物資を運んだ。彼

によれば、被弾した戦車や破壊された車両部品を、

トラックの平台に積んでクウェートへ運んで帰った

こともあると言う。

生まれる前の子供の形成異常について知った後、

マシューはすぐにＤＵに関して彼の尿を検査してく

れるように陸軍に依頼した。４月には、彼はニュー

ジャージ州フォートディクスで、除隊を待つ間に、

２４時間分の尿サンプルを医者に提出していた。５

月、陸軍は、偏頭痛と、突発性血管浮腫──原因不

明の慢性的なはれ──と呼ばれる症状に対して、彼

に４０％の障害者年金を与えることを認めた。

しかし、マシューは、陸軍によるＤＵの検査結果

を知らされなかった。検査の５か月後の先週、フォ

ートディクスに電話すると、彼の尿標本の記録は何

もないと伝えられた。幸いなことに、マシューは陸

軍の官僚だけに頼ったのではなかった。彼はデイリ

ー・ニュース社を訪れた。今年の初め、デイリー・

（写真）不可解な病気になり、

イラクから故郷に戻された州兵

ジェラルド・ダレン・マシュー

は、形成異常の手を持つ女の赤

ちゃん、ビクトリアを抱いてい

る。彼はウラニウム汚染が陽性

だと判定された。
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ニュース社は、第４４２部隊の州兵の尿サンプルを、

元軍医アサフ・ドラコビッチとドイツ・フランクフ

ルトのゲーテ大学の地質学者アクセル・ゲルデスに

提出していた。ドイツの研究室は、微量のウランの

検査を専門にしている。その検査は、１回あたり１,

０００ドルもかかる複雑な手続きだ。その研究室は、

フェントグラム──１０の１５乗分の１グラム──

というわずかな量を検出することができる、世界で

およそ５０ある研究室のうちの１つだ。

２、３か月前、デイリー・ニュース社はゲルデス

に、マシューの２４時間分の尿サンプルを提出した。

対照群として、デイリー・ニュースのリポーター２

人の２４時間分の尿サンプルも、研究室に提出した。

３つの標本には、文字Ａ、Ｂ、Ｃの印だけがつけら

れていたので、研究室にはどのサンプルが兵士のも

のかわからないようになっていた。３つをすべて分

析した結果、サンプルＡ──マシューの尿──だけ

がＤＵの明瞭な形跡を示したと、ゲルデスは報告し

た。それには、標本Ｂ、Ｃより「４～８倍高い」総

濃度のウランが含まれていた、とゲルデスは報告し

た。

引退した科学者で、ウラン同位体を測定する計器

の１つを発明した、レオナルド・ディーツは、「その

レベルは、彼がＤＵにさらされていたことをかなり

確定的に示している」と述べた。陸軍のガイドライ

ンによれば、ゲルデスがマシューで見つけた総ウラ

ン濃度は、ほとんどのアメリカ人にとって許容基準

内にある。しかし、ゲルデスは、ＤＵのわずかなレ

ベルであっても懸念の理由になると指摘して、陸軍

の基準に疑問を呈した。「マシューの尿のＤＵのレベ

ルが低くても」、「我々が彼の尿から検出するＤＵは、

肺の中の濃度では１,０００倍高い可能性がある。」

とゲルデスは述べた。

ＤＵは、環境中に存在する天然ウランには似てい

ない。天然ウランは、食べ物や飲み物とともに摂取

する可能性があるが、２４時間以内に身体から排出

される。しかしながら、ＤＵに汚染された塵は、典

型的には肺に吸い込まれ、絶え間なく低線量の放射

線を出しながら、そこに何年も残る可能性がある。

「私は気が動転して、混乱している」マシューは

言った。「私は答えがほしいだけだ。彼ら［陸軍］は

私の赤ちゃんを世話してくれるのか？」

■ 我々は兵士の病気を追跡する

過去５か月間、デイリー・ニュースのコラムニス

ト、ホアン・ゴンザレスは、不可解な病気にかかっ

たイラク帰還兵の状態を、時系列で記録してきた。

他にない彼の画期的な調査は、４月４日第１面の記

事から始まり、劣化ウラン汚染がペンタゴンが認め

るよりはるかに広範囲であることを示唆してきた。・

デイリー・ニュース社の要請で、イラクで従軍した

ニューヨーク州陸軍州兵の歩兵中隊の兵士９人が劣

化ウラン砲弾による放射線に関して検査を受けた─

─そして、病気の兵士のうち４人は、陽性と判定さ

れた。

・ゴンサレスの記事が出た翌日、陸軍当局は、ロッ

クランド郡の中隊、第４４２憲兵隊のすべての帰還

兵を急いで検査した。

・週末までに、スキャンダルの反響はニューヨーク

州のオールバニーにまで及び、戦争から帰還した病

気の兵士によりよい検査と治療を行うようペンタゴ

ンに要求する政治家のリストには、パタキ州知事も

加わるほどになった。

・ゴンサレスによる暴露は、検査を要求する巨大な

声の引き金を引いた。４月中旬までに、８００人の

兵士が陸軍に尿サンプルを提出し、さらに何百人も

が検査の予約を待っていた。

・２週間後、ペンタゴンは、第４４２部隊の兵士の

うち劣化ウランに陽性と判定された者は１人もいな

いと断言した。しかし、デイリー・ニュース社の専

門家は、検査方法について著しい問題があることを

発見した。 （訳 ピース･ニュース）
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http://observer.guardian.co.uk/uk_news/story/0,6903,1258632,00.html

劣化ウランによる汚染で英国人がハネウエル社を告訴に踏み切る

画期的な訴訟は湾岸戦争帰還兵の疾病に重大な関連があると証明か
The Observer

アントニー バーネット；社会記者

7月11日、日曜

元英国の軍需産業労働者がサマーセットの工場で

作業中に劣化ウラン汚染を受けたとして米の大企業

ハネウエルを相手取っての訴訟に対し法的な援助を

勝ち取った。この訴訟は湾岸戦争の帰還兵、航空機

労働者、及び湾岸戦争が行われた地域の住民に対し、

計り知れない意味を持つことになる可能性がある。

訴訟を起こそうとしている英国人リチャード・ニ

ビイ・デービッド（４９才）は呼吸器系の深刻な障

害、腎臓の欠陥を持っていて、手足を動かすと痛く

てたまらないという状態である。医学上のテストに

より彼のDNAは変異していて染色体が損傷を受けてい

ることがわかったが、彼はこれは劣化ウラン汚染に

よるものだと訴える。劣化ウランは原子力発電で生

み出される放射性の廃棄物で、戦車の装甲を打ち砕

くことが出来るため砲弾に使用されている。

数百万トン［原文のまま；数千トンの間違いと思

われる（訳注）］にも及ぶ劣化ウラン弾が米英軍によ

ってコソボ、アフガニスタン、イラクで使用された。

また航空機のバラストやヘリコプターのプロペラの

羽のカウンターウエイト（釣合いおもり）としても

使用されている。表土に埋もれている場合は比較的

害がないが、多くの科学者が、劣化ウランの微細な

ほこりを吸い込むと各種のガン、腎臓障害、出生異

常の原因になると考えるようになってきている。

91年の湾岸戦争で使用された劣化ウランがイラク

での小児白血病と出生異常の極めて高い発生率の原

因になっていると言われてきた。フランス、スペイ

ン、イタリアはNATO軍が劣化ウラン弾を使用したボ

スニア、コソボで従軍した兵士がガンになったと主

張している。劣化ウランは、数千人にも及ぶ帰還兵

が不可解な健康上の問題を抱えることになったいわ

ゆる湾岸戦争症候群の原因の一つと考えられている。

軍需産業、および原子力産業は劣化ウランの危険

性を意図的に軽視してきたが、デービッド氏の訴訟

により法廷ではじめて劣化ウランを巡っての議論が

行われることになる。彼が勝訴すると、軍に対し莫

大な補償の要求が行われることになることが予想さ

れるため、軍中枢部に衝撃が走ることになる。デー

ビッド氏はまたイエービルのハネウエルの工場で彼

の数十人の同僚が同じく劣化ウランで病気になった

としている。彼の親しい仲間の多くが死んだり、肝

臓ガンにかかったりしているというのだ。

法的扶助局（Legal Aid Board） は個人的な障害

に対しては扶助を行わないが、デービッド氏の場合

については“公的な利害”の観点から扶助を行うこ

とになった。健康上の問題から95年に現在はハネウ

エルが所有しているイエービルの企業で世界中の大

半の戦闘機、爆撃機用の部品を製造しているノーマ

レア・ガレット社での部品装着作業者としての職を

辞めなければならなくなってから以降、8年間に渡っ

てデービッド氏は訴訟のために戦ってきた。

痛みと、呼吸困難にさいなまれて、デービッド氏

は自分の障害の原因の手がかりを探し始めた。そし

て、95年に湾岸戦争症候群を扱ったニュース番組で

英軍の少佐の女性が車を降りるのに苦労をしている

のを見た瞬間に突破口が開けたのだった。

「耐えられないほとの痛みに苦しみ、動くことが

できなかったのですよ。しかし、この女性少佐が動

こうとして、すごい痛みを感じていること彼女の目

に出ているのをみて、すぐに少佐が私と同じ痛みに

苦しんでいるのだと思ったのです」とデービッド氏

は語る。

デービッド氏は軍にいたこともなければ、中東に

行ったこともなかった、しかし、彼は自分の病気と

かつて湾岸戦争に従事した兵士が苦しんでいる病気

との間に何らかの関連があるとの確信を持ったので
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ある。

しかし劣化ウランが原因だという可能性が出てき

たのは、彼が99年にアメリカの科学者で元軍医で、

核医学の専門家であるアサフ・ドラコビッチ博士の

話を聞いた時であった。ドラコビッチ博士は湾岸戦

争帰還兵が苦しんでいる、衰弱をもたらし、時には

死に至る病気は良く言われるように必ずしもいろい

ろなワクチンにっよって引き起こされるのではなく、

劣化ウラン汚染によるものであるとの可能性を示唆

したのだった。

ドラコビッチ博士は15人の英軍の湾岸戦争帰還兵

の尿サンプルの分析を行うことを決め、そのサンプ

ルの中にデービッド氏のサンプルも入れるというこ

とにしたのである。6ヶ月後、分析結果は全サンプル

の中で、デービッド氏のサンプルが最高レベルのウ

ラニウム汚染度の一つを示すものとなっていたので

ある。

「信じられませんでしたね。笑っていいのか、泣

いていいのかわからなかったですよ。自分が苦しん

できた病気の原因がわかった、という一方で自分が

治る見込みがないということもわかったのですよ。

とりわけ私が不思議に思ったのは、なんで自分が英

国で汚染されたのかとういことでした」とデービッ

ド氏は言う。

答えは間もなくわかった。劣化ウランは人工の物

質であり、専門家はデービッド氏に対し彼が汚染を

受けたのは彼の職場でのことであったという可能性

が極めて高い、と説明した。デービッド氏はそこで、

ハネウエル・アエロスペース社を告訴しようと決心

した。しかし、弁護士に対し支払い能力がなければ、

証拠を集めるということが不可能であった。ところ

が、法的扶助を受けることが出来たため、勅撰弁護

士のマイケル・マンスフィールド氏を代理人とする

ことができる見通しがついたので、世界中の専門家

に対し、訴訟の主張の支持を訴えようとしている。

専門家の一人にマルコム・フーパー氏がいる。医

化学の名誉教授で、湾岸戦争帰還兵協会の科学アド

バイザ主幹である。「この訴訟は兵士のみならず他の

多くの人にとって大きな意味をもっている。工場で

劣化ウランが燃えて起こった火災を消防士が消火し

なければならなかった場合や、刑務所の職員が劣化

ウランの粉塵を吸い込んで汚染を受けたという場合

をしっている。間違いなく劣化ウランの吸入が相当

程度の損傷、傷病を引き起こしている可能性が高い。」

ハネウエル社はこの訴訟の詳細についてコメント

するのを避けているが、イエービルの工場では劣化

ウランは使用していないとの声明を発表するものと

見られる。しかし、別の航空機グループであるウエ

ストランド社は、ハネウエル社と同じくソマーセッ

トに工場を持っていたのだが、1966年から1982年に

かけて、ヘリコプターの羽（ブレード）のカウンタ

ー錘として劣化ウランを使用していたことを認めて

いる。デービッド氏はハネウエル社が劣化ウランを

含有していたに違いないと思われる部品を作るため

に、特殊な重金属合金を用いていたと訴えている。

（訳 ピース・ニュース）
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Military Medicine 168巻8号600-605ページ 2003年

24時間尿採取と指数的崩壊解析に基づく、

湾岸戦争帰還兵士における

劣化ウランの吸入時での肺への取り込み量の評価

保証人：アサフ・ドラコビッチ (Col Asaf Durakovic)

投稿者：アサフ・ドラコビッチ
＊
、パトリシア・ホラン (Patricia Horan)

＊＊
、レオナルド・A・ディーツ

(Leonard A. Dietz)
#
、アイザック・ツィンメルマン (Isaac Zimmerman)

##

要 旨

この研究の目的は、湾岸戦争の連合軍帰還兵士の呼吸器官における劣化ウランの量を評価すること

である。５人の陽性 （
238U/235

）U > 141 と６人の陰性 （
238U/235

）U < 141 の帰還兵士の 24時間尿排泄に
おける劣化ウラン同位体を質量分析機 （ 熱イオン化質量分析機 ） を用いて解析し、吸入時における

肺への取り込み量を数学的に評価した。セラミック化した劣化ウラン酸化物の肺における生物学的半

減期の最小値は、バーテル （ ）Battelle によって模擬された肺の間質液
＊1
における最小溶解半減期の測

定報告から求められ、3.85 年と評価された。24 時間あたりの劣化ウラン量は陽性の帰還兵士で平均
3.27 x 10-5

（mg ミリグラム ）、陰性の帰還兵士で平均 1.46 x 10-8 mgだった。吸入時での肺への取り
込み量を評価すると、陽性の帰還兵士で 0.34 mg、陰性の帰還兵士で 0.00015 mgだった。これらの諸
結果は、吸入時に肺に取り込まれた劣化ウラン量が吸入被曝後９年経っても定量化できるという証拠

を提供するものである。

［ 訳注 ］
＊1
間質液 ：interstitial fluid 体液は、細胞内にある細胞内液と血管内にある血漿 （ 血液 ） および間質液に分けられ

る。間質液は細胞を直接取り囲んでおり、また、細胞血管壁を介して血漿と接している。細胞内液、血漿、間

質液の量は体重 60kgの人でそれぞれ 24リットル, 3リットル, 9リットル。

［ 脚注 ］

* ウラニウム・メディカル・リサーチ・センター (UMRC)
** ニューファンドランド記念大学地球科学科
# UMRC
## UMRC
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序 論

ペルシャ湾岸戦争の帰還兵士が劣化ウラン （ ）DU の同位体を吸入し被曝していることについては

十分な研究がなされてこなかった。DU の砲弾破片でけがをしたペルシャ湾岸戦争帰還兵士における
DU の体内分布やそれから生じるであろう健康上の結果に関するいくつかのレポートは、尿における
ウラン同位体の濃度が上昇していることや健康への害を示唆したにも関わらず、DU の吸入による体
内汚染に関する代謝の動態や健康への影響についての疑問に対しては間接的な意義をもつに過ぎない

と思われる。DU 同位体の体内経路の定量的な理解に関する現在の論争は、研究努力が不十分にしか
整合されていないことによって、また、不適切な方法論によってさらに増幅されてきた。

最近の研究文献には DU の有害な効果――神経学的障害、遺伝子突然変異誘発、癌ウイルス感染な
どの悪性転換、腎臓疾患、免疫システムの変質――の実験的証拠が豊富にある。環境への DU の有害
な効果は、土壌微生物群集や土壌呼吸作用について DU で誘発される機能上の多様性の研究によって
十分に記録されてきた。土壌と地下水における DU の動態はドングリの木の樹皮――地下水の DU 汚
染を監視している――のサンプリングから調べられた。天然ウランは至る所にある元素であり、その

放射線は危険とはみなされていないが、天然ウランが産業上毒物として有害であることはほぼ２世紀

もの長期にわたって報告されてきた。最近再評価された人体への取り込み量は、国際放射線防護委員

会 （ ）ICRP が標準人 （ ）reference man について慣習的に考えてきた量よりも１０倍も少ない。天然ウ

ランの食物摂取量はイギリス、日本、ニューヨークでそれぞれ１日あたり 1.0, 1.3, 1.5マイクログラ
ム

＊2
であるが、それは飲料水における濃度が日本の５つの都市とニューヨークでそれぞれ１リットル

あたり 0.009 と ～0.03 0.08 マイクログラムと取るに足りないものであることを意味する。ただ、イン
グランドとスコットランドで 678 カ所から集められた表層水 （ 地表水 ） の平均の濃度は１リットル

あたり１マイクログラムを少し割る程度と高かった。

体内への天然ウランの取り込み量全体に対する吸入からの寄与分は極めて小さい。これは大気サン

プル中のウラン濃度が低いことによる―― 1立方メートルあたり平均的には、日本で 0.2ナノグラム ＊2
、

イングランドで 0.06 ナノグラム、ニューヨークで 0.4 ナノグラム。沈着標的器官である骨における天
然ウランの取り込み量はほとんど完全に食物摂取量に依存する。湿った骨の量に基づいて評価すると、

骨への取り込み量はアメリカ合衆国で 4.4 マイクログラム （ 0.22 μ ；g/kg １キログラム当り 0.22 マイ
クログラム ）

＊ ３
、日本で２μg/kg、イギリスで３μg/kgである。これは ICRP 1975年報告書 (ICRP75)

の標準人に基づいたデータよりも有意に少なく、生物検定法において従来考慮されたデータ――主に

核産業従事者からのデータ――の再評価を求めるものである。吸入によって体内にもたらされる天然

ウランは、一般の人たちにおいては取るに足りない量である。ただ、事故による吸入被曝が汚染した

空気を激しく吸入することによって起こる職業上の汚染として報告されてきた。それはウランが骨に

最も多く、次いで肝臓に、さらに次いで腎臓に多く沈着することを報告している。これは、体内組織

の分布データと一致するが、量的には ICRP75の標準人のデータとは異なっており、ICRP75 の見直し
の必要を示唆している。

この 20 年間にウランの体内汚染の吸入経路に関して多くの報告がなされた。可溶性のウラン化合
物 （ UO3） は呼吸器官から急速に移動し、血管内 ［ の区画 ］ に運ばれるか、腎臓によって排出される。

ただし、主要な標的器官である骨における長い停留期間 （ 生物学的半減期 ） は放射線量の蓄積をも

たらし長期間にわたり害を与える可能性がある。難溶性のウラン化合物は呼吸器官にとどまるか、胃
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腸 （ 消化器官 ） の経路によって排出される
＊ ４。不溶性のウラン化合物――その標的器官は気管支

［ の区画 ］ となる――は気管支のリンパ節に移動する。産業ウラン化合物の最終的な代謝の行方は、

物理学的および化学的な諸特徴に依存する。ウラン化合物は溶解特性によって３つのグループに分け

られる ： 高水溶性の UF6と UO2(NO3)2、中溶性の UO3、かなり難溶性の U3O8や UO2と混ざった UO4。

溶解率は結晶化の度合いや表面の特性によっても大きく変わる。

吸入された産業ウラン化合物の溶解率は３つのカテゴリーに分けられてきた。（１）急速 ： 溶解の

速さが肺のクリアランスの速さ
＊5
よりも速い。（２）中間 ： 不溶性粒子の力学的および溶解による排

除が共に、肺のクリアランスの速さ全体にほぼ同等に寄与する。（３）ゆっくりとした溶解率をもつ

化合物 ： 生体外実験での半減期が ～100 10,000 日で、いくつかの例では肺からの排除に計ることがで
きないほど時間がかかる。事故での呼吸経路による汚染の犠牲者の評価において、溶解特性を評価し、

事故による被曝の評価の不確かさを最小化するには、化学物質や同位体の塵の動態評価が本質的であ

る。私たちの仕事においてバーテルの間質肺液溶解モデルが使われた。DU 素材を懸濁液中に置き、
溶解したウラン化合物のサンプルを周期的な時間間隔で測ることによって、ウラン化合物の最大溶解

率は測られた。模擬的な間質肺液でウランを含む各種の塵が分析され、セラミック DU の半減期は平
均的に 1170 日とされる。天然ウランは至る所にあるため、ウランの濃縮過程での廃物としての DU
は、環境および生物のサンプルにおいていつも天然ウランと混ざっている。クウェートにおける土壌

サンプルの分析は、1991 年のペルシャ湾岸戦争以来、DU エアロゾル粒子の循環的再浮遊と降下によ
る永久かつ広範囲な土壌汚染を示す。

［ 訳注 ］
＊2
１グラムの 1000分の１が１ミリグラム、その 1000分の１が１マイクログラム、その 1000分の１が１ナノグラ

ム。
＊ ３
骨の重さを成人で 20キログラムとして評価している。

＊ ４
肺胞マクロファージに貪食され、マクロファージ自身の運動性により気管支末端に達し、線毛運動によって気

管支から咽頭まで運ばれて嚥下され、排出される。吸入粒子が極めて多量の場合には、一部のマクロファージ

は肺の間質を経てリンパ流に入り、局所リンパ節に至る。一部の粒子は直接、細胞壁から肺の間質に達すると

考えられている。（ 参考資料「ディーゼル排気微粒子リスク評価検討会平成 13年度報告」）
＊5
肺のクリアランスの速さ （ ） ：clearance rate 肺がもつ自浄作用によって肺に沈着した粒子が除去される速さ。

試料と分析方法

砂漠の嵐作戦中に劣化ウラン （ ）DU を含む砂塵を吸入して被曝したことが確かめられている 11 名
のイギリス人、カナダ人、アメリカ人の湾岸戦争帰還兵士が研究に参加した。尿サンプル中の劣化ウ

ランの同位体の定量的分析は熱イオン化質量分析機 （ ）TIMS で、尿サンプル中の全ウラン量は重量

測定から決められたが、これらの測定が行われるまでの８年から９年間、すべての帰還兵士は呼吸器

経路で DU エアロゾルからの放射線被曝を受け続けていたことになる。24 時間尿サンプルは U238、
U235、U234 と U236 について、カナダのニューファンドランド記念大学地球科学科の放射性同位体
施設において TIMSによって分析された。

24 時間尿サンプルを、密封された可塑性の水薬びんに集め、Savillex ‐ Teflon ねじ蓋付の容器
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（ － ）500 1000 ml で重さを量り、100 ml の （Teflon テフロン製 ） ビーカーで、2度蒸留された濃縮硝
酸４ ml を加えて、80から 100℃で繰り返し （ 3回 ） 蒸発させ乾燥させる。各サンプルをホットプレ

ート上で規定濃度 3.1 の塩酸に１時間再び溶かし、規定濃度 3.1 の塩酸を加えて、同位体希釈と同位
体構成の測定のためにサンプルを２等分する。サンプルの半分については Savillex ‐ Teflon の７ ml
びんに移し重さを量る。鉛 208 とウラン 235 のトレーサーをウラン量の同位体希釈測定のための容器
に加える

＊1
。

塩酸 （ ） －HCl 臭化水素酸 （ ｒ ） －HB 硝酸 （ HNO3） の手法の修正版で （DOWEX ダウケミカル社

製 ） のイオン交換樹脂 （ AGI‐ ）X8 を用いて、分けられたサンプルごとにイオン交換
＊2
が実行され

た。ウランは規定濃度 3.1 の塩酸に溶かされ洗われ、臭化水素酸の手法で抽出され、硝酸に再溶解さ

れてイオン交換樹脂カラムに吸着される。カラムは硝酸で洗われ、水または弱い塩酸でウランが抽出

される。各サンプルについて、同位体構成と同位体希釈の測定のために、精製されたウランが集めら

れる。

同位体構成は Finnigan MAT 262 熱イオン化質量分析機 （ マルチコレクター付 ） で測定される ：

２酸化ウランイオン UO2
+
として分析機にかけ、最大のピーク部分について測定し、計測には２次電

子増幅イオン計数装置を用いた。基線は半質量の位置で測られた。イオン検出装置のバックグランド

計数は毎秒 0.2 未満であった。第２ピーク部分も同じウランについて解析された。0.95 ピコグラムの
ウランは、少量だが、全ウラン量から差し引かれた。質量分析は SRM 960 ウラン同位体の標準測定
で校正され、統計解析は対応のない場合の t ‐検定で行われた。ウランの全質量は重量測定解析から
決定された。

肺における劣化ウラン量の時刻ゼロでの値は全ウラン量と U238 と U235 の比についての定量的デ
ータから決められた。U238 /U235の比は天然ウランでは 138.9 であるので、この比の値 141.0 で劣化
ウラン吸入の有無 （ 陽性か陰性 ） を分けた。劣化ウラン量は全ウラン量に劣化ウランの割合をかけ

て得た。これらのデータは吸入時に肺に取り込んだ劣化ウラン量を数学的に決定するのに用いられる。

評価された肺の劣化ウラン量は肺から尿中に排泄された部分であり、劣化ウラン量の時刻ゼロでの肺

への取り込み値ではない。肺の劣化ウラン取り込み量は模擬の間質肺液中でのウラン化合物の溶解半

減期についてのバーテルのモデルを用いて決められる。

［ 訳注 ］
＊ 1
同位体希釈分析法：溶液中のある物質の全重量が直接に測定できない場合に、トレーサーを添加しよく混合し

た後の溶液の一部の重量を測定し、添加前後の比放射能の値を用いてある物質の全重量を求める方法
＊2
イオン交換 ： 電解質の溶液中で物質が溶液中にイオン （ 電荷をもった原子や分子 ） を放出し、その代わりに

溶液中のイオンを取り込む現象をイオン交換という。この作用をもつ不溶性の合成樹脂はイオン交換樹脂と呼

ばれる。

分 析 結 果

肺が吸入時 （ 時刻ゼロ ） に取り込んだ劣化ウラン （ ）DU の全量を逆算するには、24時間にわたる
尿のサンプル中でのウラン （ ）U 同位体の量の測定が必要であり、そのうちの劣化ウランの分は U ２
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３８ ： U ２３５の比の測定値と天然ウランと劣化ウランでの同位体の比 （ 表Ⅰ ） とから計算されう

る。表Ⅱに、この研究に参加した 11 名の湾岸戦争帰還兵士 （ イギリス人、カナダ人とアメリカ人 ）

についての U ２３８、U ２３５の割合 （ ％） とそれらの比の値を示す。U ２３８／ U ２３５の比 141
を区切りとして採ると、６名は劣化ウランの吸入に否定的 （ 陰性 ）、５名は劣化ウランの吸入に肯定

的 （ 陽性 ） と判定される。陰性の６名の U ２３８／ U ２３５の比は 138.25 ± 0.47であり、陽性の５

名の比は 191.00 ± 2.90であり、対応のない場合の片側の －t 検定での p の値は 0.0101である。

表Ⅲには、計算された劣化ウランの百分率を示す。陰性の６名には （ ） ％0.34 ± 0.64 の劣化ウラン、

陽性の５名には （ ） ％36.08 ± 4.03 の劣化ウランが検出された。このときの p の値は 0.00057。表Ⅳに
は、各人の 24 時間に排出されたウラン量をミリグラム単位で示す。劣化ウランの量はウランの量に
各人の劣化ウラン分の割合を掛けて計算した。各人のウラン量は極端に変動しているが、陽性の５名

のウラン量は陰性の６名に比べて１桁大きい。他方、陽性の５名の劣化ウラン量は陰性の６名に比べ

て３桁大きい。これらのデータは肺の吸入時の劣化ウラン量をさかのぼって決定するのに用いられる。

表Ⅰ ウラン同位体の比

U238 U235 U238/U235 U235/U238
天然ウラン 99.2739 0.7200 137.88 0.00725
砲弾破片 （ 劣化ウラン ） 99.7945 0.2026 492.60 0.00203
尿 99.3778 0.6542 162.23 0.00616

評価された肺の劣化ウラン量は、肺に吸入された劣化ウランのうち尿に排出された部分に対応して

いるので、最小の評価になっている。

数学的解析を基礎的な半減期方程式から始める。

dN/dt = - λ N (1)
ここで、Nは時刻 ｔ での DU量、λは崩壊定数である。時刻 ｔ で積分して、よく知られた式

N = N0 exp(-λ t) (2)
を得る。ただし、ｔ は湾岸戦争時 （ 1991 年 2 月 ） から尿採取時までの時間、N0 は吸入され肺に留ま

った DU の量である。式（１）を式（２）の N に代入して N0 を求めると、肺での劣化ウラン量の初

期値を一日当りの排出率に関連づける式を得る ：

N0 = (-dN/dt) exp(λ t)/λ (3)
ここで、(-dN/dt)は２４時間尿サンプル中で測定された DU の量である。式（３）の右辺で唯一未知な

量は崩壊定数λである。
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表Ⅱ 各人のウラン同位体データ

番号 患者 U238 U235 U238/U235 σ

1 GB 99.2782 0.7145 139.0 0.6
2 PC 99.2570 0.7210 137.7 0.4
3 RGD 99.3154 0.6758 147.0 0.7
4 MK 99.2762 0.7152 138.8 0.8
5 CPL 99.2702 0.7200 137.9 0.5
6 GL 99.6228 0.7189 138.1 0.3
7 KIM 99.4280 0.5663 175.6 1.7
8 PR 99.2742 0.7189 138.1 0.8
9 SR 99.5603 0.4304 231.3 1.6

10 FS 99.4876 0.4945 201.2 5.9
11 AW 99.3862 0.4966 200.1 1.2
陰性 99.3298 0.7181 138.25 0.47
SD 0.1438 0.0026 0.47
SE 0.0587 0.0011 0.19
陽性 99.4355 0.5776 191.00 2.90
SD 0.0938 0.1204 31.57
SE 0.0419 0.0538 14.12
全体 99.3778 0.6542 162.23 0.39
SD 0.1300 0.1057 24.03
SE 0.0391 0.0319 7.25
p 0.0891 0.0297 0.0101

［訳注］ SDは標準偏差、SEは標準誤差、σは測定誤差を表わす。
SDは標本分散の平方根で、SEは平均値の標準誤差。
SEは SDをサンプル数の平方根で割った数値 (SE = SD/√ n) に等しい。

表Ⅲ 各人の劣化ウランの百分率

番号 患者 ％劣化ウラン百分率 σ

1 GB 0.67 1.06
2 PC 0.00 0.00
3 RGD 8.52 0.62
4 MK 0.91 0.77
5 CPL 0.11 0.34
6 GL 0.11 0.25
7 KIM 29.65 8.87
8 PR 0.22 0.74
9 SR 55.86 0.57
10 FS 43.28 1.33
11 AW 43.08 0.31
陰性 0.34 0.64
SD 0.36
SE 0.15
陽性 36.08 4.03
SD 17.98
SE 8.04
全体 16.58 0.32
SD 21.86
SE 6.59
p 0.00057

最小の生物学的半減期は吸入されたウランが肺液中に溶解する時間から決められる。ミシマらは

（ バーテルによる ） 模擬の肺間質液中へのウラン化合物の溶解半減期を調べ、60 日間にわたって溶
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解ウラン量を測定して、その外挿から半減期を 1170 日とした。しかしながら、これらの著者はデー
タ中に時刻ゼロで非溶解とされた 1.00%の劣化ウランのデータを含めた。これは測定データではない
ので、正当ではない。このデータを除いて最小 2乗法を適用すると、溶解半減期は 1407 ± 27日 （ 3.852
± 0.075年 ） となる。崩壊定数λは次の式から計算される ：

λ = ln2/T (4)
ここで、Tは日単位の溶解半減期である。

崩壊定数の効果を例示するために、生物学的半減期に異なる値を仮定して時刻ゼロと 9 年後に肺に
留まる劣化ウラン量を評価して、表Ⅴに示した。時刻ゼロでの評価値は生物学的半減期λの関数とな

るが、6.24年で最小となる。最小条件はλ t =1 である。

表Ⅳ 各人のウラン量データ

番号 患者 ウラン(mg/24時間 ） 劣化ウラン(mg/24時間 ）

1 GB 1.02 x 10-5 6.83 x 10-8

2 PC 1.21 x 10-5 0.00
3 RGD 1.29 x 10-6 1.10 x 10-7

4 MK 3.59 x 10-8 3.27 x 10-10

5 CPL 5.45 x 10-7 6.00 x 10-10

6 GL 1.42 x 10-7 1.56 x 10-10

7 KIM 1.41 x 10-5 4.18 x 10-6

8 PR 7.60 x 10-6 1.83 x 10-8

9 SR 2.68 x 10-4 1.50 x 10-4

10 FS 1.08 x 10-5 4.67 x 10-6

11 AW 1.14 x 10-5 4.92 x 10-6

5.11 x 10-6 1.46 x 10-8

SD 5.53 x 10-6 2.73 x 10-8

SE 2.26 x 10-6 1.11 x 10-8

陽性 6.12 x 10-5 3.27 x 10-5

SD 1.16 x 10-4 6.55 x 10-5

SE 5.19 x 10-5 2.91 x 10-5

全体 3.06 x 10-5 1.49 x 10-5

SD 7.90 x 10-5 4.48 x 10-5

SE 2.38 x 10-5 1.35 x 10-5

p 0.1702 0.1632

表Ⅵには、バーテルの溶解半減期から得られた崩壊定数 （ 4.927 x 10-4/日 ） を用いて評価した肺にお

ける時刻ゼロでの劣化ウラン量を示した。時刻ゼロにおいて、劣化ウランの肺に取り込まれた量は陽

性の５名では平均で 3.36 x 10-1
ミリグラムであり、全身の天然ウラン量 9 x 10-2

ミリグラムに近い。

No.9 の人は天然ウランの 10 倍以上の 1.54 ミリグラムの劣化ウランを肺に取り込んでいた。陰性の６

名の劣化ウラン量は陽性の５名に比べて２桁少ない。劣化ウランの加重平均は劣化ウラン量 （ ミリグ

ラム/日 ） の和を全ウラン量 （ ミリグラム/日 ） の和で割ることで求められる。加重平均は陰性の６名

については 0.34%、陽性の５名については 56.44%であり、全体については 19.87%であった。
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表Ⅴ 異なる崩壊定数についての肺の劣化ウラン量

仮定された半減期 崩壊定数 肺の劣化ウラン評価量 肺の劣化ウラン評価

量

（ 年 ） （ λ/日 ） 現在 （ ）mg 時刻ゼロ （ ）mg
2.0 9.489 x 10-4 0.16 3.57

3.85 4.927 x 10-4 0.30 1.54
6.93 2.738 x 10-4 0.55 1.35
10 1.898 x 10-4 0.79 1.47
25 7.591 x 10-5 1.98 2.53
50 3.795 x 10-5 3.95 4.47
75 2.530 x 10-5 5.93 6.44

100 1.898 x 10-5 7.90 8.40
24時間尿サンプル(No.9) 中での劣化ウランの測定値 0.15マイクログラムに関して t=9 年として計算
［ 訳注 ］ 1年＝365.25日

表Ⅵ 各人の時刻ゼロでの劣化ウラン量

番号 患者 劣化ウラン （ ）mg
1 GB 7.00 x 10-4

2 PC 0.00
3 RGD 1.13 x 10-3

4 MK 3.35 x 10-6

5 CPL 6.15 x 10-6

6 GL 1.60 x 10-6

7 KIM 4.29 x 10-2

8 PR 1.72 x 10-4

9 SR 1.54
10 FS 4.78 x 10-2

11 AW 5.05 x 10-2

陰性 1.50 x 10-4

SD 2.80 x 10-4

SE 1.14 x 10-4

陽性 3.36 x 10-1

SD 6.71 x 10-1

SE 3.00 x 10-1

全体 1.53 x 10-2

SD 4.59 x 10-1

SE 1.38 x 10-1

p 0.1702
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考 察

天然に存在するウランは１マイクログラム当り毎分 1.5 個のアルファ粒子を放出する (1.5dpm/µg)
どこにでもある元素である――ただし産業上の事故での被曝という状況下では健康障害をもたらす

が。一般人は毎日 1.0 から 1.5 マイクログラムの天然ウランを体内に取り込んでいると評価されてい
るが、主に食事に伴う経口摂取であり、吸入による体器官への摂取は無視できる。空気サンプル中の

ウラン濃度は平均すると、1981年日本で 0.02ng/m3
（ １立方メートル当り 0.02ナノグラム ）、1970年

イギリスで 0.06ng/m3
。1967 年ニューヨーク市では 0.4ng/m3

であるが、ニューヨーク州の田舎 West
Milton の Kesselring 海軍訓練所で 1979年に測定された天然ウラン濃度は 0.020ng/m3

と報告されてい

る。肺へのウラン負荷量は次第に増大するが、それは吸入摂取量が累積する一方で気管支リンパ節か

らのクリアランスがゆっくりとしか進まない結果であるらしい。沈着標的器官である骨におけるウラ

ン濃度はイリノイ州の湿った骨で （0.22µg/kg １キログラム当り 0.22 マイクログラム ）、日本の湿っ

た骨で 2µg/kg 、イギリスで 3µg/kg である。 ～20 60才の平均的な骨格の取り込み量 6.6µg 、大人の全
身取り込み量 8µg は ICRP 75の評価―標準人で 67µg― より著しく小さい。砂漠の嵐作戦で大気圏

に放出された劣化ウラン量についての初期評価 300 万から 600 万グラムは、クウェートの砂漠土中の
ウラン測定によって最近再考察されつつある。前の戦場での表面から３センチメートルの土層に含ま

れる劣化ウランの分析が誘導結合プラズマ質量分析機で行われた。その結果は平方キロメートル当り

４キログラムの劣化ウラン濃度を示した。したがって、戦場とその周囲 2000 平方キロメートルに８

属トンの劣化ウランが降下したと評価される。このことは、劣化ウラン貫通体が想定されていたより

もはるかに高い割合で燃え尽きたか、湾岸戦争では以前に報告されていたよりもかなり多くの劣化ウ

ランが使用されたかを示唆する。クウェートの砂漠土中のグラム当りのウランの測定に基づくと、ク

ウェートだけで劣化ウランのエアロゾル粒子が 10 金属トン生成されたとするのがより現実的な評価
である。

吸入された劣化ウランによる内部汚染は、湾岸戦争から 10 年後、４つのウラン同位体の排泄の上

昇で証明され、内部汚染の化学的毒性、放射能毒性への関心を高めている。最近の文献は多数あるが、

劣化ウラン内部汚染についての論争を招くようなデータを示している。最先端の方法 （ ）TIMS は吸

入被曝後 10 年での劣化ウラン同位体の尿中での有意な過多についての決定的な事実を提供する。論
争を招く報告は、諸々の研究にかかわっている帰還兵士の選択や最適ではない次善の分析方法に問題

があり、さらに、劣化ウラン内部汚染のウラン経路を全く無視した臓器の分析さえある。これらの論

争的報告はコソボ紛争――州の西部に 11 トンの劣化ウラン弾薬が使用されたと評価されている――
のような近年軍事的に劣化ウランが使用された地域に及んでいる。不充分なサンプリングはさらなる

被曝のアセスメントが必要なことを示唆している。いくつかの報告は劣化ウランの発がん性などの性

質を否定し、他は花植物での劣化ウランのホルミシス効果
＊1
を報告している。それとは対照をなして、

他の研究はスウェーデンのウランを含むミョウバン頁岩のコンクリート建屋に住む子供に急性のリン

パ球白血病が発生する危険を示している。最近のデータは劣化ウラン内部汚染の長期にわたる危険を

示し、したがってこれまでの方策の変更を要求している。トマホークミサイルでつくられた劣化ウラ

ンエアロゾルが模擬的にガウス型の煙柱をなしているとしてモデル計算を行うと、吸入によるリスク

よりも地下水汚染による化学的毒性が懸念される。

ウラン鉱石塵を長期にわたって吸入させ被曝させた実験用ネズミについての最新の研究からは、骨

へのウラン蓄積量は軟骨内骨 （ 置換骨 ） と膜性骨での変化と連動 （ ）covariant していることが示され
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ている。この内容は、 Sprague Dawley 系ラット ＊2
でのウランの吸入被曝による肺への取り込みに関

する以前の報告と一致している。人の発がん性と突然変異性に与える影響は、長期にわたる劣化ウラ

ンからの被曝の結果として、劣化ウランの細胞遺伝性、突然変異性、発がん性の効果のみならず、劣

化ウランがらみの形態変形においても近年報告されている。

現在の文献は一般的に次のことには同意しているようである ； 劣化ウランは突然変異誘発性があ

り、人の骨を発がん性にし得る、海馬の神経機能に変更を引き起こしうる、胎盤のバリアを乗り越え

胎児の臓器に入り込むことができ、劣化ウランの埋め込み後 6 ヶ月ほどでひと腹の子ネズミの数が減
少する。さらに、最近では動物で劣化ウラン誘導の軟組織肉腫が見つかっている。未処理で強い放射

能をもつ使用済み核燃料を含めて、劣化ウランは拡散しているにもかかわらず、不充分にしか研究さ

れてきていない。さらに、近過去の戦場 （ コソボでのトマホーク攻撃地点のような ） での地下水と

花のサンプルでの劣化ウラン測定についての相矛盾する報告のため、劣化ウラン論争は続いている。

風媒ウランの評価に関する興味深い報告は、有効な生物モニターとしての木の樹皮を誘導結合プラズ

マ質量分析機で解析すること――近年イギリスや日本からその報告がなされている――が劣化ウラン

の地下水測定に代わる実用的手法となりうる可能性を示している。

バーテルの実験的モデルにおいては、模擬された肺間質液とセラミックの劣化ウラン粒子との混合

物を連続的にかき回し、可溶な劣化ウラン液が各粒子の液体－固体境界面で濃度勾配を形成しないよ

うにする。ある帰還兵士の肺では、溶液中にウランの濃度勾配がほぼ確実に存在している。そのため、

溶解の速さは遅くなり、肺中のセラミック劣化ウラン粒子の半減期は私たちの評価 3.85年よりも大き
くなるであろう。今後の引き続く研究では、尿サンプルの （ 3 日採取に同等な ） 24 時間採取について
TIMS の定量的分析を数年にわたり毎年行い、劣化ウランの生物学的半減期を測定する。このことか
ら、劣化ウランを吸入した帰還兵士の一人一人について、真の生物学的半減期の大きさが分かるであ

ろう。

今も軍事紛争で劣化ウランが使用されている現実は、特に吸入被曝に関して、環境と健康への影響

に言及することを必要としている――不利な影響を減らすために、もっと整然とかつ適時に。私たち

の報告が示しているのは、肺への吸入時点における少なからぬレベルの劣化ウランによって健康障害

が生ずる明確な可能性である。

[訳注]
＊1
ホルミシス （ ）hormesis 効果 ： ラドン温泉が自然治癒力を高めるとされるなど放射線が与える生物への有益な

効果
＊2Sprague Dawley 系ラット ： 安全性試験など広く研究用に使われるネズミの一系統
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